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1．調査の概要

1．調査の目的
　本調査の目的は、仕事、会社、家庭、休日・休暇や労働時間制度、労働組合、政治など

の領域に関する組合員の現状認識とニーズを把握し、今後の組合活動推進にあたっての基

礎的資料とすることと、産業・組織心理学の視点から、組合員を取り巻く環境と組合員自

身の個人要因から構成される心理的因果関係モデルにより組織内の問題点の特定を試みる

ことにある。

　質問項目は全トヨタ労働組合連合会独自の分析と自動車総連実施の組合員意識調査と重

なる部分があり、一部を除き、過去の調査結果との比較が可能である。

2．調査方法
　調査は無記名のアンケート形式で行われた。実施時期は1999年の11月から12月であ

った。対象とした組合員は6，427名で、これは全トヨタ労連組合員271，117名（1999年6

月現在）の約2．4％にあたる。そのうち有効に回収された調査票は4，621名で、有効回収

率は71．9％であった。

3．調査項目
　調査項目は、大きく分けて次の6つの領域にわたる質問からなっていた（図1－1－1）。

①個人属性領域

　性別・年代・家族構成・勤続年数・組合役員経験の有無・転職経験・学歴・仕事の種類・

業種・従業員規模・勤務形態・世帯の収入源について尋ねた。

②職場領域における環境と意識

　職場環境についての質問は、職場や仕事の状況、仕事量や仕事の質的な大変さを表す仕

事過重、仕事上での自分の役割の曖昧さ、相反する仕事の要求を受けるなどの役割葛藤

上司との間での役割期待の交換の程度であった。職場での意識については、仕事への関与

度、ワーカホリズム、仕事への取り組み姿勢、キャリアプラン・賃金などの評価基準とし

て年功を重視すべきか能力を重視すべきか、それと合わせて能力や業績の査定結果をどの

ような形で賃金に反映させるのがよいか、自分の能力と仕事についての捉え方について尋

ねた。

③職場外領域における意識

　職場外の領域での質問は、どのようなときに生きがいを感じζか、余暇と仕事のバラン

スについての考え方、家庭への関与度であった。そして、職場での環境や意識と、職場外

での意識から生じると考えられる、仕事と家庭の両立葛藤についても尋ねた。
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④やりがいやストレス

　個人属性と職場領域や職場外領域の要因から生じるものとして考えられる、やりがい感、

ストレス、疲れ、仕事満足度、転職希望、不安や悩みについて尋ねた。不安や悩みについ

ては仕事の将来性への不安、配置転換に伴う不安、自分の失業への不安、配偶者の失業へ

の不安、家庭全体の収入減についての不安、職場や仕事での悩みの有無を尋ねた。さらに、

やりがいを感じる理由と感じない理由、疲れを感じる理由、転職についての考え方、将来

性への不安を感じる理由、悩みの内容についても尋ねた。

⑤組合と会社への意識

　組合と会社への意識を尋ねる質問は、組合活動への関心の程度、組合が労働条件改善・

生活向上にどのくらい役立っていると思うか、組合の活動が自分の意見をどの程度反映し

ているか、組合活動への評価と期待、組合の政治活動の重要性、組合と会社の関係、組合

の方針や行動への注目度と信頼度、会社の方針や行動への注目度と信頼度であった。また、

組合への意識が組合活動への参加を規定すると考え、組合活動への参加度も尋ねた。さら

に組合活動に参加しない理由についても尋ねた。

　組合の政治活動に関しては、参考として支持する政党、選挙で投票するときの基準、国

の政治での関心事を尋ねた。また、環境問題への関心の高まりを受けて個人のエコライフ

観を尋ねた。

⑥組合活動への期待

　組合活動について具体的にはどのような期待があるのかを尋ねた。質問項目は、休日・

休暇制度への期待、労働時間の短縮に取り組む上での課題、今後特に力を入れてほしいと

思うこと、企業内福祉の点で力を入れてほしいこと、「カフェテリアプラン」のような新

しい仕組みの導入のような企業内福祉のあり方についてどう考えるか、組合の力量を強め

るために必要なこと、組合の政治活動において重要だと思うことであった。

4．調査項目間関連

　図1－1－1は、本調査で用いた項目の関連を図式化したものである。図の右側は仕事

と個人に関する図になっており、性別や年齢などの個人属性要因と、職場内外の環境や意

識によって、やりがいやストレスが規定されることを示している。

　図の左側は、組合・会社と個人という視点で、組合活動に対する意識が組合活動への参

加を規定するという仮説に基づいて整理されている。さらに、組合活動への参加が、スト

レスを軽減するためのサポートとなったり、やりがい感を生じさせる要因となる可能性が

あるということを示している。
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5．研究体制

本報告書は，以下の研究体制のもとで行われた。

金井篤子

伊藤美紀

冨澤文江

丹羽研次

（名古屋大学大学院教育発達科学研究科助教授）

（名古屋大学大学院教育発達科学研究科）

（名古屋大学大学院教育発達科学研究科）

（中部産政研主任研究員）
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ll．調査結果のまとめ

1．組合員を取りまく環境（組合員の認知から）

　組合員を取りまく環境を組合員自身がどのように捉えているかについて、仕事量、役割、

上長との関係などの視点から検討した。これらは、個人の満足度やストレス度などに関連

すると考えられているものである。

1）仕事の量や質

　一壮事量に高い負荷感一

　全体的に、急ぎの仕事に追われたり、残業をしたり、といった仕事量の負荷がかなり高

いことがうかがわれた。その傾向は、男女別で見ると、男性で強く、年齢階層別には、男

女とも30代に負荷感が高かった。職種別（男性のみ）では、技術・研究開発に負荷感の

高いことが明らかとなった。

　また、仕事をする上で、自分の実力不足を感じることは、仕事量の負荷感と同様に負荷

感が高かったが、一方、難しい判断や責任の重い決定を任されること、やり遂げるために

勉強が必要な仕事を頼まれることなどは、比較的負荷感は低かった。その中でも、最も質

的負荷感が高いのは、男女ともに30代で、職種別（男性のみ）では技術・研究開発の負

荷感が高かった。

　若年層は量、質いずれの負荷感も低く、比較的保護されているものと考えられた。以上

のことから、最も働き盛りの30代に負荷感が高く、職種別（男性のみ）には技術・研究

開発に負荷感が高いことが明らかとなった。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

2）役割暖昧性と役割葛藤

　一約半数が不明確な自分の役割一

　組合員の約半数は、自分の役割が明確であると回答したが、一方、自分の役割が明確で

ない、あるいはどちらとも言えないと思っている人も半数存在した。また、人手もないの

に仕事を任されたり、仕事に必要な材料や情報、予算などが十分ではないと思うことが、

約4割の人にあることが明らかとなった。男女別には、男性には役割曖昧性が低く、役割

葛藤がかなり高くなっているのに対し、女性では、役割曖昧性、役割葛藤に差がなく、と

もに平均的であることが明らかとなった。年齢段階別には、役割曖昧性は年齢段階が高く

なるにつれて低くなり、役割葛藤は30代で最も高くなった。職種別（男性のみ）には、

技術・研究開発で最も役割葛藤が高かった。

　男女差については、男性と女性で任されている仕事内容が異なることを反映しているも

のと思われた。女性は補助的な仕事を任されているために、役割の曖昧性が高くなり、一
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方、男性は、役割は明確ではあるものの、十分な材料や情報、的確なコンサルテーション、

指導などの不十分さに役割葛藤が高くなるものと考えられた。年齢が高くなると、役割曖

昧性は低くなっており、これは経験年数によって役割が明確化することを示している。ま

た、技術・研究開発で役割葛藤が高くなったことには、新商品の開発など、職務そのもの

が構造化されていないことを反映しているものと考えられよう。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

3）上長との垂直的交換関係

一上長との垂直的交換関係が良好な組合員は約3割一

　上長との垂直的交換関係は、単に人間関係の良さを示すだけでなく、仕事上に必要な情

報の交換がスムーズに行われているかどうかを示す指標である。この関係の良さは、その

後の個人のキャリア発達にも関係することが実証されており、このことから、垂直的交換

関係は組織のなかで必要なことがらを意識的、無意識的に伝達すると考えられている。

　垂直的交換関係については、約3割強の組合員が良好であると回答したが、一方、約2

割があまり良好ではないことを回答している。男女別に見ると、女性よりも男性の方が高

く、年齢段階別、職種別には差がなかった。このことから、垂直的交換関係は、性別によ

って規定されるが、一方、年齢や職種には規定されない個人的なものであることがわかる。

また、3割強が良好なものの、2割が否定的な回答していることも無視できない。上長と

の関係性については、個別の検討が必要である。

　男性と比較して、女性の方が垂直的交換関係が低いことには、職場で働く女性のキャリ

ア発達に重大な影響を与えている可能性があると考えられ、問題点として取り上げること

ができよう。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

4）職場や仕事の問題点

一
「人の育成」、「要員の不足」、「予算・人材の不足」を指摘一

　また、組合員が指摘する職場や仕事の問題点としては、人の育成がおろそかにされてい

る、仕事量に比べ要員の絶対数が足りない、設備改善や研究開発に対する予算が不十分、

仕事を遂行するのに必要な能力を持った人材が足りないがいずれも6割以上の回答を得た。

この中で、仕事に対する要員、人材不足や予算の不足はすでに上記で指摘されている点と

一致する。また、人材育成に関しては、能力不足と関連して、重要な課題であることが指

摘されよう。

　また、よい指導者や上司に恵まれていないと5割近くが回答していることは、上記の垂

直的交換関係の結果を裏付ける結果と考えられた。

　この結果を、1990年、1995年の自動車総連の結果（男性）と比較すると、いず

れもやや改善されていると考えられた。99年の自動車総連の結果（男性）との比較では、
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ほとんど差は見られなかった。
（％）

項　　　　目 90男 95男 99男 全ト

人の育成がおろそかにされている 75．4 71．4 67．8 69．5

仕事量に比べ要員の絶対数が足りない 79．3 67．3 67．2 66．6

設備改善や研究開発に対する予算が不十分 76．3 72．8 66．4 65．1

仕事を遂行するのに必要な能力を持った人材が足りない 76．8 70．4 63．1 64．3

よい指導者や上司に恵まれていない 50．0 46．4 45．8 47．8

2．組合員の意識

（1）職場における就業意識

1）仕事関与と仕事時間関与

一情熱的に関わっているというものではない？一

　仕事にどれぐらい打ち込んでいるかの指標である、仕事関与と仕事時間関与には以下の

傾向が見られた。仕事は今の私にとって非常に大切な一部分であると6割が答えたのに対

して、私は自分の仕事に熱中している、私は仕事に深く傾倒していると答えた人は2割弱

であった。このことから、仕事は大切ではあるが、仕事に情熱的に関わっているというわ

けではないことがわかる。

　これを性別に見ると、いずれも男性の方が高く、年齢段階別では男女ともほぼ年齢段階

が高くなるにつれて仕事関与が高くなった。職種別（男性のみ）で見ると、時間関与は営

業が最も高く、仕事関与はその他（輸送）が最も高くなった。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

2）ワーカホリズム

ー
仕事中毒症（ワーカホリック）の傾向あり一

　仕事への取り組み方として、仕事をやらなければという衝動的なものだけで仕事をする

ことは、心身にネガティブな影響をもたらすことがわかっている。いわゆる仕事中毒症（ワ

ー
カホリック）は往々にして、このやらねばならぬという衝動が強く、加えて、完全主義、

人に仕事を任せられず、仕事を抱え込むなどの特徴を持つ。一方、仕事を楽しむ余裕はこ

ういった働き方の及ぼす悪い影響を緩和することが知られている。

　今回の調査対象者の特徴は、仕事を楽しむというよりは、仕事はやらねばならぬものと

して、取り組んでいることがわかる。これは上の仕事関与の指摘とあわせると、天職とし

ての仕事とか、傾倒すべき仕事というよりも、仕事はやらなければならないものとして捉

えられていることを示すものであろう。また、仕事を抱え込む傾向はさほどではないが、

完全主義傾向の強いことから、個人にとって、仕事がストレスフルなものになっているこ
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とが推測できる。

　性別に見ると、仕事衝動性は女性の方がやや低かったが、その他には、違いは見られな

かった。年齢段階別には、男女とも仕事享楽性が、年齢段階が高くなるごとにほぼ高くな

った。職種別には、サービスの衝動性が最も高く、その他（輸送）の享楽性、完全主義が

最も高くなった。従業員規模別には、「CND」グループが衝動性、完全主義、権限非委

譲いずれも最も高くなった。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

3）キャリアブラン

ー今の会社での継続就業希望微増（約6割）一

　今後の働き方については、男女とも可能な限り今の会社で働き続けたいと回答した人が

全体の約6割を占めた。仕事の内容としては、男性では、職制として、専門職として、定

年までなどの回答が全体の8割を占めたが、女性では20代で成り行きに任すという回答

が6割を占め、40代以降で定年までという回答が5割を占めた。これは女性の結婚や出

産などのライフサイクルを反映した考え方であると考えられる。がしかし、一方では20

代、30代で専門性を身につけたいという回答が2割近く見られ、女性の専門職志向を見

ることができる。

　95年と比較すると、可能な限り今の会社でという希望が男女ともに増加していること

がわかる。特に女性では9ポイント以上の伸びであった。これには、現在の雇用状況も関

係していると考えられた。また、女性では、退職し家庭などにはいるの割合が低くなって

おり、この割合は自動車総連全体よりも、低いことが明らかとなった。ここに女性の就業

意識の変化を見ることができよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

A今の仕事について 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

可能な限り今の会社で仕事をしたい 60．4 49．4 66．6 59．1 63．7 58．6

関連会社等ならこだわらない 7．4 3．1 6．7 2．0 7．5 2．6

職務経験が生かせればこだわらない 18．4 12．3 15．8 8．5 16．2 9．6

会社にも仕事にもこだわらない 10．8 9．2 8．8 5．7 9．8 7．5

退職し家庭などにはいる 2．5 25．2 1．4 23．9 2．0 20．4

（％）

B仕事の内容について 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

管理者として運営に携わりたい 9．3 0．4 9．7 0．8 8．5 0．8

職制として仕事を切り回したい 20．9 4．0 27．2 6．1 23．6 5．1

専門性や特殊技能を活かして腕を振いたし b27．8 17．7 29．9 18．6 29．8 16．5

定年まで勤め上げたい 22．8 15．7 20．7 14．6 21．9 20．6

特に希望はなく成り行きに任せる 18．3 59．8 11．5 57．9 15．1 54．8
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4）年功重視と能力主義

一年功・能力共に重視すべきが約6割一

　年功重視か能力重視かについては、過半数が年功・能力ともに重視すべきという回答で

あった。経年で比較すると、年功・能力ともに重視すべきが過去の調査と比較して、20ポ

イント以上も多くなっている。これは項目の表記を「どちらともいえない」から「年功・

能力ともに重視すべき」としたことと関係していると思われる。一方、年功重視の意見と

能力重視の意見を比較すると、能力重視の意見の方が多いことがわかる。

　また、能力や業績を賃金に反映させる方法としては、月例賃金と年2回の一時金の両方

に反映させるという意見が5割を占めた。これは日常的に能力評価を賃金に反映させるこ

とを期待する結果であり、組合員の意識が能力主義に移行してきたことを感じさせる。

　能力と仕事との関係については、男性はより高度な仕事をしたいが5割を越え、女性で

はこれ以上難しい仕事には就きたくないが約5割を占めた。95年と比較すると、より高

度な仕事をしたいと回答する割合がやや低くなっており、男性ではもっと易しい仕事に就

きたいが、女性ではこれ以上難しい仕事には就きたくないがやや増加している。この背景

としては、先に報告した仕事の負荷感が関係していることなどが考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

年功重視か能力重視か 82男 86男 90男 95男 99男 全ト

年功重視がよい 4．3 4．6 3．7 3．6 3．1 3．6

どちらかというと年功重視がよい 16．0 17．8 13．2 13．7 7．2 6．8

どちらとも言えない（年功能力共に重視すべき） 40．1 37．9 37．6 36．0 58．0 58．7

どちらかというと能力重視がよい 29．1 31．4 34．8 34．0 22．4 21．2

能力重視がよい 9．8 8．2 10．6 12．1 9．3 9．2

（％）

能力と仕事の関係 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

もっと易しい仕事につきたい

これ以上難しい仕事にはつきたくない

より高度な仕事をしたい

自分の能力にあった仕事をしたい

5．5

34．5

56．2

2．8

4．6

46．0

43．9

4．2

7．4

34．7

54．7

2．8

4．0

47．0

44．9

3．3

8．1

35．3

52．9

3．1

4．3

49．7

41．5

3．7

（2）職場と家庭のバランス

1）仕事と余暇

一仕事も余暇もが約5割一

　仕事と余暇のバランスについては、仕事も余暇も同じくらい大切にするという回答が5

割を占めた。これを男女別に見ると、男性は仕事も余暇も同じくらい大切にするが5割で

最も多かったが、女性では仕事より、余暇の中に生きがいを感じるが5割を占め、最も多

かった。また、年齢段階別では、若年層では余暇重視、年齢段階が高くなるにつれて、同
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じくらい大切にするが増加し、50代では余暇も楽しむが、仕事の方により力を入れると

いう回答が3割を占めた。

　経年では、それほど大きく変化はしていないが、やや余暇志向が高くなっているようで

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

仕事と余暇 90男　95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

仕事より、余暇の中に生きがいを感じる

仕事も余暇も同じくらい大切にする

余暇も楽しむが、仕事の方により力を入れる

仕事こそ生きがいだから仕事に全力をあげる

29．6

53．6

15．8

0．5

30．7

53．8

14．6

0．5

44．5

49．9

5．0

0．3

33．2

52．O

l2．7

0．4

53．4

38．1

6．1

0．0

34．9

50．6

12．2

0．5

52．1

39．1

7．1

0．2

2）家庭関与と家庭時間関与

一高い家庭関与一

　家庭をどれくらい大切にしているかという家庭関与と家庭時間関与には以下の傾向が見

られた。家族は今の私にとって非常に大切な一部分であるについて、まったくその通りと

回答した人が7割を占め、家庭への関与の高さがうかがわれた。

　男女別に見ると、関与の高さは変わらないが、時間関与は女性の方が高くなった。年齢

段階別に見ると、男性は年齢段階が高くなるほど、家庭関与、時間関与とも高くなる傾向

が見られたが、女性では、30代後半で最も高くなった。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

3）ワーク・ファミリー・コンフリクト

ー仕事生活が家庭生活を阻害一

　仕事と家庭との両立は、余暇の充実などとも関連して、働く個人にとっては重要なテー

マである。ここでは、仕事と家庭を両立するための葛藤がどれくらい生じているかどうか

を調べた。ワーク・ファミリー・コンフリクトは、仕事生活が家庭生活を阻害する仕事→

家庭葛藤と、家庭生活が仕事生活を阻害する家庭→仕事葛藤、両立することで時間の余裕

のないことから生じる時間葛藤の3つの尺度から構成される。

　今回の調査対象者の特徴としては、仕事→家庭葛藤が最も高く、次いで時間葛藤、最も

低かったのが家庭→仕事葛藤であった。性別に見てみると、男性で、女性よりも仕事→家

庭葛藤が高くなることがわかった。年齢段階別に見ると、男女いずれも、30代後半から

40代前半が最も高く、20代前半で最も低くなった。職種別では、営業・販売、従業員

規模別には「CND」グループが最も高くなった。

　男性は、仕事の過重感からか、家庭を犠牲にして仕事をしている感じを少なからず持っ

ているものと考えられる。また、女性は、30代後半から40代前半が調査回答者数も最

も少なくなっており、この年齢段階に家庭と仕事を両立して働くことの難しさを示してい
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るものと考えられた。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

3．職場におけるやりがいとストレス

1）　やりカSい

一一 7割が仕事に対するやりがい感一

　仕事に対するやりがい感は、全体の約7割が、やりがいがあると回答した。その理由と

しては、仕事を通して達成感が味わえるから（38．5％）、仕事の意味や使命感が感じられ

る（30．　1％）などで、やりがいを感じられない理由もほぼその逆であった。ここから、仕

事における達成感や仕事の意味や使命感などが達成感を支える重要な要素であることが言

える。一方、やりがいを感じられない理由には、仕事に励んでも生活がよくならないから

（28．1％）というように、努力が報われない感じを持っている人も3割ほどいることを示

しており、労働そのものが報われない感じなのか、企業の評価システムの問題なのか気に

なるところである。

　やりがい感を経年で比較すると、男性はほとんど変化はないが、自動車総連全体と比較

すると、やややりがいのない方の回答が多かった。女性は95年から比較すると、かなり

やりがいがあるはやや低くなり、まあやりがいのある方だが高くなった。自動車総連との

差はほとんどなかった。

　やりがいを感じる理由は、男性では95年には仕事は自分にあっているが最も高かった

が、今回の結果では、仕事を通じて達成感が味わえるからが最も高くなった。一方、女性

では95年には職場の人間関係がいいからが最も高かったが、今回の結果では、仕事が自

分にあっているが最も高くなった。また、達成感や仕事の意味については、自動車総連の

結果よりもやや低くなっているのが特徴である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

やりがい 90男 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

かなりやりがいがある

まあやりがいがある方だ

あまりやりがいがない

全くやりがいがない

11．1

59．7

26．4

2．8

12．5

59．5

25．2

2．7

9．0

55．9

32．3

2．4

13．9

59．2

24．9

1．9

5．3

59．9

32．4

2．4

12．4

58．8

26．0

2．7

6．1

59．5

32．0

2．2

（％）

やりがいを感じる理由（上位5位まで） 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

仕事を通して達成感が味わえるから 37．9 27．9 40．0 37．3 39．0 34．7

仕事が自分に合っている 38．2 39．9 34．7 42．2 35．2 45．5

仕事の意味や使命感が感じられる 31．5 24．9 31．0 27．3 30．9 24．0

職場の人間関係がいいから 25．0 45．1 21．8 44．7 23．1 43．4

能力や創意が発揮できる 29．6 9．8 27．9 3．1 27．0 7．2
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2）職務満足度

一高い「仲間関係満足感」と低い「処遇満足感」一

　職務満足度については、やりがい満足感、上司満足感、仲間満足感、処遇満足感の4つ

について検討された。やりがい満足感は2割強が満足と回答していた。先のやりがいを感

じている割合（約7割）との問には少々開きがあるが、このことは組合員がやりがいに対

して、期待水準を高く持っていることを示すものと考えられよう。上司満足感については、

先の垂直的交換関係と同様に、満足感を持っている割合と、不満足感を持っている割合が

2割強ずつ存在した。仲間関係の満足感は、満足している割合が4割近くであり、比較的

満足感が高いものと考えられた。一方、処遇に対しては、不満足であるという意見が満足

であるという意見を大きく超えて回答された。特に給与に対する不満足感は高く、組合に

期待する役割とも関係が見られた。自分の仕事ぶりが正確に給与に反映されていないとい

う不満が高いと考えられ、このことは公平感の問題とも考えられるかも知れない。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

3）ストレスと疲労

一一慢性的な疲れ（約3割）翌日まで残る疲れ（約4割）一

　ストレス度は常に感じる割合が4分の1を占め、ときどきストレスを感じる割合は6割

を超えた。疲れについても、慢性的に疲れがたまっていくと回答した割合が約3割、翌日

まで疲れが残ることがあると回答した割合が約4割で、疲れる理由は、神経を長い間集中

するから（42．0％）、働く時間が長いから（39。4％）、仕事量が多すぎるから（39．0％）な

どで、先に報告された仕事量の過重を反映する結果となった。

　男女別に見ると、男性の方がいずれも高く、年齢段階別に見ると、女性では差がないが、

男性では、35－39歳が最も高く、50歳以上が最も低かった。職種別（男性のみ）に

見ると、営業・販売が最も高く、その他（輸送）が最も低かった。規模別（男性のみ）で

は、「CND」グループが最も高いストレス度と疲労度を示した。

　経年で疲労度を見ると、95年からはほとんど変化していないことがわかる。

（％）

疲　　　労 86男 90男 95男 99男 全ト

慢性的に疲れがたまっていく

翌日まで疲れが残ることがある

翌日までには疲れがとれる

ほとんど疲れは感じない

19．7

42．4

31．1

6．6

31．1

40．3

23．5

4．7

26．4

40．1

27．0

5．8

28．6

39．0

26．1

6．2

27．6

38．7

26．7

6．6

4）不安や悩み

一仕事の将来性不安と雇用不完一

　まず、職場における悩みについては、約7割があると回答した。悩みの内容としては、
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そのうちの約4割が仕事内容に関する悩みをあげた。男女別には、男性が仕事内容の悩み

をあげているのに対して、女性は人間関係の悩みを最も多くあげた。年齢段階別にみてみ

ると、男性は、若年層では仕事内容やキャリアに関する悩みが多くあげられ、中高年層で

は地位や処遇に関する悩み、50歳以上では退職後の生活の悩みがあげられた。女性もほ

ぼ同様であるが、特に40代後半で両立の悩みがあげられた。いずれもキャリアの発達段

階にそって、悩みの内容が変化することがわかる。

　つぎに、仕事の将来性への不安を見ると、強い不安のある人は4分の1を占め、多少不

安があると回答した人は約半数であった。規模別で見てみると、最も規模の大きい「主要」

グループでも、約2割が強い不安があると回答した。不安の理由としては、職種転換・配

置転換等で、今までの馴れた仕事が続けられなくなるのではないか、仕事が肉体的、精神

的にきつくなり、ついていけなくなるのではないかなどの理由と同時に、統廃合などで職

場がなくなるのではないか、会社が倒産するのではないかという職場がなくなる不安も高

い割合で回答された。

　このような自分の失業の不安について見てみると、失業の不安を大いに感じている割合

が約1割、少し感じている割合が4割を占めた。年齢別では、50歳以上の不安感が高く、

規模別に見ても、最も不安感の低い「主要」グループにおいても、大いに感じている割合

が約1割、少し感じている割合が2割強と不安を感じている割合が3割を越えた。現在の

雇用状況が危機感を持たざるを得ない状況であることは確かであるが、これらの不安感が

職業生活を脅かしている可能性は高く、雇用の維持が重要な課題であることがわかる。

　経年では、95年と比較して、強い不安感を訴える人の割合がやや高くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

仕事の将来性への不安 95男 99男 全ト

強い不安感がある

多少不安感がある

あまり不安感はない

全く不安感はない

21．5

55．3

21．3

1．6

23．1

55．4

19．0

1．6

25．1

52．0

19．9

1．8

4．転職行動の規定要因

1）転職意識

一高い転職意識一

　転職について尋ねたところ、34．8％が全く転職にっいては考えていないと回答したのに

対し、転職したいと思うことはあると回答した割合は6割を越えた。具体的に考えている

人も5．9％存在した。

　一方、転職観を見ると、よい労働条件の会社であれば転職は当然である（35．2％）、自

分の能力を伸ばすためなら転職は当然だと思う（24．1％）などの転職を肯定的にみる意見
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が、1つの会社に定年まで勤めるのが普通だと思う（14．5％）、転職は不利になるので、

転職しない方がよいと思う（14．0％）などの否定的意見を大きく上回った。

　転職観を経年で比較すると、90年には転職に肯定的な意見がピークを迎えたが、その

後、否定的な意見がやや増えているようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

転職観 86男 90男 95男 95女 99男 99女 全ト男 全ト女

1つの会社で定年まで勤める 16．4 10．4 15．9 8．0 16．4 7．3 15．2 8．6

転職は不利なのでしないほうがよい 20．0 10．4 11．6 5．8 14．1 8．5 14．9 7．3

能力を伸ばすためなら転職は当然 24．9 28．9 24．6 30．9 23．5 32．8 23．6 28．9

よい労働条件なら転職は当然 27．5 39．6 36．6 37．4 33．4 36．8 34．9 37．9

特に考えたことはない 10．7 10．4 11．0 17．8 11．7 13．8 10．4 16．1

2）転職行動の規定要因

一大切なやりがい感と仕事の楽しさ一

　転職を考えているかについて、その規定要因を検討したところ、転職希望には、やりが

い感の低さと職務ストレスの高さが関係していた。やりがい感は役割曖昧性によって低め

られ、職務ストレスは仕事の量や難しさで高くなるために、これらの環境調整が必要であ

ると考えられた。個人要因としては、仕事の仕方として、仕事享楽性と仕事衝動性が関係

しており、特にやりがい感は仕事関与の程度が関係していることが明らかとなった。これ

らのことから、やりがい感が持て、仕事の楽しみを感じられるような職務の設計が期待さ

れる。

5．労働組合と会社への意識

1）労働組合への期待と評価

一期待するが厳しい評価一

　組合活動への期待と評価を尋ねた結果は以下のとおりであった。「期待する」が「期待

しない」を大きく上回り、評価は「満足」と「不満」が拮抗した回答であった。期待・評

価とも「どちらともいえない」との回答がが多くあった。労働組合に対して期待が大きく

評価が厳しいことは高い存在意識の現われと考えるが、「どちらともいえない」の回答が

多く気になるところである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

期　待 評　価

（大変に、やや）期待する 46．1 （非常に、やや）満足 24．8
どちらともいえない 32．0 どちらともいえない 52．0

（あまり、まったく）期待しない 9．2 （やや、非常に）不満 20．4

一
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2）「注目度」と「期待度」

一注目度は会社が高く信頼度は組合が高い一

　会社・労働組合の方針と行動に関して「注目度jと「信頼度」を尋ねた結果は以下のと

おりであった。注目度は「会社の方針・行動」が高く、信頼度は「組合の方針・行動」が高

いことが分かった。また、注目度と信頼度の比較については会社・組合とも「注目度」の

方が高く「信頼度」が低いことが分かった。規模別の比較に高い相関があり、さらに個別

企業ごとには大きな格差があることが予想され、全体の評価に加えて個別企業の評価（別

紙参照）を各々の労使が注視する必要がある。

　また、注目度・信頼度ともに値が高いことが是で低いことが非との判断は避けるべきで

ある。置かれている環境や情勢を踏まえた値の判断が求められる。

　これらの項目の調査は今回の調査から始められたため、経年比較はされなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

注　目 会社 （所属組合）執行部

（いつも、かなり）注目している 53．9 48．8

どちらともいえない 29．1 35．8

（あまり、まったく）注目していない 14．4 12．7

信　頼 会社 （所属組合）執行部

（大変に、かなり）信頼している 25．1 38．2

どちらともいえない 46．9 47．5

（あまり、まったく）信頼していない 25．4 11．7
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皿．調査結果

第1章回答者の個人属性
1．性別

　　　　無回答
　　　　％t％

　／、襯　．＼，
　　　　　　　　　　　　．s．

　〆　　　1　　　、
　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

い疎．　藁　　暮

図皿一1－1性別（4621名）

　性別にみた回答者の内訳は、図皿一1－1の通りであっ

た。男性が4083名（88．4％）、女性が509名（11．0％）、

無回答者が29名（0．6％）であった。回答者の過半数

が男性であるため、それを考慮に入れて以後の調査結

果の解釈をすることが必要である。

2．年齢

　　　無回答　　20畿未満
，。歳以上゜・8X 　僧P㌦一24

　　　　　1／

　　　る　

B．5xフ

儒，類

2然9

　＼、．・［

3減9＼＼＿＿／イ1躍

　年齢別にみた回答者の内訳は図皿一1－2の通りで

あった。20歳未満が26名（0．6％）、20－24歳が350

名（7．　6％）、25－29歳が936名（20．3％）、30－34歳が1098

名（23．8％）、35－39歳が817名（17．7％）、40－44歳が

551名（11．9％）、45－49歳が391名（8．5％）、50歳以

上が415名（9．0％）、無回答者が37名（0．8％）であっ

た。

図皿一1－2　年齢（4621名）

3．勤続年数

　　　無回答　　2年未満
　　　　O・7Xへ　　45％
　　　　　　N　　　　　1　　　　　　、　　・　　2－5年　　　　　　x　／

　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　i6．－9年
　　　　　　　　　　　　2Z8％
　　　　　　　　　　　ノ

10－19年隊＿／
　38．6％

　勤続年数別にみた回答者の内訳は、図皿一1－3の

通りであった。勤続年数が2年未満の人が207名

（4．5％）、2～5年の人が448名（9．7％）、6～9年の人

が1055名（22．8％）、10～19年の人が1786名（38．6％）、

20年以上の人が1094名（23．7％）、無回答者が31名

（0．7％）であった。

図皿一1－3　勤続年数（4621名）

一 17一



4．転職経験

　　　無回答
　　　O．5％

　　／！T＼＼
　　　　1　あり

’　1・2…＼
　　　　L＿一

　転職経験の有無を尋ねた結果は図皿一1－4の通りで

あった。「転職経験あり」は1058名（22．9％）、「転

職経験なし」は3542名（76．7％）、無回答は21名

（0．5％）であった。

　　なし＼

　　76．7％

　　一〆

図皿一1－4転職経験（4621名）

5．学歴

　　　企業内

　　　響響鰭

　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
高専・短＼　　　　　　　　　　、

　大卒　　　　　　　　　　．高卒

　9・8％　＼一／55・1％

　　　図皿一1－5学歴（4621名）

　学歴別に見た回答者の内訳は、図皿一1－5の通りであ

った。中卒は330名（7．1％）、高卒は2547名（55．1％）、

高専・短大卒は455名（9．8％）、大学・大学院卒は1083

名（23．4％）、企業内訓練所卒は186名（4．0％）、無

回答は20名（0．4％）であった。回答者の約半数が高

卒であった。

6．仕事の種類

　　　その他　　無回答
サービス　　2．3S　　O．5×

34瓢

営粟・販売　　　　　　　　　　　　　　＼

　70騰

　　　　　　　　　　　　〉、　　　！　　　　　　　　　　　　x
　＿　　　　　　　　生産現場
事務・管理1　　　　　　　　ないし技

　　　／t　　　　　　　　　522JC
　　　’l／　　　　　　　　　　　　　　　y
　　　　　　　　ノ
　技術・研

　　轡N＼し／／

　仕事の種類別に見た回答者の内訳は、図皿一1－6の

通りであった。生産現場ないし技能職は2414名

（52．2％）、技術・研究開発は725名（15．7％）、事

務・管理は871名（18．8％）、営業・販売は323名

（7．0％）、サービスは159名（3．4％）、その他は105

名（2．3％）、無回答は24名（0．5％）であった。回

答者の約半数が、生産現場ないし技能職に携わって

いた。

図皿一1－6仕事の種類（4621名）
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7，業種

輸送部門
　2．0％

販売部門
（サービス

を含む）

11．0％

そ轡響
1°鮨「「x

　　　　　豊譜
　　　　　　29．7％

部品製造

　部門
　45．9％

一／
図皿一1－7業種（4621名）

　業種別に見た回答者の内訳は、図皿一1－7の通り

であった。自動車製造部門は1371名（29．7％）、

部品製造部門は2120名（45．9％）、販売部門（サ

ー ビスを含む）は506名（11．0％）、輸送部門は93

名（2．0％）、その他部門は492名（10．6％）、無回

答は39名（0．8％）であった。全体の75．6％の人

が、自動車製造、部品製造などの製造部門に属し

ていた。

8．従業員規模別

100人未

　満
3．8X

／・撃　　、、。。．499

　　43．4X　　　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　　　9．8X＼
＼
　　　　　　1

　　　／　＼　，㈱9
　　＼螺臨ノ人
　　　　　　　　　14．4×
　　　　125覧

　従業員規模別に見た回答者の内訳は、図皿一1－8

の通りであった。100人未満は175名（3．8％）、

100－299人は745名（16．1％）、300－499人は451

名（9．8％）、500－999人は667名（14．4％）、1000

－ 4999人は576名（12．5％）、5000人以上は2007

名（43．4％）であった。従業員数1000人以上の

企業が過半数を占めた。

図皿一1－8従業員規模（4621名）

9．家族構成

既婚・親

などの同
居あり

16．4％

その他
1．5％

＆
し
　＼

既婚・美、

　も
40．3％

無回答
0．4％

　J

　i　＼　独身
　　　　　30．4％

＼　　　＼

　　　　　　　’／既婚・夫
婦と子ど＼一／／ 　婦のみ

　　　　　　　　　11．1％

　家族構成別に見た回答者の内訳は、図皿一1－9の

通りであった。「独身」は1403名（30．4％）、「既

婚・夫婦のみ」は512名（11．1％）、「既婚・夫婦

と子ども」は1863名（40．3％）、「既婚・親など

の同居あり」は757名（16．4％）、「その他」は68

名（1．5％）、無回答は18名（0．4％）であった。

回答者の約7割が既婚者であった。

図皿一1－9家族構成（4621名）
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10．勤務形態

　　　　　　その他
　　交替勤務　　特殊勤務無回答
　　（その他）一一〇．5XmO．4×

　　　3．Ix

覆譜／／系「＼
交替）　　　，・　　　　1

t1・2x　／　・、／
交替勤務，，／1　　“

（連二）yt
　　　し1α2％ 　＼　　ss勤務
　　　　、　　　　　　　74．6％

　　　　　　一
図IH－1－10勤務形態（4621名）

　勤務形態別に見た回答者の内訳は、図皿一HOの通

りであった。常昼勤務は3446名（74．6％）、交替勤務

（連二）は472名（10．2％）、交替勤務（昼夜二交替）

は519名（11．2％）、交替勤務（その他）は142名（3．1％）、

その他特殊勤務は24名（0．5％）、無回答は18名

（0．4％）であった。回答者の約75％が常昼勤務であ

った。

11．世帯の収入源

　財産収　　その他＿　無回答

　入・副業　5・3％1隅
　収入ありへ・＼

麟∵／N＼＼

19．0％　1　　　　　　，　本人賃金

。面＼／囎／
　　　　　　〆　ルタイノ＼／
　マ－　　　　　　s

　15．4％　　　一

図皿一1－11世帯の収入源（4621名）

　世帯の収入源別に見た回答者の内訳は、図皿一1－ll

の通りであった。「本人賃金収入のみ」は2710名

（58．6％）、「共働き・フルタイマー」は711名（15．4％）、

「配偶者のパート・内職収入あり」は878名（19．0％）、

「財産収入・副収入あり」は39名（0．8％）、「その他」

は246名（5．3％）、無回答は37名（0．8％）であった。

回答者の半数以上が、家庭の収入源を本人賃金収入の

みとしていた。

12．組合役員経験の有無

組合役員を
したことはな

　い
　36AX

x

無回答
α 1％

1　＼
　1
　～

　　現在役員を
　　やっている　，

　　　48AX

巖差し〉＿＿ノ
し潔い

図皿一1－12組合役員経験の有無（4621名）

　組合役員経験の有無を尋ねた結果は、図皿一

1－12の通りであった。現在役員をやっている人

は2235名（48．4％）、過去にやったが現在はし

ていない人は669名（14．5％）、組合役員をし

たことはない人は1684名（36．4％）、無回答は

33名（0．7％）であった。現在組合役員をして

いる人が回答者の半数近くであり、特に組合関

連の項目への回答の分析においては、組合役員

経験者が多いということを念頭に置く必要があ

ろう。
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第2章職場領域における環境と意識

　本章では、全トヨタ労連組合員が職場領域において自分の職場環境の実態をどのように

把握し、どのような意識を持って自分の仕事に関わっているかをみていくことにする。

L職場環境の実態

　ここでは自分の仕事そのものや上司との関係などといった職場環境の実態をどのように

把握しているかをみていく。

（1）仕事過重（Q28）

　仕事にどれだけの過重感を感じているかを尋ねた結果は図皿一2－1の通りであった。「急

ぎの仕事に追われること」、「仕事を終らせるために残業をすること」などといった仕事量

過重を感じている人は「大変よくある」、「かなりよくある」、「時々ある」を合わせると約

8割にものぼった。また、「大変よくある」と回答した人が最も多かったのが「仕事を終ら

せるために残業をすること」であった。

　「自分の能力以上の仕事を頼まれること」といった仕事質過重は仕事量過重に比べれば

やや少ないが、それでも約6割の人が過重感を感じていた。

　　　ロ大変よくある　ロかなりよくある

急ぎの仕事に追われること

わき目もふらず，仕事に没頭しなければならないこと

仕事を終わらせるために残業をすること

仕事の量が多すぎること

自分の能力以上の仕事を頼まれること

やり遂げるために勉強が必要な仕事を頼まれること

仕事をする上で，自分の実力不足を感じること

難しい判断や責任の重い決定をまかされること

ロ時々ある　□あまりない　□まったくない　圖無回答
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図皿一2－1仕事過重（4621名）

（2）役割暖昧性と役割葛藤（Q29）

　役割曖昧性と役割葛藤の状態を尋ねた結果は図III－2－2の通りであった。自分の仕事の役

割や目的などははっきり分かっている人が多いものの、「人手もないのに仕事を任される

ことがある」などといった役割上の葛藤を感じている人も多くみられた。
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　　　　　　　巳あてはまる口ややあてはまる巳どちらともいえない口ややあてはまらないEあてはまらないV無回答

　　　私には自分の仕事の目的と目標がはっきりわかっているI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M2．7

　　　　　　私は自分の費任が何であるかよくわかっているl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l2・8

　　私は周りの人が自分に何を期待しているかよくわかっている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0

私は仕事の上で，自分がどの程度権限がふるえるか．はっきりわかっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．g

　　　　　　　　ている

　　　　　　　人手もないのに仕事を任されるときがある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・1

　　　　別々の人から相反する仕事の要求を受けることがある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・o

　　私の仕事は人によって認めてもらえたり，もらえなかったりする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．9

　　　　仕事に必要な材料や情報，予算などが十分ではない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　100％

　　　　　　　　　　図皿一2－2　役割曖昧性と役割葛藤（4621名）

1
　
　
幽
1

巨
d
7

9
1
i

目
1
　
－
4
9
1

’
‘
1
　
　
　
1

ー
薩
1
5
8
1
1

郊
5
ー
　
ヒ
7
1
2

ー
τ
1
1
ー

1
　
．
　
1t
噌
謹
に
5
1
1

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

騨
3
a
－
0
1
1

1

ー

l
　
l
　
l1

ー

3

1
1

8
2
8

18

5

ー
　
－

i

32

6

－
　
　
1

1

ー
　
　
I
　
F
　
　
　
　
「

1

葡
I
I
　
　
　
　
　
，

9
葡

1
3
3

2
範

ー
　
ー

8
3
8

1

7

1

34

1

ー

1

ー

，
1
01

1

ー
1

1

1

O

唱

3
6
1
5

1
　
1
凱

置
2
3
5
1
＆

1
－
8

2
3
1
7

1
一

6
3
4

1
6
6
3
a

ー
一

8
2
9
1
α
ー 1
一

O
1
壁

（3）垂直的交換関係（Q30）

　自分と上司との関係（垂直的交換関係）を尋ねた結果は図皿一2－3の通りであった。上

司が自分の能力や期待を理解してくれているといった肯定的な感情を抱いている人が3割

を超えたが、一方否定的な感情をもっている人も20％前後存在した。また、「仕事が終っ

た後など、私は上司と一緒に食事をしたり、話をしたりということがよくある」において

は「どちらかといえばちがう」、「まったくちがう」と回答した人が約6割を占めた。この

ことからプライベートでの関わりが少ないことがわかる。

一 22一



ロまったくそのとおりロどちらかといえばその通り□どちらともいえないロどちらかといえばちがうロまったくちがうロ無回答

　　私の上司は．私の仕事上の問題や希望を十分理解している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・8

従来とは違うやり方で仕事をすすめるなど自分の職務に変化を持ち込もうと1

　するとき，私の上司や実際にそれを取上げる裁量を十分示してくれる

私の上司は私の能力や持ち味を十分的確に把握している　50

　　　　仕事上での私と上司との・ミ・ニケーシ・ン1ま＋分効納である1・6［

私が仕事でやっかいな事態を引き起こしてしまったというような困難な状況にぶ

つかったときは，私の上司はその持っている力（権限など）を十分に行使し，対

　　　　　　　　　　応してくれる

私の上司は日頃，職務上に私に何を望んで（期待して）いるかを十分はっきり伝

　　　　　　　　　　　えてくれる

私の上司は私の仕事に満足しているかどうかを十分明確に伝えてくれる

私が従来とは違ったやり方で仕事を進めるなど，自分の職務に新しい変化を持

　　　ち込もうとした場合，私の上司は十分柔軟に対応してくれる

仕事が終わった後など私は上司と一緒に食事をしたり．話をしたりということ

　　　　　　　　　　　がよくある
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図皿一2－3垂直的交換関係（4621名）

（4）職場や仕事の状況（Q4）

　職場や仕事の状況を尋ねた結果は図皿一2－4の通りであった。半数以上の人が、自分の職

場にあてはまると感じている項目は、「仕事量に比べ要員の絶対数が少ない」「仕事を遂行

するのに必要な能力を持った人材が足りない」「いつも仕事に追われ納得のいく仕事がで

きない」「自己啓発の時間がとれない」「人の育成がおろそかにされている」「設備改善や

研究開発に対する予算が不十分」「仕事の割り振りに不公平がある」「賃金・一時金などの

査定や昇進・昇格のやり方に不公平がある」という項目であった。中でも、「そう思う」

と回答した人が多い項目は「仕事量に比べ要員の絶対数が少ない」「人の育成がおろそか

にされている」「設備改善や研究開発に対する予算が不十分」という項目で、それぞれ全

体の約3割を占める人が、「そう思う」と回答している。
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　　　　　　　　　　　　　Oそう思う　　　　口ある程度そう思う

　　　　　　　　　　　仕事量に比べ要員の絶対数が少ない

　　仕事を遂行するのにー要な能力を持った人材が足りない

　　　　　　　　　　　よい指導者や上司に恵まれていない

　　　　　　　いつも仕事に追われ納得のいく仕事ができない

　　　　　　　　　　　　　　　自己啓発の時間がとれない

　　　　　　　　　　　　人の育戒がおろそかにされている

　　　　　　　設備改善や研究開発に対する予算が不十分

　　　　　　同じような作莱が多く、性事にあきたり惰性になる

　　　　　　　　　　　自分の能力を尭揮する機会が少ない

　　　　　　　　　　　　　仕事上の責任や権限が少ない

　　　　　　　　　自分に合った仕事をさせてもらっていない

技術革新や製晶転換のテンポが早すぎ．ついていくのが大変

　　　　　　　　　　　　　　　昇進・昇格の見込みがない

　　　　　　　　　　　　　位事の割り振りに不公平がある

賃金・一時金などの査定や昇進・昇楕のやり方に不公平がある

　　　　仕事の成果が管理者や指導者のものになってしまう

　　　　　　　　搬粟、早出や休出など超過労働が多すぎる

　　　　　　　　　　　　　代体や年体がなかなかとれない

　　　　　　　　　　　　　　　　派遣や長期出張が多い

　　　　　　　　　　　　　　　職場の人間閣係がよくない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　作粟環境がよくない

　　　　　　　　　　　　　小集団活動を行うゆとりがない

　　　　　　　　　　　　　　男女間の処遇に不公平がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳
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図皿一2－4　職場や仕事の状況（4621名）
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第3章職場外領域における意識とワーク・ファミリー・コンフリクト

　本章では、全トヨタ労連組合員がどのような意識を持って家庭やプライベートの時間と

いった職場外領域に関わっているかをみていくことにする。

1．職場外領域における意識

　ここでは家庭生活やプライベートの生活といった職場外領域を、個人がどのように意識

しているのかをみていく。

（1）生きがい（Q22）

　どのような時に生きがいを感じるかを尋ねた結果（2つ以内選択）は図皿一3－1の通りで

あった。「好きな遊びや趣味に熱中している時」に生きがいを感じる人が6割以上（60．8％）

で最も多く、次いで「家族との一家団らんの時」が5割弱（46．9％）と多かった。それに

対し「自分の能力を発揮して、仕事をなしとげた時」（27．8％）、「良い仲間や職場環境の中

で仕事に打ち込んでいる時」（17．2％）といった仕事に関することに生きがいを感じる人は

少なかった。

　　　　好きな遊びや趣味に熱中している時

　　　　　　　家族との一家団らんの時

　　自分の能力を発揮し「・仕事をなしとげ塒卜二÷」278

良い仲間や職場環境の中で仕事に打ち込んでいる時一172

　　　　　　　恋人とデートをしている時i

　　仲間とクラブ活動やサークル活動をしている時i

　　　　教養を高めるために勉強している時

　　　　社会の為に役立つ仕事をしている時

　　　　　　　　　　よくわからない

　　　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　1

｝ 詫

608　　1
l　　　　　I 1

弊，り㌔1　　▼ γ 1・6gl
I　　　　　l

1

一278
一172｝い。、

卜　81

　　　475　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

　　　　　　　　　　　　　　　し

47

12
　　　　　　　　　　　　　　　　　1

0 20 40 60 80 100％

図皿一3－1生きがいを感じる時（4621名，2つ以内選択）

（2）余暇と仕事（Q23）

　余暇と仕事の考え方を尋ねた結果は図皿一3－2一①の通りであった。「仕事も余暇も同じく

らい大切にする」という人が約5割と最も多く、次いで「仕事より余暇の中に生きがいを

感じる」と回答した人が36．7％で、「余暇も楽しむが仕事の方により力を入れる」（ll．6％）

人を超えた。また、「仕事こそ生きがいだから、仕事に全力をあげる」と答えた人はわず

か0．4％に留まった。男女間で比較したところ（図皿一3－2一②）、男性より女性の方が仕事よ

り余暇の中に生きがいを感じており（男性＝34．9％，女性＝52．1％）、「仕事こそ生きがいだか

ら仕事に全力をあげる」のは男性の方が多くみられた（男性二12．2％，女性二7．1％）。年齢段
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階別で比較したところ（図皿一1－2一③）、若年層ほど余暇志向が高く、反対に年齢が増加す

るとともに仕事を重視する人の割合が高くなった。

　　　　仕事こそ生き
　　　　　がいだから，　　　　無回答

　　　　　仕事に全カー　　　2．1％
　　　　　をあげる　　　　　　l
　　　　　　O・4％　　　　　．　／

灘奏／　・＼
徳／　t．羅罐＼

　　　　　　t仕事、余暇も＼3a7り

　　　　　　1　同じくらい大　　　　・　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　切にする　　　　　　＼　　　／
　　　　　　　　　49．3％　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　＼一

　　図皿一3－2一①　仕事と余暇（全体・4621名）

　　　　仕事より余暇の中に生きがいを感じる

　　　　　仕事も余暇も同じくらい大切にする

　余暇も楽しむが，仕事の方によりカを入れる

仕事こそ生きがいだから，仕事に全力をあげる

無岬

0．5

0．2

1．8

1．6

撫 犠で

52・1

50．

臨男性（4083名）

［コ女性（509名）

　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50

図皿一3－2一②　仕事と余暇（性別）
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20歳未満（60名）

20－24歳（350名）

25－29歳（936名）

30－34歳（1098名）

35－39歳（817名）

40。44歳（551名）

45－49歳（391名）

50歳以上（415名）
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図皿一3－2一③　仕事と余暇（年齢段階別）

（3）家庭関与と家庭時間関与（Q24）

　家庭にどれだけ関与しているかを尋ねた結果は図皿一3－3の通りであった。半数以上の人

が「家族は今の私にとって非常に大切な一部分である」（67．3％）、「私の家族は何ものにも

代えがたい」（61．4％）、「私は自分の家族を深く愛している」（55．1％）に「全くその通り」

と回答しており、精神的に強く家庭に関与していることが分かった。しかし、家事に時間

をかけるといった時間的な家庭関与は非常に低いといえる。これには、回答者の背景とし

て、男性が8割以上（88．4％）であることが影響しているものと考えられる。
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　　　　　　ロまったくその通り　□どちらかといえばそのとおり　□どちらともいえない　コどちらかといえばちがう

　　　　　家族は今の私にとって非常に大切な一部分である1

　　　　　　　　　　　私の家族は何ものにも代えがたい

　　　　　　　　　　　　私は自分の家族を深く愛している

家族は私の人生の目標を達成する上で，中心的な位置を占め

　　　　　　　　　　　ている

　　　　　　　　　　　　　いつも家族のことを考えている

　私にとって，生活上の他の事柄に比べれば，家族はそんなに

　　　　　　　　　　重要ではない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O，6

　　　　　　　家にいる時間はほとんどいつも家事をしている

　　　　私は誰よりもずっと多く，家事に時間を振り分けている

私はくたびれすぎて，これ以上家事ができないというところまで

　　　　　　　　家事をすることがよくある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．7

　　　　　　　　私は仕事から帰って，ずっと家事をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　　私はしばしば家事をやりすぎだと思う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．6

　　私はときどき，家事に飲み込まれてしまいそうな気がする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．4

　　　　　　　　　　　　　私は家事をほとんどしていない

　　　　　私のやることはほとんど家族や家庭に関係している

　　　　　　　　　　　　家事にかなりの時間を使っている

もっとたくさん家事ができるように，一日がもっと長ければいい

　　　　　　　　　　　のにと思う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　　70　　80

　　　　　　　　　　　　　　図IH－3－3　家庭関与と家庭時間関与（4621名）

2．ワーク・ファミリー・コンフリクト（Q25）

　　「ワーク・ファミリー・コンフリクト」とは、

るかをみていく。
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ロまったくちがう　　wa　k回答

　　　　　　　　員1．9

　　　　　　　　0．9

　　　　　　　　12．7

　　　　　　　　2．7

　　　　　　　　2．4

　　　　　　　　2．9

　　　　　　　　2．2

　　　　　　　　2．4

　　　　　　　　2．9

　　　　　　　　2．5

　　　　　　　　2．4

　　　　　　　　2．9

　　　　　　　　2．6

　　　　　　　　2．6

　　　　　　　　2．8

　　　　　　　　2．6

　　　　　　　　2．4

　　　　　90　100％

仕事（家庭）の要求が家庭（仕事）における達

成を阻害する状況をいう。ここでは、仕事と家庭生活との問にどのような葛藤が生じてい
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　仕事と家庭の問での葛藤状態を尋ねた結果は図皿一3－4の通りであった。「家事のために

仕事でやりたいと思うことをやれずにいる」のような家庭→仕事葛藤よりも、「仕事のた

めに、家でやりたいと思うことをやれずにいる」のような仕事→家庭葛藤のほうが高いと

いえる。「自分の時間がない」と感じたり「仕事と家事とで毎日があわただしい」といっ

た時間的葛藤を強く感じる人は少なく、時間的にゆとりをもって生活している人が多いよ

うである。これにおいても、前項の（3）家庭関与と家庭時間関与と同様に、回答者の背

景として、男性が8割以上であることが影響しているものと考えられる。

　　　　ロまったくその通り　　ロどちらかといえばその通リ　　ロどちらともいえない　　ロどちらかといえばちがう　　ロまったくちがう　　ロ無回答

やらねばならない仕事のおかげで，家族のための計回を変更することが

　　　　　　　　　　　　　ある

　　　　　　　仕事があるので，家族としての義務を果たせずにいる

　　　仕事で時間がふさがり，家庭での責任が十分に果たせずにいる

　　　　　　　　　　　　　　仕事が家庭生活に割り込んでくる

　　　　　　　仕事のために，家でやりたいと思うことをやれずにいる

　　　　　　　　　家事があるので，仕事でカを発揮できずにいる

　　　　　　家事のために仕事でやりたいと思うことをやれずにいる

　　　　　　　　　　　　　　家事が仕事生活に割り込んでくる

　　　　　家事のために，仕事を切り上げなくてはならないことがある

家事のために，時間通りに仕事t二出かけたり，日々の仕事を完成させた

　　　り．残業をしたりといった仕事での責任を果たせずにいる

　　　　　　　　　　　　　　　仕事と家事とで休む時間がない

　　　　　　　　　　　　　　仕事と家事とで自分の時間がない

　　　　　　　　　　　　　　仕事と家事とで毎日があわただしい

　　　　　　　　　　　　　　仕事と家事とで時間に余裕がない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事と家事とで忙しい

　　　　　　　　家庭か仕事か選ばなくてはならないことがよくある

　　　　　　　　　　　家庭か仕事か決めるのに迷うことがよくある

　　　　　　　　　　　家庭と仕事のやリ〈りに苦しむことがよくある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　70　　　80　　　90　　100％

　　　　　　　　　　　　図皿一3－4　ワーク・ファミリー・コンフリクト（4621名）
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第4章職場におけるやりがいとストレス

　本章では、職場におけるやりがいや満足感をどのくらい感じているか、また、どのよう

なストレスや不安を抱えているかをみていくことにする。

1．やりがい（Q1～Q3）

　　　　　　　　　　　11．7％　　　2．6％

難／…／＼
26・6％ 　　　　　i

　　　　　　　まあやり　　1
　　　　　　　鷹鞭／

　　　　＼＼Yt8％’

　　　　　図皿一4＋①
　仕事に対するやりがい感（4621名）

　仕事に対するやりがい感を尋ねた結果は、図皿

一4－1一①の通りであった。「かなりやりがいがあ

る」は539名（11．7％）、「まあやりがいがある方

だ」は2715名（58．8％）、「あまりやりがいがな

い」は1227名（26．6％）、「全くやりがいがない」

は120名（2．6％）、無回答は20名（0．4％）であ

った。以上の結果から、やりがいを感じている人

が全体の約7割を占めることがわかる。

　Q1で「かなりやりがいがある」「まあやりがいがある」と回答した人を対象に、やり

がいを感じる理由を尋ねた結果（2つ以内選択）は、図皿＋1一②の通りであった。「仕事

を通して達成感が味わえるから」が38．5％で最も多く、次いで「自分の仕事が自分に合っ

ている」（36．1％）、「仕事の意味や使命感が感じられる」（30．1％）、「職場の人間関係がよい

から」（25．3％）、「能力や創意が発揮できる」（25．O％）、「仕事に励めば生活がよくなるから」

（16．5％）、「仕事が面白いから」（10．1％）、「仕事に励めば昇進が期待できるから」（3．8％）、

「収入のわりには仕事が楽だから」（2．4％）であった。

仕事を通して達成感が味わえるから

　　　仕事が自分に合っている

仕事の意味や使命感が感じられる

　　　職場の人間関係がよいから

　　　能力や創意が発揮できる

　仕事に励めば生活がよくなるから

　　　　　仕事が面白いから

仕事に励めば昇進が期待できるから　　　3．8

　収入のわりには仕事が楽だから　　2．4

図皿一4－1一②

6

25．3

25．0

　　0　　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　40　　　　　　50　％

仕事にやりがいを感じる理由（3254名，2つ以内選択）
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　Q1で「あまりやりがいを感じない」「全くやりがいがない」と回答した人を対象に、

やりがいを感じない理由を尋ねた結果（2つ以内選択）は、図皿一4－1一③の通りであった。

「仕事の達成感が味わえないから」は36．5％で最も多く、次いで「仕事に励んでも生活が

よくならないから」（28．1％）、「仕事の意味や使命感が見出せないから」（24．4％）、「仕事が

面白くないから」（20．5％）、「能力や創意が発揮できないから」（18．4％）、「仕事が自分にむ

いていないから」（17．4％）、「仕事がきついから」（16．7％）、「職場の対人関係がよくないか

ら」（14．8％）、「昇進の先行き見通しがないから」（11．8％）であった。仕事の意味や使命感

が見出せないことや仕事の達成感が味わえないことが、やりがいを感じない理由の主なも

のになっている。仕事に励んでも生活がよくならないことも、多くの人がやりがいを感じ

ない理由の一つにあげている。

　　仕事の達成感が味わえないから

仕事に励んでも生活がよくならないから

仕事の意味や使命感が見出せないから

　　　　　仕事が面白くないから

　　能力や創意が発揮できないから

　　　仕事が自分にむいてないから

　　　　　　　仕事がきついから

　　職場の人間関係がよくないから

　　昇進の先行き見通しがないから
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仕事にやりがいを感じない理由（1347名，2つ以内選択）

2．ストレス（Q7）

ほとんどス鴛騨

ト協感　／　婁醤鮎

＼、諺鴇　　／
　　　　　じる　　　　　　／

　　　　　63J％

　　　　＼一

　今の仕事にストレスを感じるかを尋ねた結果

は、図皿一4－2の通りであった。「常にストレス

を感じる」は1174名（25．4％）、「ときどきス

トレスを感じる」は2943名（63．7％）、「ほと

んどストレスを感じない」は481名（10．4％）、

無回答は23名（0．5％）であった。ストレスを

感じている人は全体の約9割を占めた。

　　　図皿一4－2

仕事に感じるストレス度
　　　（4621名）
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3．疲れ（Q5，　Q　6）

ほとんど

疲れは感
じない　　　無回答

　6．6％　　　　0．4％
慢性的に
疲れがた

1まっていく

　27．6％

翌日まで
　　　　iには疲れ
がとれる
26．7％　　　　　　　／／翌日まぞ’

　　　　＼／響ノ
　　　　　　＼　　　　　　38．7％　　　．／
　　　　　　Xx・．．．．L！Ll；L－”

　今の仕事をしていてどの程度疲れるかを尋ね

た結果は、図皿一4－3一①の通りであった。「慢性

的に疲れがたまっていく」は1275名（27．6％）、

「翌日まで疲れが残ることがある」は1787名

（38．7％）、「翌日までには疲れがとれる」は

1234名（26．7％）、「ほとんど疲れは感じない」

は306名（6．6％）、無回答は19名（0．4％）で

あった。疲れを感じている人は全体の9割を越

えていることがわかる。

　図皿一4－3一①
仕事の疲れ（4621名）

’

　Q5で「慢性的に疲れがたまっていく」「翌日まで疲れが残ることがある」と回答した

人を対象に、疲れる理由（2っ以内選択）を尋ねた結果は、図皿一4＋②の通りであった。

「神経を長い時間集中するから」が42．0％で最も多く、次いで「働く時間が長いから」（39．4％）、

「仕事量が多すぎるから」（39．0％）、「まわりの人に気を使うから」（27．2％）、「拘束感があ

るから」（14．4％）、「その他」（16．1％）であった。多くの人が、長い時間神経を集中させな

ければならないことや、労働時間の長さや仕事量の多さによって疲れがたまると感じてい

ることがわかる。

神経を長い時間集中するから

働く時間が長いから

仕事量が多すぎるから

まわりの人に気を使うから

拘束感があるから

その他
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4．仕事満足度（Q31）

　今の仕事においてどの程度満足しているかを尋ねた結果は図皿一4－4の通りであった。

「仕事仲間」や「職場の雰囲気」などといった職場の人間関係に対して満足している人は

不満に感じている人よりも多く、満足度が高いといえる。それに対し「上司のリーダーシ

ップ」、「仕事の量から見た給与の程度」、「この会社での昇進の機会」、「人事異動の機会」

といった処遇においては満足している人よりも不満に感じている人の方が多く、満足度が

低いといえる。

　　　　　　　　　　　ロ非常に満足　　　〔］やや満足　　ロどちらともいえない　　ロやや不満　　　ロ非常に不満　　　V無回答

　　　　　　自分の能力を活かして何事かをなす機会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3。

　　　　　　　　　　　　　　自分の仕事そのもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・1

　　　　　　　仕事の上で自分の判断ができる程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・2

　　　　　　　　仕事の上で何事かを達成する機会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．1

　　　　　　　　　　　　　上司のリーダーシップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・9

　　　　　　　　　　決定を行う際の上司の有能さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．。

　　　　　　　　　　自分の上司の部下との接し方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事仲間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・o

　　自分の職場で仕事をやっていく上での仲間との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・9

　　　　　　　　　　　　　　　　職場の雰囲気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・9

　　　　　　　　　　　　教育・研修を受ける機会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　132

　　　　　　　　　　　職場での自分に対する評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．5

　　　　　　　　　　仕事の量から見た給与の程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．o

　　　　　　　　　　　　この会社での昇進の機会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・1

　　　　　　　　　　　　　　　人事異動の機会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0102030405060708090100％

　　　　　　　　　　　　　　　　図皿一4－4　仕事満足度（4621名）
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5．不安や悩み

　ここでは、職場においてどのような不安や悩みを抱えているのかをみていく。

（1）職場や仕事での悩み（Q18，　Q　19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　職場や仕事に悩みがあるかどうかを尋ねた結果は
　　　　　　無回答
　　　　　　1・9％　　　　　　　　図皿一4－5一①の通りで、約7割の人が「悩みがある」

　　　　　　　　　　＼　　　　　と答えた。

　　　　ない　　　　　　　　’・・，

　　　　　　　　　　　　㌔　　　　28。9％　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　〕　　　　Q18において「悩みがある」と回答した人に悩

　　　　　　　　融ノ　みの内容を尋ねたところ・「仕事内容に関する悩み」

　　　　＼v／　が約4°％と最も多くあげられた・同囎を男女別で
　　　　　　　　　　　　　　　　比較したところ（図皿一4＋②）、男性は「仕事内容に

糊や仕幾擁謝4621名）関する悩み」や「現在の自分の地位や処遇に関する

　　　　　　　　　　　　　　　　悩み」が多く、女性は「仕事内容に関する悩み」の

他に「職場の人間関係に関する悩み」や「仕事と家庭との両立に関する悩み」が多いのが

特徴的であった。

　さらに年齢段階別で比較した結果は図IH－4－5一③（男性）、④（女性）の通りである。まず

男性からみてみよう。「仕事内容に関する悩み」や「今後の自分のキャリアに関する悩み」

は20歳代に多く、「職場の人間関係に関する悩み」は20－24歳に、「現在の自分の地位や

処遇に関する悩み」は30歳代、40歳代に多くみられた。次に女性をみてみると、「仕事内

容に関する悩み」は20－24歳に多く、「職場の人間関係に関する悩み」は20－24歳や40－44

歳に多くみられた。また、40－44歳の女性はどの年齢の男性、女性よりも「今後の自分の

キャリアに関する悩み」が顕著に多くなっており、「仕事と家庭との両立に関する悩み」

は45－49歳の女性に顕著に多いことが分かった。

　「退職後の生活に関する悩み」は男女共に50歳以上に顕著に多くみられた。

　　　　仕事内容に関する悩み

現Eの自分の地位や処逼に関する悩み

　　職塙の人間関係に関する悩み

　今後の自分のキャリアに関する悩み

　　　退職後の生活に関する悩み

　仕事と家庭との両立に関する悩み

’「 ’2協ル　／　　ウり 　毛　∈　、

牙

ヒ　「占 ．1402

1

つ／， 一，㊥，・118
160

尾　　摺　　　7’ 々♂丁詩 126
・27．5

1

「 苧 い il1響
1 「 　

152
152 「 幽男性（2857名）

｛　く　劉 69

臼35 1
】

1131 ロ女性（327名）

0 　　10　　　　　　　　　20　　　　　　　　　30

図皿一4－5一②　悩みの内容（性別）

40 50％
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仕事内容に関する悩み

現在の自分の地位や処遇に関する悩み 岳≡詣言≠≒瓢
　　職場の人間関係に関する悩み

今後の自分のキャリアに関する悩み

　　　　　　　　　　　　　　　ロ．1悩
　　　退職後の生活に関する悩み

　仕事と家庭との両立に関する悩み

　　　　　　　　　　　　その他

．e6・2

口20－24歳（145名）

［］25－29畿（519名）

口30－34歳（751名）

口35－39歳（592名）

目40－44歳（371名）

945－49歳（248名）

匿50歳以上（214名）

　　　　　　0　　　　5　　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　　　35　　　40　　　45　　　5096

図皿一4－5一③　悩みの内容（男性のみ，年齢段階別）

　　　　　　　仕事内容に関する悩み

現在の自分の地位や処遇に関する悩勉8

　　　　職場の人間関係に関する悩み

　今後の自分のキャリアに関する悩み

　　　　　退職後の生活に関する悩嬬。

　　仕事と家庭との両立に関する悩み

　　　　　　　　　　　　　　その他゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　OO

　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　図皿一4－5一④
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　　　囲40－44歳（9名）
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（2）仕事の将来性への不安（Q12，　Q　13）

全く不安

感はない一

　1．8％

あまり不

安感はな＿
　い

19．9％　　’

無回答
1・？％

ノ

被
癖

紗
簑

＼

＼

　強い不安
　がある
・ 　　25．1％

　　　図M－4－6一①
仕事の将来性への不安（4621名）

　自分の仕事の将来性への不安について尋ね

た結果は図皿一4－6一①の通りであった。「強い

不安がある」と答えた人が全体の約1／4を占

め（25．1％）、「多少不安がある」と答えた人

（52．0％）とあわせると全体の約8割もの人が仕

事の将来性に不安を抱いていることが明らか

になった。

　　従業員規模別でみてみると（図皿一4－6一②）、「強い不安がある」と答えた人の割合が最

も多かったのが「地域」グループ、最も少なかったのは「主要」グループであった。

主要（1455名）

中堅（644名）

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

目強い不安がある　　ロ多少不安がある　　ロあまり不安感はない　　N全く不安感はない　　ロ無回答

I　　　　　　l　　l I　　I　　I　　l 1

19，9　　　　　　　　　　　　　　　　　541 1 23．0 蝉
一 l　　I　l

u

2al　　i 530　　　　　　1 21．1 瞬

ト ［　1　「　1 l　l　｛ 1 22

箆3　　1 541　　　　　1 19．6
1
】

一 l　l　1 l　i　i 1
」

00
　1

2a5　　　1 47g　　　　　I 18．8 ！ll

一 l　　I　I 1　「　1 1 1
1285　　　i 562 112．5 翻

l　　I　　l　　［ I　　I　　I　　I 1 zll

　　0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80

図皿一4－6一②　仕事の将来性への不安（従業員規模別）

11

06

04

1．9

t；0」7

90　　10096

　Q12で「強い不安がある」、「多少不安がある」と回答した人に不安を抱く理由を尋ね

た結果は図皿一4－6一③の通りである。「職種転換・配置転換等でいままでの馴れた仕事が続

けられなくなるのではないか」（32．7％）を理由に挙げた者が最も多く、次いで「仕事が肉

体的、精神的にきつくなり、っいていけなくなるのではないか」が32．2％、「事業所の統廃

合などで今の仕事や職場がなくなってしまうのではないか」が31．4％、「経営危機で会社が

倒産したりするのではないか」が31．0％の順に多く、3割を超えた。
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職種転換・配置転換等でいままでの馴れた仕事が続けられなくなるのではないか‘

　　　仕事が肉体的，耀神的にきつくなり，ついていけなくなるのではないかi　暖ξ言∴

　　。。醐廃。など。今。仕。襯がな、t。。．、ま，ので。t」、，。卜「

　　　　　　　　経営危機で会社が倒産したりするのではないかt、tt、

　　　　勤務形態や労働時間の変更などで働きにくくなるのではないか

仕事の内容が高度化し自分の知識や技能ではついていけなくなるのではないか：鍵

　　　　　分社化などで関連会社への出向や転籍になるのではないか「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　tt

　　　　　　職場の人間関係が悪くなり，いづらくなるのではないかこ

　職場の急速なコンピューター化やその高度化についていけないのではないか

・ 　1327

．・・t　葱・・関・ジン・131．4

20．1

9．1

　　　　　　　　0　　　　10　　　　20

図皿＋6一③　不安を抱く理由（3560名）

30 40 50％

（3）配置転換に伴なう不安（Q17）

　　「出向」、「転籍」、「希望退職」、「職種転換」、「アウトソーシングによる業務の外部移

管」が職場に生じているか、また、不安を感じているかを尋ねた結果は図皿一4－7一①～⑤

の通りであった。職場に生じていた割合は、「転籍」が38．7％で最も多く、次いで「出向」

が36．7％、「職種転換」が31．7％「希望退職」が17．5％、「アウトソーシングによる業務の外

部移管」が18．8％であった。職場に生じていなくても「今後に不安を感じる」と回答した

人は「不安を感じない」と回答した人よりも多くみられた。

　　　　　　　響　　糊に生
　　　　　　　　　　　　　　　じている

　　　ttイ難∵　
　　　l

　　　＼て纏撫1
職場に生L’・　　　＼＼㎜／　　＜∴／

じていな．、　　／
　い　　　’・v／

59，6％

図皿一4－7一①

「出向」（4621名）

無回答
4．2％ 職場に生

じている

38．7％

　　／譜凱、
　　1　亀よ1，tt

　　i　－、
　　1　　　＼、』今後1郭へ・

，呂，　＼》

　図皿一4＋②
「転籍」　（4621名）
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職場に生
じていない

　78．2％

　　　　無回答
　　　　　　　　　　　　職場に生
　　　　4％　　　　　　　　　　　　じている
　　　／▽撫し　17・5％

　＼，

　　’N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／「

　　＼＿／
　　図皿一4＋③
「希望退職」　（4621名）

　　　　　　無回答
　　　　　　　4．4％　　　　　　　　職場に生

　　　　　　　　　　　　　　　じている
　　　　　／rへ＼　　31．7％
　　　　　　　x　　　ミ　　　　　　　　へ
　　　　　　　＼　t’　　　！＼

　　　＼　　＼＜趣ノノ　　／
　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

灘1蒜＼一／
　63．8％

　　図皿一4－7一④

「職種転換」　（4621名）

／
戸

／

＼

＼

職場に生じ
ていない

　75，8％

　　　無回答
　　　5．4％　　　　　　職場に生じ

　　　　　　　　　　礪

／ 　鷺醗鳶気
　　　　　　　瑚響

　　　　　　／働覧
今に桜
を讐い””y4後に破

　　　　　　を感じる
　　’t＼＿L／3（1　4％

　　　　図皿一4一㍗⑤

　「アウトソーシングによる
業務の外部移管」　（4621名）

（4）失業や収入不安（Q20）

　失業や収入への不安の強さを尋ねた結果を年齢段階別でみた。「自分の失業」に対する

不安を「多いに感じている」人は50歳以上に最も多くみられた（図皿一4－8．①）。他の年齢

においても「大いに感じている」と「少し感じている」とを合わせると3割～5割の人が

不安感を抱いていた。「配偶者の失業」に対する不安は、40歳を超えると不安度が高くな

ることが分かった（図皿一4－8一②）。「世帯全体の収入減」に対する不安を「大いに感じてい

る」と答えた人がどの年代でも多く、「少し感じる」と答えた人と合わせると、20歳未満
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を除いた年齢の人の6割～8割が不安感を抱いていた。特に30歳代以上では約8割に達し

不安度が高いといえる（図皿一4－8一③）。

20歳未満（60名）

　20－24（350名）

　25－・29（936名）

　3◎－34（1098名）

　35－39（817名）

　40－44（551名）

　45－49（391名）

50歳以上（415名）

己大いに感じている ロ少し感じている コ惑じていない 〔コ無回答

1 1
1 1

10．01 2αO 1 40．0 i 30．0

一
1 1 1 ［

胴．7　1 33．1 1 53．7 1

一
1 1 1 1

12．o　l 37．6 1 484 i

一
1 1 i ［

125　1 36．9 1 492 1

〔
1 1 ［ 1

104　1 4α3 1 46．6 1

r 1 1 1 1

13』　1 34．3 1 49．0 E

一
1 ［ 1 1

13．8　； 35．3 1 45．8 15．1

一
1 1 1 ［

1
25．1 卜 28．9 1 38．8 F 72

ー 1 1 1 1

0 20 40 60 80

1．4

2．0

1．5

2．7

3．6

100％

図皿一4－8一①　自分の失業

日大いに感じている　　口少し感じている　　口感じていない　　口自分以外は働いていない　　口無回答

　20歳未満（60名）o・

　20－24（350名）

　25－29（936名）

30－34（1098名）

　35－39（817名）

　40－44（551名）

　45－49（391名）

50歳以上（415名）

「 1 i 1

0　13．3 18．3 ヒ 3P … 367

一
i 1 1 1

1α0 11t1 ［ 25．7 旨 417 1 判4
一

i 1 1

691 1a1 28．4 F 44．2 ！73

一
1 1 ト

5．21 13・1　1 28．0 … 482 ｝5・6

一
1 1 「 1

651 16．7 1 23．3 し 42」｛ ｛£5

一 ｝ 1 1 1

τo．9 i 22．9 1 31．6
E 27．8 169

置
i 1 1 1

113 i 27．9 1 35．O i 四4 ｝6，4

一
1 1 ［

1111 … 26．O i 32．1 5 tgo 1 胴8
1 1 レ 1 ｛

0 　20　　　　　40　　　　　　60

図皿一4－8一②　配偶者の失業

80 10096

　　　　自大いに感じている

　20歳未満（60名）

　20－24（350名）

　25－29（936名）

30－34（1098名）

　35－39（817名）

　40－44（551名）

　45－49（391名）

50歳以上（415名）

ロ少し感じている 口感じていない ロ無回答

ト 1 1

20．o 18．3 1 28．3 し 33．3

一
1 1 1

269 1 38．6 1 30．0
14．6

一

275 § 43．1 1 24．3 15・z

一
1 1 1 1

307 ： 47．2 1 17．9 142

一

1

33．2 48．1 113．7 15．o

一
1 1 1 ；

32．7 1 47．7 i　14，2 15．4

1

304 ｛ 47．8 t 16．1 ！5．6

匿
1 i 1 1

34．5 1 42．9 1 15．2　1 7．51

1 i 1 1

0 20 40 60 80 100％

図皿一4－8一③　世帯全体の収入減
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　規模別に見てみると、「自分の失業」に対する不安を「大いに感じている」人と「少し

感じている」人とを合わせると「地域」グループが最も不安を感じている割合が高く、続

いて「CND」グループ、「A」グループ、「中堅」、「主要」の順になった（図皿一4－9一①）。

「配偶者の失業」に対する不安も若干ではあるが「地域」グループが最も不安を感じてい

る割合が高い（図皿一4－9一②）。「世帯全体の収入減」に対する不安はどのグループでも不

安度は高く、「大いに感じている」人は「地域」グループに最も多いが、「少し感じている」

と合わせると「CND」グループが最も不安を感じている割合が高かった（図皿＋9一③）。

O大いに感じている 口少し感じている ロ感じていない ロ無回答

主要（1455名）

中堅（644名）

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

1 l　　　　　　I 1

8副 25．8 1 625 ［

一

誓1σ1 38．7 1 総o　　　　　l
幽

i
」

1agl 4α3 1 461　　　　1
L

19β i
i

姻　　　　　1 361　　　1
一 1

［
1

佃1 44β 1 401　　　　　　　　1　　　　　　　　　

1 I　　　　　　l 1

0 20 40 60

図皿一4＋①　自分の失業（4621名）

80

2．8

23

27

14．2

33

100％

ロ大いに感じている　　　ロ少し感じている　　　ロ感じていない　　　〔コ自分以外は働いていない　　　ロ無回答

主要（1455名）

中堅（644名）

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

1 1 1 1

a31 16・6　1 318 「 ・㍉

40β 148

π 1
！

1
1

ト
1
L

8．4 1 157　　「 295 き 393 ｛7．1

一
I
l

1 1
82 1 177　1 327 … 35β 15．6

一
1 1 l

l
「
193 1 17・6　　i 267 1 355 蓬 109

一
1 ト

a3i 1go　　　l　　　　　　　I 253 1 葡．6 ｝ 8β

1 」 1 1 1

0 20 40 60 80 100％

図皿一4－9一②　配偶者の失業（4621名）
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口大いに感じている

主要（1455名）

中堅（644名）1

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

口少し感じている 口感じていない 口無回答

0 20 40 60 80

3．3

5．0

4．7

5．8

100％

図皿一4－9一③　世帯全体の収入減（4621名）

6．転職希望（Q15，　Q　16）

転職先の候補の
会社を訪問した一、、

　1．3％

転職先の情報を
集めるなど，具

体的に転職を考

　えている

　4．2X

ほぼ具体的に話
が進んでおり，

半年ほどの間に
転職する予定で

・ 諏

　　＼、

　　　　　　全く転職につい＼
　　　　　　ては考えていな　＼

　転職したいと思5X

　事はあるが，具
　体的には考えて　　　＼、

＼　　　いない　　　　　　＼’　　　／
＼　　　　　58．1瓢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　転職希望について尋ねた結果は

図皿一4－10一①の通りであった。

「全く転職については考えていな

い」と答えた人が34．8％、「転職し

たいと思う事はあるが、具体的に

は考えていない」と答えた人が約

60％であった（58．1％）。一方、具体

的に転職を考えている人はわずか

5．9％であった。

x　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　＼》
　図皿＋10一①
転職希望（4621名）

　同項目を年齢段階別で比較したところ（図皿一4－10一②）、20－44歳までは回答に差があま

り見られないが、それ以降の年齢段階になると「全く転職については考えていない」の回

答者の増加が顕著に見られ、45－49歳は45％を超え（45．8％）、さらに50歳以上になると6

割を超えた。
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20歳未満（60名）

20－24歳（350名）

25－29歳（936名）1

30－34歳（1098名）1

35－39歳（817名）

40－44歳（551名）1

45－49歳（391名）

50歳以上（415名）

口全く転職については考え

ていない

lo6
　〔コ転職したいと思う事はあ

　　るが，具体的には考えて

　　いない

　コ転職先の惰報を集める
　　など，具体的に転職を考

　　えている

　口転職先の候補の会社を
　　訪問した

闇ほぼ具体的に話が進ん
でおり，半年ほどの間に

転職する予定である

コ無回答

0　　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　　70　　　80　　　90　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

　　　　　　　　　　　　　　図皿一4－10一②転職希望
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4621名）

　Q16で転職観について尋ねた結果は、「良い労働条件の会社であれば転職は当然であ

る」（35．2％）、「自分の能力を伸ばすためなら転職は当然である」（24．1％）といった転職に

積極的な意見が多く見られ（図皿一4－11一①）、女性にその傾向がやや強くみられた（図皿一4－

11一②）。

　年齢段階別に比較したところ、男性では「一つの会社に定年まで勤めるのが普通だと思

う」と答えた人は20歳未満から30－34歳までは減少していくがそれ以降は増加していっ

た。「転職はふりになるので、転職しない方がよいと思う」と答えた人の割合は年齢増加

と共に増える傾向にある。「自分の能力を伸ばすためなら転職は当然である」と答えた人

は20歳未満が最も多く（約4割）、年齢が高くなるにつれて減少する傾向がみられた。一

方、「良い労働条件の会社であれば転職は当然である」と答えた人は20歳未満から年齢が

高くなるとともに増加し30歳代が最多でピークとなり、それ以降は減少するといった傾

向がみられた。

　女性においては「一っの会社に定年まで勤めるのが普通だと思う」と答えた人は50歳

以上に顕著に多く見られ、「特に考えたことはない」と答えた20歳未満の人は5割以上に

ものぼった。
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1つの会社に定年まで勤めるの

　　　　が普通だと思う

転職は不利になるので，転職し

　　　ない方がよいと思う

自分の能力細申ばすためなら転

　　　職は当然だと思う

良い労働条件の会社であれば

　　　転職は当然だと思う

特に考えたことはない

無回答

0　　　10　　20　　30　　40　　50％

1つの会社に定年まで勤めるのが普一」
　　　　　通だと思う　　　　　l　l．6
　　　　　　　　　　　　　　　　げ

転職は不利になるのZ’．転職しないrτ↓⊃14

　　　　方がよいと思う

自分の能力を伸ばすためなら転職

　　　　は当然だと思う

良い労働条件の会社であれば，転

　　　職は当然だと思う

特に考えたことはない

無回答

　　　1－　　　i

0　　　10　　20　　30　　40　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　％

図皿一4－11一①　転職観（4621名） 図皿一4－11一②転職観（性別）

20歳未満｛11名）

20－24歳（131名）

25－29蔵（184名）

30－34量（73名）

35－39鰹（29名）

40－44艦（18名）

45－49趨（22名）1

50趨以上（41名）

1　　　　　1 1 i　　　　　　　I 1 1 I　　　　　　I

パ
9妄　遣19j　lg．1 ｝9，1 ［ 54．6 i9．1

1 1 1 1 l　　l
卜

細 7．6 1 38．9 　 細
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ド
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一 ト 画
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1 1
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ノ
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9．8　1　122 E 14．6 ｛ 24．4 E
1 1　　　　　1 1 1　　　　　［ 1 1 1 ［

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90

O．0

1．6

Ulつの会社に定年まで勤めるの
　が普通だと思う

ロ転職は不利になるので，転職し

　ない方がよいと思う

O．O　ロ自分の能力を俸ぱすためなら

　　　転職は当然だと思う

　　口良い労働条件の会社であれ
　　　ば，転職1ま当然だと思う
0．0

o．e　ロ特に考えたことはない

2．4

100％

［ヨ無回答

図皿一4－11一③　転職観（男性のみ，年齢段階別）

20畿未満（30名）

20－24歳（219名）

25－29歳（751名）

30－34艦（1022名）

35－39態（786名）

40－44畿（532名）

45－49崖（368名）

50議以上（374名）

1
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o 10 20 30 40 50 60 70 80 go

3．3　酬つの会社に定年まで勤める
　　　　のカ《普通だと思う

0．5

　　　ロ転職は不利になるので，転職
OJ　　　しない方がよいと思う

O．4

　　　ロ自分の能力を伸ばすためなら
　　　　転職は当然だと思う
1．3

1．5　　ロ良い労働条件の会社であれ

　　　　ば，転職は当然だと思う

1．4

1．9

100　　96

ロ特に考えたことはない

ロ無回答

図皿一4－11一④　転職観（女性のみ，年齢段階別）
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第5章組合と会社への意識

　本章では、個人がどのような意識を持って組合活動に関わっているのか、組合と会社を

どのように把握しているのかをみていくこととする。

1．組合活動への関心（Q34）

　　　　ほとんど関　　　　　　　　　　　　　組合活動への関心度を尋ねた結果は図皿一5－

＿轡＼響　籍罫Σ灘ε締2謙饗鷺離
緊＼バ麟＼2°’7K 勤蹴耀繍誕蒋黎耀

　　・慧・／　　　とが分かった・
　　　　　　＼／　　　　　　／

　　　　　　　＼試襟饗
　　　　　　　　　　　　　　　いる
　　　　　　　図皿一5－1一①　　　43・8x

　　　　組合の活動への関心（4621名）

男女間で比較したところ（図皿一5－1一②）、女性よりも男性の方が組合活動へ強い関心が

あるといえる。

ロかなり関心を持っている　ロまあまあ関心を持っている　〔コどちらともいえない　□あまり関心を持っていない　eほとんど関心を持っていない　ロ無回答

男性（4083名）

女性（509名）

［　　　　1 I　　　　I 1 】　　　　1 1 1

22．6 1 44．5 1 13．5 1 12．1 國
一

1 l　l
6．冒 40．5 1 22£　1 20．6 巨州

i　　　　I I　　　　I 1 l　　　　I ］ 1

2．3

3．1

　　　　　　0　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　　100％

　　　　　　　　　　　　　図皿＋1一②　組合の活動への関心（性別）

　また、年齢段階別に比較したところ（図皿1＋1一③）、年齢が増加するとともに組合への

関心も増加することが分かった。具体的には20歳未満では組合に関心を持っている人が

約25％であるのに対して50歳以上になると約8割の人が関心を持っていた。

ロかなり関心を持っている　ロまあまあ関心を持っている□どちらともいえないロあまり閨心を持っていない囲ほとんど関心を持っていないロ無回答

20畿未満（60名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　　60　　　　　　　70　　　　　　　80　　　　　　　90　　　　　　　100　　％　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　　　　　　　　　　　3o　　　　　　　　　　　　　図皿一5－1一③　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合の活動への関心（年齢段階別）
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2．組合活動への参加（Q35，　Q　36）

　　　　まったく参加
　　　　していない一　　無回答
　　　　　2．9％　　　　　　＼　　　2．7X
めったに参

加していな

　い
　1　O．O％

　　　しばしば参
　　　加している

気＼ご肇／／

図皿一5－2一①

　組合活動への参加度を尋ねた結果は図皿一5－

2一①の通りであった。「いつも参加している」

が34．5％、「しばしば参加している」が27．1％、

「たまに参加している」が22．8％で、約8割の

人が組合活動へ参加しているといえる。

組合活動への参加（4621名）

　男女別（図皿一5－2一②）、年齢段階別（図皿一5－2一③）で比較したところ、Q34（組合への

関心）と同様に女性よりも男性の方が組合参加度は高く、年齢が増加するのにともない参

加度が増加することが分かった。

Oいつも参加している　　ロしばしば参加している　　ロたまに参加している　　ロめったに参加していない　　日まったく参加していない　　ロ無回答

男性（4083名）

女性（509名）

1　　1　　［　　　　［ 1　　［
373 ｛　27，8　　1　21．・　　8．9 賜

一

ii　　、

13・・1　21．8 1　　　38・3　　　1　18．9 1欄

1　　　　　［　　i　　　　　I　　I　　l　　　　　i
0

2．3

3．3

1° 図農2．6°組論動賜参撚性別）7°8°9°1°°％

〔ユいつも参加している　　口しばしば参加している

　20歳未満（60名）

20・24歳（350名）

25－29歳（936名）

30－34歳（1098名）

35－39歳（817名）

40－44歳（551名）

45－49歳（391名）

50歳以上（415名）

ロたまに参加している　　〔】めったに参加していない　　日まったく参加していない　　巳無回箸

1 i 1　　　　　1 1 i 1　　　　　1
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1 1
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0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90

図皿一5－2一③　組合活動への参加（年齢段階別）

2．6

2．8

2．3

2．0

2．2

3．3

1．7

100％
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　Q35（組合への参加）で「めったに参加していない」、「まったく参加していない」と回

答した人に組合活動に参加しない理由を尋ねた結果は図皿一5－2一④の通りであった。「家庭

や趣味に力を入れたいから」と答えた人が56．1％で最も多く、次いで「意見が組合活動に

反映されないから」と答えた人が約3割であった。

　家庭や趣味にカを入れたいから

意見が組合活動に反映されないから

組合活動をしても無意味だと思うから

　魅力ある役員や知人がいないから

組合の方針や姿勢に疑問があるから

　　　　仕事に集中したいから

　自分の将来に不利益になるから羅15

　　　　　　　　　　　　0　　10　　20

　　　　　　　　　　　　　図皿一5－2一④

l　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　1
ワ　　　　　　　月561

」　1
一　　l　　l　　I
・

　　　　　　131・5　　　　A

一　　1　　1
1
［
コ楓 　　　　｝2 ．8

一　　1
116

：
1

一　　1 2
1

一

←

羅
1
・
・
［

　　　凋16

1茎’

1
130　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　100％

参加しない理由（597名）

3．組合活動が役に立っているか（Q37）

　　　　　　　　　　　　響
　　　　　ほとんど役
　　　　　立っていない
　　　　　　と思う

奪灘

　　　　どちらともい　　　　　　多少役立って
　　　　　えない　　　　　　　　いると思う

　　　　　＼一／
　　　　　図皿一5－3
組合活動が役に立っているか（4621名）

　労働組合は、労働条件改善・生活向上に

どれだけ役に立っていると思うかを尋ねた

結果は図皿一5－3の通りであった。「大いに

役に立っていると思う」が全体の約1／4

（27．3％）、「多少役立っていると思う」が

42．6％で合わせて7割の人が組合活動は役

に立っていると思っていることが明らかに

なった。

4．組合の活動に自分の意見が反映されているか（Q38）

組合には期
待していない

　4．6X

無回答
2．9X よく反映して

　いる
　6．8弘

＼

／

　　　　　　　　＼し／／

　　　　　　図皿一5－4
組合の活動に自分の意見が反映されている
　　　　　　か（4621名）

　組合活動に自分の意見が反映されてい

ると思うかを尋ねた結果は図皿一5－4の通

りであった。「よく反映している」が6．8％、

「ある程度反映している」が49．6％であ

り、半数以上の人が組合に自分の意見が

反映されていると感じているといえる。

しかし一方、「全く反映していない」と

「あまり反映していない」と回答した人

を合わせると36．1％にのぼった。
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5．組合活動への期待と評価（Q50，　Q　51）

　組合活動への期待と評価を尋ねた結果は図皿一5－5一①～②の通りであった。どの項目に

おいても強い期待をしているが、実際の評価は低く満足している人よりも不満を抱いてい

る人の方が多かった。期待度の高いものは「賃金・一時金・退職金・諸制度等金銭面に関

する労働条件」、「労働時間・職場環境等に関する労働条件」であった。

　　ロ大変に期待する　　ロやや期待する　　□どちらともいえない　　ロあまり期待しない　　ロまったく期待しない　　圏無回答

　　　　　賃金・一時金・退職金・諸制度等金銭面に関する労働条件

　　　　　　　　　　　労働時間・職場環境等に関する労働条件

　　　　　　文化・教養・スポーツ等の趣味や余暇に関する取り組み

　　雇用問題，昇進・昇格，出向・転籍等の人事問題に関する取り組み

仕事の達成感・やりがい・職場内コミュニケーション等に関する取り組み

　個人の悩みや職場の要望を聞いてくれる職場と労働組合のコミュニ

　　　　　　　　　ケーションに関する取り組み

　　政治活動，社会貢献，ボランティア活動等社会に関する取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　労働組合の活動全体について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90

　　　　　　　　　　　　　　　　図皿一5－5一①　組合に対する期待（4621名）
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　組合活動への期待と評価を従業員規模別に見た結果は、図M－5－5一③～⑱の通りであっ

た。「労働組合全体の活動について」の評価（図皿一5－5一⑩）と期待（図II－5＋⑱）を中

心に述べると、評価については「CND」グループを除いて従業員規模が小さくなるほど

低い傾向がある。一方、期待については「地域」グループで特に低いほかは従業員規模に

よる違いはあまり見られず、組合活動への期待は全般に高い。特に「地域」グループでは

「まったく期待しない」と「あまり期待しない」人の割合が他のグループと比してやや高

い。
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I　　　　　I　　　　　I　　　　　I
2α8　ヨ　　　…　　　　1　　28・5　　1・・11

　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　i－　　　　　1　　　　　1

1
　
　
　
　
1
2
1

2α3　1　　　36・6　　　［　　　糾・6　　　5・31レ

2．3

1．4

1．4

r
1．7

書＆9　1　　　　・Z2　　　　1　　296　　i5・31i
一

25

1a21　　　342　　　1　　　35・3　　　19・313・6144
一 　　l　　l I

I廻・5　　1　　　392　　　　1　　3。・2　　15・・目 1．6

1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　1．4

0％ 　　　20％　　　　　　　　　40％　　　　　　　　　　60％　　　　　　　　　80％

図皿＋5一⑱　労働組合の活動全体について（期待）

100％
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6．組合の政治活動（Q44）

　　　　　無回答よくわからな

　　　　　2．5％
　い
　17．7％

生活をよくす

るためにどう

しても必要

　2フ．3％

やらない方，

轍　／愚題によつ
　　　ピ　　てはやるべ
　　　　　　　　き
　　　　＼　　　　　41・0％

　　　　　一
　　　　　　図皿一5－6
　　　組合の政治活動（4621名）

　労働組合の政治活動について尋ねた結果

は図皿一5－6の通りであった。「生活をよく

するためにどうしても必要」が27．3％、「問

題によってはやるべき」が41．　0％で、約7

割の人が組合の政治活動を必要だと感じて

いることが分かった。

7．社会に対する関心

　ここでは、我が国における社会生活についてどのような意識を持って生活しているのか

をみていく。

（1）支持する政党と投票の基準（Q46，　Q47）

　　　　自民党

　　　　民主党

　　　　公明党

　　　　自由党

　　　　共産党

　　　　社民党

　　　改革クラブ

その他の政党，諸派

支持する政党はない

　　　　無回答

圏5．6

邑
國翻灘29．7

！

1．3

一

1．2
1

一

〇．8

一

〇．7

一

0．1

一

0．5

一 1

一囲凹＿羅露躍圏薩馨網鶴 6．1
、

一

團4・ レ
「

0 20　　　40　　　60

　　図皿一5－7一①

支持する政党（4621名）

80　　　100％

　支持する政党を尋ねた結果は

図皿一5－7一①の通りであった。

半数以上が「支持する政党はな

い」（56．　1％）と回答した。具体

的な政党を回答した人の中で最

も多かったのは「民主党」

（29．7％）、次いで「自民党」

（5．6％）であった。

　選挙で投票するときに何を基準としているかを尋ねた結果（2つ以内選択）は図皿一5－7一

②の通りであった。「労働組合の支持・推薦」が約6割を占め（58．4％）、「政党の考え方や

政策」や「候補者の人柄や考え方・活動歴」を上回った。
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　　　　政党の考え方や政策　　　　　　、　　　　．39．9

候補者の人柄や考え方・活動歴　　　　　　　　　　　　1393

　　　　労働組合の支持・推薦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58．4

労働組合以外の団体の推薦臣31

　　　知人・家族纐の紹介；・・

　テレビやポスターでみた感じ「：　617
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・

　　　　　　　　　　　その他　i3．5　　　　　　　　　　1

　　　　0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　100％

図III－5一㍗②　投票するときの基準（4621名，2つ以内選択）

（2）国の政治での関心事（Q48）

　国の政治での関心事を尋ねた結果（5つ以内選択）は図皿一5－7一③の通りであった。「税

金問題」を回答した者が約7割で（67．7％）最も多く、次いで「年金制度など社会保障問題」

（59．6％）、「景気対策」（53．3％）、「社会保険制度など医療・介護問題」（52．8％）が5割を超

えて挙げられた。

　　　　　　　　　税金問題

　　年金制度など社会保障問題

　　　　　　　　　景気対策

社会保険制度など医療・介護問題

　　　　　　　国の財政問題

　　　温暖化など地球環境問題

　　　　　　　土地・住宅問題

　　　　　　　　　教育問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸

　　　　　　　　資源・エネルギー問題　　　　　12．2

　テロや大災害などに対する危機管理対策　　　　　11。3

　　　　　　　内繋1罷計…

　　　　　　　　安全保障・自衛隊問題■6．

　　　　　　　　政党再編など政治改革1■■5．

PKOなど国連の平和維待活動への協力問題

　　　　　　　　　　　貿易摩擦問題

　東京への一極集中や地域の活性化問題■4．2

　　　　　　　　　　　憲法改正問題■42

　　　　　　　　　　外国人労働者問題p28
　　　　　　　　　　　　　　その他i13

　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70

　　　　　　　　　　　　　図皿1－5－7一③　国の政治での関心事（4621名，5つ以内選択）
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（3）エコライフ観（Q49）

　日常生活で意識しているエコライフを尋ねた結果（複数回答）は図皿一5－8の通りである。

「電源をこまめに切る」は6割を超え（61．3％）、「シャンプーや台所洗剤などは、詰め替え

用を使用する」は52．2％、「急加速やからぶかしをせず、エコドライブを心がけている」が

44，3％と、個々人がエコライフを意識していることが分かった。

電源をこまめに切る

　シャンプーや台所洗剤などは，詰め替え用を使用する

「急加速」や「からぶかし」をせず，エコドライブを心がけて

　　　　　　　　　いる

2～3階くらいなら，エレベーターを使わずに階段を使う

エコライフはとくに意識していない

買い物には自分のバックを持っていく

その他

1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1
1
「

一 　1　　　1　1　1

脚
1
6
1
3
1
　
　
　
1
　
　
　
1

1
　
ー
　
　
ー

15221

L　［

443

に　1　1　i

　
　
1
3
1
．
8

一 　1
　　　　111・・

1 1

0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

図皿一5－8　エコライフ観（4621名，複数回答）

8．組合と会社

　ここでは、個人が組合と会社の関係をどのように捉え、会社と組合それぞれに対してど

れだけ注目し、信頼しているのかをみていく。

（1）組合と会社の関係について（Q42）

大幅に会社が
組合に醸ってい

　　る
　O．9X

どちらかといえ

ば．会社が組合

に譲っている

　2．5X

　　　　　無回答
わからない　　2．3×

　15．IX　　　　　I

　　
、　／／↑～＼＼

　　　　　ili
　　　　　li

　t

どちらかが他方　1

に譲っているとゴ

いうことはない

　20．1％

組合が会社に
大幅に譲ってい

　　る
　20．2K

＼

、

　　　　　／　　とちらかといえ
”

一／　　ば．組合が会社
　　　　　　　に譲っている
　　　　　　　　39．0％

　　　図皿一5－9
組合と会社の関係（4621名）

　労働組合と会社の労使関係について

尋ねた結果は図皿十9の通りであった。

「組合が会社に譲っている」と感じて

いる人が約6割を占め（59．2％）、「どち

らかが他方に譲っていることはない」

と感じている人（20．1％）、「会社が組合

に譲っている」と感じている人（3．4％）

を大幅に上回った。
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（2）組合の方針や行動への注目度と信頼度（Q53，　Q　55）

組合の方針や行動へどれだけ注目しているか（図皿一5－10一①）、信頼しているか（図皿1－5－

10一②）を尋ねたところ、注目度と信頼度の間のギャップはあまりなくほぼ一致していた。

「所属組合執行部」への注目度、評価がともに高かった。

　　　ロいつも注目しているロかなり注目しているロどちらともいえないロあまり注目していないロまったく注目していない日無回答

　　　　　　連合の方針や行動

　　　　自動車総連の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　全トヨタ労連の方針や行動

　（所属組合）執行部の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・6

（所属組合）職場役員の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・6

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　　100　96

　　　　　　　　　　　　　図皿一5－10一①　組合の方針や行動への注目度（4621名）

1 1 1　　　1 ト　　　1 1 1 1 1
・
1 18．5 1 48．8 1 20．8 t・・レ 2

．

一
1 1　1 i　l 1 1 1

・．1

21．8 1 47．2 19．3 阿憂 2
．

一
1 1　1 1　i 1 1 1 1

17．－　　　　　1

30．7 1 40．8 ［1・・ 1・。／ミ 2
．

一
1 ［ 1 1 1 1

1t9 1 36．9 1 35．8 酬・欝 2

’
1 1　1 l　I 1

紛．6 1 32．0 1 41．3 1・・晦 2

1 ［　　　1 1　　　1 1 1 1 ！

〔〕大変に信頼している〔］かなり信頼しているロどちらともいえない口あまり慣頼していない口まったく信頼していない囲無回答

　　　　　　連合の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6

　　　自動車総連の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6

　　　全トヨタ労連の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．8

　（所属組合）執行部の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6

（所属組合）職場役員の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．6

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　　100％

　　　　　　　　　　　　　　図皿一5－10一②　組合の方針や行動への信頼度（4621名）

1 「 I　　　I　　　I 1　　　ト　　1 1
到・

18．7 1 61．1 1 11．9 臨・ 2

一
i 3．3

z
↑

20．8 60．2 1 10．9 」陣

一 i
1州 272 ～
1

54．1 1・・ ll桑

π

2．4

・・i 32．O 1 47．5 92 薩i勉

一

！
｛

2．5

581
29．0 1 515 ［87 ！、緊

1 3
l　　　I　　　I 1　　　1　　　1 「
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　次に、組合の方針や行動の中から、特に全トヨタ労連の方針や行動への注目度と信頼度、

（所属組合）執行部の方針や行動への注目度と信頼度をとりあげ、従業員規模別に見た。

全トヨタ労連の方針や行動への注目度、信頼度を、それぞれ図皿一5・10・③、④に、（所属組

合）執行部の方針や行動への注目度、信頼度を、それぞれ図皿・5・10⑤、⑥に示す。

　全トヨタ労連の方針や行動への注目度、信頼度ともに「CND」グループを除いて従業員

規模が小さくなるほど低くなっているが、全トヨタ労連の方針や行動への信頼度も同様の

傾向を示したが、「中堅」グループ「A」グループ問には傾向の差は見られなかった。（所

属組合）執行部の方針や行動への注目度と信頼度についても、ほぼ同様の傾向であった。

　全トヨタ労連の方針や行動よりも（所属組合）執行部の方針や行動のほうが、注目度、

信頼度ともにやや高い。これは、組合員にとって全トヨタ労連よりも（所属組合）執行部

のほうがより身近で注目しやすいためであろう。また「CND」グループは特にその傾向が

顕著である。

日いつも注目している　ロかなり注目している　　ロどちらともいえない　　コあまり注目していない　　ロ全く注目していない　ロ無回答

主要（1455名）

中堅（644名）

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

1 1 I　　　I　　　I I　　　I　　　I i

7．gl 35．8

1
1

368 140 1351

一
l
l

I　　　　　　　　　　　　　I

「　　　1 1
「

73」 35．1 1 41．5 112．1 掴

一

7・1 3t5 38．5 1 17．3 143｝

一 l
I

F
「

1

621　　243 1　　　　　姻 1　150 152 i

一

乳gl 27．8 ［ 42．5 ［ 160 1421

1

1 1 1　　　1　　　1 l　　　l　　　l 1

20

19

1．4

44

1．6

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　100％

　図皿一5－10一③　全トヨタ労連の方針や行動への注目度

ロ大変に信頼しているロかなり信頼しているOどちらともいえないロあまり信頼していないロまったく信頼していないロ無回答

主要（1455名）

中堅（644名）

A（486名）

地域（1605名）

CND（431名）

1 1 1　　　1　　　1 I　　　I　　　I 1

581 324 1 銘・8　　　　　1 91 l
i

一
1 1．9

47i 283 1 564 73 i
l

ト l　i 16

國 288 1 521　　　　　　1 105 1
i

一

」
1

1 21

z矧 222 1 580 9．o 國43
h 」

1

1
　
旨
」 1

　　1翫61 25．1 1 568 91 l
i1 1 l　　　I　　　l I　　　l　　　I ［ 16

21

1．9

1．9

1．9

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　100％

　図皿一5－10一④　全トヨタ労連の方針や行動への信頼度
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［〕いつも注目している　ロかなり注目している　ロどちらともいえない　□あまり注目していない　□全く注目していない　目無回答

主要（1455名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t9

中堅（644名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．6

　　A（486名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7

地域（1605名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．2

CND（431名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．9

　　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　　50　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　100％

　　　　　　　　　図1皿＋10一⑤　（所属組合）執行部の方針や行動への注目度

　ロ大変に信頼している　ロかなり信頼している　ロどちらともいえない　ロあまり鱈頼していない　ロまったく信頼していない　日無回答

　主要（1455名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．o

　中堅（644名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・7

　　　A（486名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．4

　地域（1605名）

　CND（431名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

　　　　　　　　0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80　　　　90　　　　100％

　　　　　　　　　図皿一5－10一⑥　（所属組合）執行部の方針や行動への信頼度
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（3）会社の方針や行動への注目度と信頼度（Q52，　Q　54）

　会社の方針や行動へどれだけ注目しているか（図皿一5－11一①）、信頼しているか（図皿一5－

11一②）を尋ねたところ、会社、職場、直属上司のどれにも約5割以上の人が注目している

が、信頼している人は3割弱に留まった。

　ロいつも注目しているロかなり注目している〔］どちらともいえないロあまり注目していないロまったく注目していない〔】無回答

会社の方針や行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・6

　　職場の方針や行動

直属上司の方針や行動

l　　l　　［　　1　　［　　　　l　　l
tz3　　　　　　416　　　　　1　　　291　　　　115　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

・・髄

置

　　　　　　1

」　　　…1　　　　I

l　　2

　　　　　　画

1

ヨ1．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32，5　　　　　　　　　　　　　　　　9．2　　　2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚
ll・1

一

　

13．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38，4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3t6　　　　　　　　　　　　　　　　　10．1 ・牌

「　　I　　　　　　　I　　l　　　　［「
脚

0 10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90

図皿一5－11一①　会社の方針や行動への注目度（4621名）
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　会社の方針や行動についての注目度と信頼度を従業員規模別に見た。会社の方針や行動

についての注目度と信頼度をそれぞれ図皿一5・11③、④に示す。

　会社の方針や行動への信頼度を見てみると、「主要」グループでは会社への信頼度が高

いが、他の規模のグループでは低い。また、「CND」グループでは会社の方針や行動への

注目度は非常に高いが、会社の方針や行動への信頼度は非常に低く、さらに約4割の人が

「まったく信頼していない」「あまり信用していない」としている。

ロいつも注目している　ロかなり注目している　□どちらともいえない　ロあまり注目していない　□全く注目していない　O無回答
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図皿一5－11一④会社の方針や行動への信頼度
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　先述の（所属組合）執行部の方針や行動への注目度と信頼度と比較すると、会社の方針

や行動に対しても（所属組合）執行部の方針や行動と同程度に注目はしているが、会社の

方針や行動への信頼度は、「主要」グループを除いて、組合の方針や行動への信頼度より

もたいへん低くなっている。
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第6章　組合活動への期待

　本章では、個人が組合活動に今後力を入れてほしいと期待していることは何か、組合活

動に求められるものとは何かについてみていくこととする。

1．休日・休暇制度への期待（Q32）

週休2日や3日制など週休日の増加

ゴールデンウィークや夏休み，年末などの

　長期連続休暇制度の定着・普及

年休の付与B数の増加

育児・介護休業制度の充実

長期の研修・教育休暇（リカレント休暇）制

　　　　度の確立

プロジェクト休暇などの定着・普及
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図皿一6－1休日・休暇制度への期待（4621名）

　休日・休暇制度の中で実現して

ほしいものを尋ねた結果は皿一6－1

の通りであった。「週休2日や3

日制など週休日の増加」を期待す

る人が6割を超え（66．　3％）最も

多く、次いで「ゴールデンウィー

クや夏休み、年末などの長期連続

休暇制度の定着・普及」を期待す

る人が多く42．5％であった。

2．労働時間の短縮に取り組む上での課題（Q33）

　労働時間の短縮に取り組む上で重視すべき課題は何かを尋ねた結果は図皿一6－2の通りで

あった。「時短に伴い、日常の仕事量やきつさが増えないようチェックすること」が63．4％

で最も多く、次いで「超過労働収入に頼らなくてすむよう、所定内賃金を引き上げること」

が47．7％で多かった。

一 62一



時短に伴い，日常の仕事量やきつさが増えないようチェックすること

　　　　　超過労働収入に頼らなくてすむよう，所定内賃金を引き上げること

労働時間短縮がコストを高め，産業の空洞化を促進しかねないので，時短と雇用

　　　　　　　確保についてのしっかりした政策を持つこと

　　　　　　　　超過労働や年次有給休暇の取得と査定を切り離させること

労働時間や休日・休暇に関する労使協定事項が，運用面で尻抜けにならないよう

　　　　　　　　　　　チェックすること

フレックス制や変形労働時間制など勤務形態柔軟化の推進とチェックをすること

　　　　　　　　　余暇活動の充実のための施設や環境整備を進めること

　　　　　労働時間に対する権利意識を高める教育，宣伝活動を強めること

交替勤務や変則勤務は，生産技術や事業運営上やむをえない場合を覗き撤廃す

　　　　　　　　　　　　　ること

産別など上部団体とともに，企業間競争の緩和や秩痒づくりを政府や経営者団体

　　　　　　　　　　　に働きかけること
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図皿一6－2　労働時間の短縮に取り組む上での課題（4621名）

3．今後、労働組合に力を入れてほしいと思うこと（Q39）

　労働組合に対し、今後特に力をいれてほしいと思、うことを「A自動車総連」と「B所属

組合」の2つに分けて尋ねた結果（各3つ以内選択）は図皿一6－3の通りであった。「賃金・

一時金」がAにもBにも最も強く要求されていることが分かった。特にBには6割（59．5％）

の人がこの項目を要求していた。次いで、「退職金や年金問題への取り組み」「就労時間の

短縮」が約3割の人がAにもBにも要求していた。また、「60歳以降の就労問題への取り

組み」「雇用の安定化に向けた取り組み」「政策制度要求」はAに要求され、「快適な職場

環境への取り組み」「昇進・昇格の問題」「会社の経営施策への積極的発言」はBに要求さ

れている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃金・一時金

　　　　　　　　　　　　　　　退職金や年金問題への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働時間の短縮

　　　　　　　　　　　　　　60歳以降の款労問題への取り組み

　　　　　　　　　　　　　政策制度要求（税金・年金・医療など）

　　　　　　　　　　　　　　　雇用の安定化に向けた取り組み

　　　個人年金など高齢化に向けた独自の共済活動への取り絹み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福利厚生施設の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業政策への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働負荷の軽減

　　　　　　　　　　　　　　　　快適な職場環境への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　会社の経営施策への積極的発言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昇進・昇格の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術革新への対応

　　　　　　　　　　　　　　ボランティア活動など社会的貢献

人事・処遇ならびにセクハラ問題への対応など男女均等に向けた取り

　　　　　　　　　　　　　組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出向・転籍対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　文化・体育・レク活動の充実

　　　　　　　　　　工場移転などに倖なう諸問題への取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90

　　　　　図皿一6－3　今後労働組合に力を入れてほしいこと（4621名，各3つ以内選択）
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4．企業内福祉の点で力を入れてほしいこと（Q40）

　労働組合に対し、企業内福祉の点で今後特に力を入れてほしいと思っているものを尋ね

た結果（2つ以内選択）は図皿一6－4の通りであった。「住宅貸付金制度等、持家制度の充

実」が最も強く要求されていることが分かった（40．3％）。次いで、「外部スポーツ施設や宿

泊施設との契約促進」（20．5％）、「安全靴・作業服の支給条件の改善」（19．8％）、「保養施設

の設置拡充」（19．3％）に約2割の人が要求していた。

　　住宅貸付金制度等，持家制度の充実

外部スポーツ施設や宿泊施設との契約促進

　　　安全靴・作業服の支給条件の改善

　　　　　　　　保養施設の設置拡充

　　　　　給食制度の導入・内容の改善

　　　　　　　休憩室・更衣室の充実

　　　　　　　　病院・診療所の確保

　　　　　　　購買施設の設置・拡充

　　　　　　　　各種行事の開催補助

　　　　　文化・体育施設の設置・拡充

　　　　　育英資金制度の新設，充実

　　　　　　　　　保育施設の設置

図皿一6－4

6．8

6．2

　　　　　　0　　　　　　　　　10　　　　　　　　　20　　　　　　　　　30　　　　　　　　　40　　　　　　　　　50％

企業内福祉の点で力を入れてほしいこと（4621名，2つ以内選択）

5．企業内福祉のあり方について（Q41）

従来のよう
に，薄く広く

全ての福利
厚生制度が一、ノ
　　　　　／利用可能な／～

方がよい　！

　　　　1　29．3％
　　　　ll

　　　　＼

　　　　　で

無回答
3．7％

　　　　　　「カフェテリ

　　　　　　アプラン」　　＼
　　　　　　のように，　　＼

　　　　　　自主的かつ
　　　　　重点的に選
　　　　　　択できる制

　　　　　　度の衷がよ／

　　　　　　　67．0％　　　／

　企業内福祉のあり方について尋ねた結

果は図皿一6－5の通りであった。「カフェ

テリアプランのように、自主的かつ重点

的に選択できる制度の方がよい」と回答

した人は約7割にものぼり（67．0％）、従

来のような「薄く広く全ての福利厚生制

度が利用可能な方がよい」と回答した人

（29．3％）を上回った。

　　　　　図皿一6－5

企業内福祉のあり方（4621名）
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6．組合の力量を強めるために必要なこと（Q43）

　賃金・一時金、労働条件の維持・改善にあたって、労働組合の力量を強めるために必要

だと思うことを尋ねた結果（3つ以内選択）は図皿一6－6の通りであった。「組合員の積極

的な参加・参画を進める」ことが必要であると約5割の人（47．5％）が答えた。次いで、「労

使協議・団体交渉をより充実させる」（40．4％）、「組合の立場を法律的にもっと向上させる」

（36．3％）、「経営・管理者への理解活動を進める」（34．2％）が3割を超えた。

　　　　　　　　　組合員の積極的な参加・参画を進める

　　　　　　　　　労使協議・団体交渉をより充実させる

　　　　　　　　絹合の立場を法律的にもっと向上させる

　　　　　　　　　経営・管理者への理解活動を進める

　　　　　　　　　組合役員のより一層の質の向上を図る

　　自動車総連メーカー労組の共闘強化と労連間の連携を強める

　　　　　　　　　　　ストライキの実施も考えていく

　　　　　連合や金属労協，他産業組合などとの連携を強める

　　　　　　　　　　　　　　　　わからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　10　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40　　　　　　　50％

　　　　図皿一6－6組合の力量を強めるために必要なこと（4621名，3つ以内選択）

7．組合の政治活動において重要なこと（Q45）

　Q44で「生活をよくするためにどうしても必要」、「問題によってはやるべき」と回答

した人に、何が組合の政治活動で重要かを「A自動車総連」と「B所属組合」の2つに分

けて尋ねた結果（各2つ以内選択）は図皿一6－7の通りであった。「組織内選出議員に対す

る働きかけ」はAにもBにも強く求められていた。また、「支持政党に対する支援活動」「物

価・減税などでの労働組合独自の活動」はAに強く求められ（43．8％，36．0％）、「各種審議

会などでの組合代表の発言力を高める活動」はBに求められた（27．6％）。
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IV．心理学的手法による分析

　ここでは、調査項目から心理学的手法により、尺度を構成し、さらに詳細に組合員の就

業意識および組合員が環境をどのように把握しているのかを検討する。

1。因子分析と尺度構成

　尺度化が可能と思われるものについて因子分析を行った。因子分析とは、項目のまとま

りを作る分析であり、単一項目よりも精度の高い尺度を作成することができる。表中の数

字は因子負荷であり、その項目がどれだけその因子によって説明されているかを示してい

る。

　結果を表IV－1－1から表IV－1－9に示した。

（1）仕事への関与

　仕事への関与を測定する16項目について因子分析を行ったところ、2因子が見出され

た（表IV－1－1）。第1因子は「私はほとんど夜も週末も仕事をする」「私はしばしば働

きすぎだと思う」など、仕事にどれだけ多くの時間を費やしているかの度合いを測定して

いると考えられることから、「仕事時間関与」因子とされた。第2因子は「仕事は今の私

にとって非常に大切な一部分である」「私は自分の仕事にたいへん熱中している」などの

ように、仕事にどの程度傾倒しているかを測定していると考えられるため、「仕事関与」

因子と名付けられた。それぞれの因子に属する項目の和を、それぞれの因子に対応した得

点とした。各尺度のα係数は「仕事時間関与」尺度はα＝．85、「仕事関与」尺度はα＝．76

であり、これらは分析に耐えうる値である。
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表1V－1－1　仕事関与

項目番号 項目
1 ∬ h2

第1因子　　仕事時間関与（α＝．85）

　6　私はくたびれすぎて，これ以上仕事ができないというところまで働く

　　　ことがよくある

　
　
4
0
0
ε
0
ρ
0

0
　
り
白

2
1
4
1
8
1
1
1
1

私はほとんど夜も週末も仕事をする

私はしばしば働きすぎだと思う

私は誰よりもずっと多く，仕事に時間を振り分けている

私はときどき，仕事に飲み込まれてしまいそうな気がする

私は夕食の後，夜にも仕事をする

私のやることはほとんど仕事に関係している

夜と週末は余暇活動のために空けるようにしている＊

通常，私は職務に関連した仕事を携えて，休暇に行く

もっとたくさん仕事ができるように，一日がもっと長ければいいのに

と思う

第皿因子

1
3
79
5

11

　　仕事関与（α＝．76）

仕事は今の私にとって非常に大切な一部分である

私は自分の仕事に大変熱中している

私にとって，生活上の他の事柄に比べれば，仕事はそんなに重要では

ない＊

仕事は私の人生の目標を達成する上で，中心的な位置を占めている

私は自分の仕事に深く傾倒している

たとえ自分がたくさんのお金を持ち，生活の維持を心配する必要がな

くなったとしても，私は働く
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（2）家庭への関与

　家庭への関与を測定する16項目について因子分析を行い、（1）と同様に尺度化の手続

きをとったところ、「家庭時間関与」尺度、「家庭関与」尺度の2尺度が得られた（表IV－

1－2）。家庭時間関与は「私はしばしば家事をやりすぎだと思う」「私は仕事から帰って、

ずっと仕事をしている」など10項目、家庭関与は「私は自分の家族を深く愛している」

など6項目であった。

表N－1－2　家庭関与

項目番号 項目 1 皿 h2

第1因子

0
8
5

1
　
　
　
　
1

6

2
2
4
6
13

14

　　　　家庭時間関与　（α＝．90）

私はしばしば家事をやりすぎだと思う

私は仕事から帰って，ずっと家事をしている

家事にかなりの時間を使っている

私はくたびれすぎて，これ以上家事ができないというところまで家事

をすることがよくある

私はときどき，家事に飲み込まれてしまいそうな気がする

家にいる時間はほとんどいつも家事をしている

私は誰よりもずっと多く，家事に時間を振り分けている

もっとたくさん家事ができるように，一日がもっと長ければいいのに

と思う

私は家事をほとんどしていない＊

私のやることはほとんど家族や家庭に関係している

第H因子
「

0
？
O
1
7
9

11

　　　家庭関与　（α冨．87）

私は自分の家族を深く愛している

私の家族は何ものにも代えがたい

家族は今の私にとって非常に大切な一部分である

私にとって．生活上の他の事柄に比べれば，家族はそんなに重要では

ない＊

家族は私の人生の目標を達成する上で，中心的な位置を占めている

いつも家族のことを考えている
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（3）ワーク・ファミリーコンフリクト

　ワーク・ファミリーコンフリクトは、因子分析による検討の結果・「仕事→家庭葛藤」

尺度、「家庭→仕事葛藤」尺度、「時間葛藤」尺度の3尺度が得られた（表IV－1－3）。

また、複数の因子に負荷が高くなっている項目は削除された。仕事→家庭葛藤は「やらね

ばならない仕事のおかげで、家族のための計画を変更することがある」「仕事があるので、

家族としての義務を果たせずにいる」など5項目、家庭→仕事葛藤は「家事のために、仕

事でやりたいと思うことをやれずにいる」「家事が仕事生活に割り込んでくる」など5項

目、時間葛藤は「仕事と家事とで時間的に余裕がない」「仕事と家事とで忙しい」など5

項目であった。

表IV－1－3　ワーク・ファミリー・コンフリクト

項目番号 項目
1 H 皿 h2

第1因子　　仕事→家庭葛藤（α＝．87）

8　やらねばならない仕事のおかげで，家族のための計画を変更することが

　　ある

12仕事があるので，家族としての義務を果たせずにいる

4　仕事で時間がふさがり，家庭での責任が十分に果たせずにいる

1　仕事が家庭生活に割り込んでくる

15仕事のために，家でやりたいと思うことをやれずにいる

第∬因子　　家庭→仕事葛藤（a＝．87）

13家事のために，仕事でやりたいと思う事をやれずにいる

　6　家事が仕事生活に割り込んでくる

16家事のために．時間通りに仕事に出かけたり，日々の仕事を完成させた

　　り，残業をしたりといった仕事での責任を果たせずにいる

2　家事があるので，仕事で力を発揮できずにいる

9　家事のために，仕事を切り上げなくてはならないことがある

第皿因子　　時間葛藤　（a＝．93）

14　仕事と家事とで時間的に余裕がない

18　仕事と家事とで忙しい

10仕事と家事とで毎日があわただしい

　7　仕事と家事とで自分の時間がない

3　仕事と家事とで休む時間がない

削除項目

5　家事か仕事か選ばなくてはならないことがよくある

11家庭か仕事か決めるのに迷うことがよくある

17　家庭と仕事とのやりくりに苦しむことがよくある
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（4）ワーカホリズム

　ワーカホリズムは、因子分析による検討の結果、「仕事への衝動性」尺度、「仕事享楽1生」

尺度の2尺度を得た（表IV－1－4）。また、複数の因子の負荷が高くなっている項目は

削除された。仕事への衝動性は、「仕事を休みたいときでも、休んでは申し訳ない気がす

る」「しばらく仕事から離れたいと思うときでも、ふと気づくと仕事のことを考えている」

など8項目、仕事享楽性は、「私の職務は、仕事というよりも楽しみ事に近い」「仕事が面

白すぎて、ときどき切り上げるのがむずかしいことがある」など4項目であった。

表1V－1－4　ワーカホリズム

　項目番号　　　　　　　　　　　　　　　　　項目　　　　　　　　　　　　　　　1

第1因子　　　仕事への衝動性（α＝．71）

ll仕事を休みたいときにも，休んでは申し訳ないという気がする　　　　　　　　　．73

　8　しばらく仕事から離れたいと思うときでも，ふと気づくと仕事のことを考えてい　　．69

　　る

H h2

3
　
震
U
O
ヲ
2
12

4

いつも仕事に追われている気がする

仕事を休むときには，罪悪感を感じる

なぜ，自分はこんなに仕事にのめり込んでしまうのか，としばしば思う

苦しいときでも，どうしてもこの仕事をやり遂げねば，という気持ちに追い立て

られる

仕事の上では，どんなことがあっても他人に迷惑をかけられない

たとえ自分のしている仕事が楽しくないときでも，自分にとっては，不平を言わ

ず一生懸命やることが重要だ

第∬因子　仕事享楽性（α雷．78）

　5　私の職務は，仕事というよりも楽しみ事に近い

　7　仕事が面白すぎて，ときどき切り上げるのがむずかしいことがある

　1　ほとんどの場合，自分の仕事は楽しいものである

10　私は他の誰よりもずっと自分の仕事が好きだと思う

削除項目

3　仕事に取り組んでいるときには，時間のたつのも忘れてしまう
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（5）仕事への取り組み姿勢

　仕事への取り組み姿勢は、因子分析による検討の結果、「完全主義」尺度、「権限非委譲」

尺度の2尺度を得た（表IV－1－5）。完全主義は、「仕事の上で完全さを欠く場合、自分

は満足できない」「最後の細部に至るまで完全でないと、私には仕事が終わったとは思え

ない」など5項目、権限非委譲は、「チームで仕事をするときは、メンバーを信頼して仕

事を任せる」「自分一人でやるより、他の人に仕事の一部を任せた方が、よい結果が得ら

れる（逆転項目）」など5項目であった。

表】V－1－5　仕事への取り組み姿勢

項目番号 項目
1 H h2

第1因子完全主義（α＝．76）
　3　　仕事の上で完全さを欠く場合，自分は満足できない
　1　　最後の細部に至るまで完全でないと，私たは仕事が終わった

　　　　とは思えない

　9　　仕事の上でベストを尽くした，と自分に確信が持てないと安

　　　　心できない

　7　　たとえ細かいことでも，間違いを犯さないことが私にとって

　　　　は重要である

　5　　企画が完全に正しいと確信できるまでは．それを進めること

　　　　はできない

第皿因子　権限非委譲（a＝．65）
　4　　チームで仕事をするときは．メンバーを信頼して仕事を任せ

　　　　る＊
　6　　自分一人でやるより，他の人に仕事の一部を任せた方が，よ

　　　　い結果が得られる＊

　8　　佳事をするときは．他の人を頼りにするより，自分でやった

　　　　方がよい

　10　他の人に仕事を任せるより，残業してでも自分一人で終わら

　　　　せたい

　2　　チームで仕事をするときなど，ほとんどの部分を自分でやっ

　　　　てしまう

7
2
U

7
7
．72

．64

．58

一 ．23

．10

．37

．39

．41

．15

．13

．17

一 ．02

．07

．69

．68

．63

．62

．50

り
白
n
J

2
り
＝
り

．54

．41

．34

．52

．48

．53

．54

．41

固有値

寄与率

3．34

29．4

1．63

20．3

4．97

49．7

＊を付したものは逆転項目

＿ 72一



（6）仕事過重

　因子分析の結果、「仕事の量が多すぎること」「急ぎの仕事に追われること」などの4項

目を「仕事量過重」尺度とした（表IV－1－6）。また、「やり遂げるために勉強が必要な

仕事を頼まれること」「仕事をする上で、自分の実力不足を感じること」などの4項目を

「仕事質過重」尺度とした。

表】V－1－6　仕事過重

項目番号 項目 1 H h2

第1因子　仕事量過重（α＝．85）

4　仕事の量が多すぎること

1　急ぎの仕事に追われること

3　仕事を終わらせるために残業をすること

2　わき目もふらず，仕事に没頭しなければならないこと

第皿因子　仕事質過重（α＝．80）

6　やり遂げるために勉強が必要な仕事を頼まれること

7　仕事をする上で，自分の実力不足を感じること

8　難しい判断や責任の重い決定をまかされること

5　自分の能力以上の仕事を頼まれること
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（7）役割曖昧性と役割葛藤

　因子分析の結果、「私は自分の責任が何であるかよくわかっている（逆転項目）」「私に

は自分の仕事の目的と目標がはっきりわかっている（逆転項目）」など4項目を「役割曖

昧性」尺度、「別々の人から相反する仕事の要求を受けることがある」「人手もないのに仕

事を任されるときがある」など4項目を「役割葛藤」尺度の2尺度が得られた（表IV－1

－
7）。

表IV－1－7　役割曖昧性と役割葛藤

項目番号 項目 1 l
l

h2

第1因子役割曖昧性（α＝．83）

2　　私は自分の責任が何であるかよくわかっている＊

1　私には自分の仕事の目的と目標がはっきりわかっている＊

3　　私は周りの人が自分に何を期待しているかよくわかっている＊

4　　私は仕事の上で，自分がどの程度権限がふるえるか，はっきりわかって

　　　いる＊

第皿因子　役割葛藤（α＝．72）

6　　別々の人から相反する仕事の要求を受けることがある

5　　人手もないのに仕事を任されるときがある

7　　私の仕事は人によって認めてもらえたり，もらえなかったりする

8　　仕事に必要な材料や情報，予算などが十分ではない
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（8）垂直的交換関係

　因子分析の結果、1因子性が確認され、「私の上司は、私の仕事上の問題や希望を十分

理解している」「私の上司は私の能力や持ち味を十分的確に把握している」など9項目を

「垂直的交換関係」尺度とした（表IV－1－8）。

表IV－1－8　垂直的交換関係

項目番号 項目 1 h2

第1因子垂直的交換関係（α＝．93）

　1　　私の上司は，私の仕事上の問題や希望を十分理解している

　3　　私の上司は私の能力や持ち味を十分的確に把握している

　2　従来とは違うやり方で仕事をすすめるなど，自分の職務に変化を持ち込もうとすると

　　　　き，私の上司は実際にそれを取り上げる裁量を十分示してくれる

　4　　仕事上での私と上司とのコミュニケーションは十分効果的である

　8　　私が従来とは違ったやり方で仕事をすすめるなど，自分の職務に新しい変化を持ち込も

　　　　うとした場合，私の上司は十分柔軟に対応してくれる

　6　　私の上司は日頃，職務上私に何を望んで（期待して）いるかを十分はっきり伝えてくれ

　　　　る

　5　私が仕事でやっかいな事態を引き起こしてしまったというような困難な状況にぶつかっ

　　　　たときは，私の上司はその持っている力（権限など）を十分に行使し対応してくれる
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7　私の上司は私の仕事に満足しているかどうかを十分明確に伝えてくれる

9　　仕事が終わった後など，私は上司と一緒に食事をしたり，話をしたりということがよく

　　ある
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（9）仕事満足度

因子分析の結果、「職場仲間」尺度、「やりがい」尺度、「上司との関係」尺度、「処遇」

尺度の4尺度を得た（表IV－1－9）。職場仲間尺度は「自分の職場で仕事をやっていく

上での仲間との関係」「職場の雰囲気」など3項目、やりがい尺度は「自分の能力を活か

して何事かをなす機会」「自分の仕事そのもの」など4項目、上司との関係尺度は「決定

を行う際の上司の有能さ」「自分の上司の部下との接し方」など3項目、処遇尺度は「仕

事の量から見た給与の程度」「この会社での昇進の機会」など5項目であった。

表IV－1－9　仕事満足度
項目番号 項目

1 l
l

皿 N h2

第1因子　職場仲間（α＝．84）

13　自分の職場で仕事をやっていく上での仲間との関係

10　仕事仲間

且5　職場の雰囲気

第皿因子　やりがい（a＝．76）

1　自分の能力を活かして何事かをなす機会

9　自分の仕事そのもの

14　仕事の上で何事かを達成する機会

6　仕事の上で自分の判断ができる程度

第皿因子　上司との関係（a＝．85）

4　決定を行う際の上司の有能さ

2　上司のリーダーシップ

7　自分の上司の部下との接し方

第IV因子

　
　
2
1

3
5
　
　8

　　処遇（α＝．74）

仕事の量から見た給与の程度

この会社での昇進の機会

職場での自分に対する評価

教育・研修を受ける機会

人事異動の機会

．86

．85

．75

．08

．27

．39

．07

『11

．置4

．24

．04

－ ．01

．29

．32

．09

．18

．14

．19

．76

．69

．66

．59

．15

．21

．23

．06

．21

．34

．21

．38

．10

．10

．28

．22

．10

．11

．29

．84

．84

．75

．17

．23

．19

．02

．17

．12

．09

．11

．17

．20

．16

．28

．26

．17

．16

．77

．76

．57

．51

．48

．79

．77

．69

．66

。60

．62

．51

．81

．81

．69

．63

．67

．55

．41

．42
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2．男女差の検討

　さきに構成された各尺度得点とやりがい感、ストレス、疲れ、将来性への不安、職場や

仕事での悩み、自分の失業への不安、配偶者の失業への不安、世帯全体の収入減不安、組

合活動に関する項目のそれぞれについて、男女別に得点比較した結果を図IV－2－1に示

す。これらの得点は5点満点に換算された得点である。表中の＊は男女間における差が統

計的に意味のある程度を示したもので、＊の数が多いほど両群間に確かな差があることを

示す。

　まず、図IV－2－1を見てみると、時間葛藤、仕事享楽性、権限非委譲、職場仲間満足、

世帯全体の収入減不安については男女で平均点の差は見られなかったが、他の尺度につい

ては男女間で差が見られた。女性の方が男性よりも平均点が高かったものは、家庭時間関

与、完全主義、役割曖昧性、自分の失業への不安、配偶者の失業への不安であった。

　男女とも全体的な傾向として、ストレスや疲れを感じている一方で、やりがい感を感じ

ることもできている。適度なストレスはやりがい感を感じるためには必要である可能性が

ある。しかし、仕事享楽性はやや低く、仕事を楽しみだととらえているわけではないとい

うことがわかる。職場仲間への満足度は高く、仲間との人間関係は良好であることがうか

がえる。

　仕事と家庭のバランスについてみていくと、仕事への関与度は女性よりも男性の方が高

いといえる。一方、家庭に関しては時間的な関与度は男性よりも女性の方が高くなってい

るが、家庭関与は男性の方が高い。仕事と家庭の間での葛藤については、仕事が家庭生活

を阻害しているという葛藤および家庭生活が仕事を阻害しているという葛藤の両葛藤とも

男性の方が強く感じていたが、一方、時間的な忙しさを感じることについては男女差が見

られなかった。

　次に仕事への取り組み姿勢についてであるが、男性の方が女性よりも、仕事への衝動性

が高いといえる。一方、女性の方が男性よりもやや完全主義傾向にある。仕事過重は、量

的にも質的にも男性の方が女性よりかなり高くなっており、仕事上の役割に関する葛藤も

男性の方が高い。上司との垂直的交換関係は女性よりも男性の方が良好であるといえる。

　男性が女性よりもわずかに家庭関与が高く、一方、家庭時間関与はかなり低くなってい

ることから、一つの仮説として、男性が「家庭のために働いているのだ」という意識が強

く、実際には大切に思っているもののために時間をかけることができていないという矛盾

に気がついていないのではないかということが考えられた。

　仕事満足度を見てみると、職場仲間についての満足度に男女差はないが、やりがい満足、

上司満足、処遇満足については女性よりも男性の方が満足度は高くなっている。また、男

性は女性よりも仕事に対するやりがい感を感じている一方で、ストレスや疲れ、仕事の将

来性についての不安や仕事上の悩みもより多く抱えていることがわかる。失業についての

不安は男性よりも女性の方が強く持っている。

これらの男女差を検討する際には、「現在職場で働いている」男性と女性の比較であるこ
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とに注意する必要がある。つまり、本調査は現在会社で働いている人々を対象に行われて

いるので、仕事をしていない女性や休職中の人々は含まれていない。したがって、一般的

な男性についての議論や、一般的な女性についての議論は本調査のデータからはできない。

また、図から因果関係を読みとることはできないことにも注意を払う必要がある。例えば、

女性が男性よりも完全主義的であるということをとりあげてみると、完全主義的に仕事に

取り組まないと、女性は職場に残ることができない状況になっているのかもしれないし、

仕事を持っている女性が完全主義的なのかもしれない。

　次に、組合に関する尺度では、すべてについて男女差が見られ、組合への評価以外では

男性の方が女性よりも平均点が高かった。

　特に、組合活動への関心と参加度については、男性の平均値が女性の平均値を大きく上

回っていた。また、男性は女性よりも、組合への期待が大きいのに対し、組合への評価は

女性に比べ低くなっている。これについては、期待が大きいほど実際の活動とのずれを大

きく感じてしまい評価が低くなる、すなわち、要求水準の高さと考えることができる。
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3．年齢段階別の検討

　回答者を男女別に「20・24歳」「25・29歳」「30・34歳」「35－39歳」「40－44歳」「45－49歳」

「50歳以上」に分類し、年齢段階別に得点を比較した。男性の結果を図IV－3－1に、女

性の結果を図IV－3－2に示す。また、各年齢段階の人数は表1V－3－1のとおりであっ

た。なお、ここでは人数が少ないことから「20歳未満」は図から省略した。

表IV－3－1 男女別に見た各年令段階の人数

20畿未満　　20－24畿　　　25－29歳 30－34歳 35－39歳 40－44歳 45－49歳 50歳以上

男性

女性

30（0．7）　　　　　219　　（5．4）　　　　　751　（18，4）

ll（2．2）　　　　　131　（25．7）　　　　184（36．2）

1022（25．0）

73（14。3）

786（19．3）

29（5．7）

532（13．0）

18（3．5）

368（9．0）

22（4．3）

374（9，2）

41（8．D

・ （　）内は％を示す

（1）男性における年齢段階差

　図IV－3－1を見てみると、男性では権限非委譲以外で年齢段階による差が見られた。

　仕事と家庭の領域に関してみてみると、年齢が高いほど、より多くの時間を仕事に使い、

仕事に傾倒していることがわかる。家庭に関してはさらに、年齢段階が高いほど、家庭に

時間を使い、家庭を重要だと考えているといえる。仕事と家庭の両立で葛藤を感じている

のは、30歳代、40歳代であり、次いで20歳後半の年齢段階である。20代前半の若

年層や、50歳以上の年齢段階は、仕事と家庭の両立葛藤はそれほど高くない。

　仕事への衝動性は、45歳から49歳、40歳から44歳と、20歳から24歳の間と、

40歳から44歳と25歳から29歳の問で差が見られ、40歳代は20歳代よりも仕事

に追い立てられることを感じているといえよう。仕事享楽性については50歳以上や20

歳未満で高く、20歳代で低いということがわかる。完全主義は、50歳以上と、30歳

代、40歳から44歳の間で差が見られ、50歳以上の方が完全主義的に仕事に取り組ん

でいる結果となった。

　職場での環境についてみてみると、量的にも質的にも仕事過重を感じているのは、30

歳代であるといえよう。一方、20歳から24歳、50歳以上では、30歳代ほどは仕事

過重を感じていない。職場での役割に関する葛藤については、若年層ほど自分の役割につ

いての曖昧性を感じていることがわかる。相反する仕事の要求を受けるなどの役割葛藤は、

35歳から39歳が最も高く、若年層や50歳以上では低い。上司との垂直的交換関係は

年齢段階による差は見られなかった。

　職場での満足度についてみてみると、やりがいに関しては50歳以上と他の年齢段階に

差が見られ、50歳代では自分の仕事そのものに満足していることがわかる。上司満足度

については20歳代前半で最も高く、30歳代、40歳代では低い。職場仲間についての

満足度は20歳代で満足度が高くなっている。処遇に対する満足度は50歳以上で最も高

く、25歳から29歳、30歳から34歳、35歳から39歳では低い。

　やりがい感については50歳以上と他のすべての年齢段階の間に差が見られ、50歳以
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上が高いやりがい感を持っているといえよう。ストレスについては、30歳代、40歳代

で強く感じているようである。疲れに関しては、20歳代後半、30歳代、40歳代前半

で特に疲れを感じており、50歳以上との間で差が見られた。自分の仕事の将来性への不

安や職場や仕事での悩みは、50歳以上で低くなっている。一方、自分の失業への不安や

世帯全体の収入減に対する不安は、50歳以上で高い。転職希望は、45歳から49歳、

50歳以上では低くなっている。

　次に組合に関する項目についてであるが、組合への評価と組合への期待については年齢

段階での差が見られなかった。

　組合活動への関心は、若年層では低く、年齢が高いほど組合活動への関心が高くなって

いる。組合活動が役立っていると感じることや、自分の意見が組合活動に反映されている

と感じることについても、組合活動への関心と同様に、年齢が高いほど高くなっている。

組合の政治活動の必要性は、40歳以上では強く感じているが、20歳代、30歳代では

それほど強く感じていない。会社への注目、組合への注目、会社への信頼、組合への信頼

についても、組合活動への関心と同様に年齢が高いほど注目度や信頼度が高い。組合活動

の参加については、35歳以上が高くなっている。

（2）女性における年齢段階差

　女性では、権限非委譲、仕事量過重、仕事質過重、役割葛藤、垂直的交換関係、上司満

足、職場仲間満足、処遇満足、ストレス、疲れ、職場や仕事での悩み、世帯全体の収入減

不安においては年齢段階差が見られなかった。

　仕事と家庭のバランスに注目してみてみると、仕事時間関与、仕事関与ともに、20歳

代では低く、家庭時間関与、家庭関与についても、20歳代の若年層で低くなっている。

仕事が家庭生活を阻害する葛藤、家事のために仕事が十分にできない葛藤、仕事と家事と

で時間がないという葛藤のいずれも、40歳から44歳が最も高い。なかでも、家事が仕

事生活を阻害する葛藤は、他の年齢段階に比較し、たいへん高くなっている。

　職場での意識と環境については、50歳以上が20歳から24歳に比較して完全主義傾

向があり、40歳から44歳、50歳以上、30歳から34歳が25歳から29歳に比較

して仕事への衝動性が高いことがわかった。役割曖昧性は、男性と同様、若年層では高い

が、45歳から49歳、50歳以上といった層では、低くなっている。職場での経験が自

分の役割を明確にしていくことや、仕事上の役割が明確になっている人が会社に残ってい

くことが、考えられよう。

　職場満足度については、年齢段階差はほとんど見られなかったが、やりがい感や将来性

への不安については差が見られた。やりがい感では50歳以上が25歳から29歳と比較

してやりがい感が高く、将来性への不安では30歳から34歳が20歳から24歳と比較

して不安を感じていることがわかった。

　組合に関して見てみると、年齢段階差が見られたのは、組合活動への関心、政治活動の

必要性、会社への注目、組合への注目、組合活動への参加度であった。男性においては年
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齢が高いほど、組合への参加度や注目度が高かったのに対し、女性では40歳から44歳

で、比較的低くなっている。40歳から44歳の女性では、仕事と家庭の両立葛藤が高い

ことが組合への関心の低下に何らかの影響を及ぼしているかもしれない。
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4．従業員規模別での検討

回答者を、従業員規模別の「主要」グループ「中堅」グループ「A」グループ「地域」グ

ループ「CND」グループに分類し、得点を比較した。なお、回答者のうち男性が88．4％

を占めていたため、この分析については男性のみで行った。結果を図IV－4－1に示す。

また、年齢段階別に見た従業員規模別人数の内訳は表N－4－1のとおりであった。

表IV－4－1　男女別に見た従業員規模別の人数

〈男性〉

　主要

　中堅

地域

CND

〈女性〉

　主要

　中堅

域

㎜

地

C

2（0・2）　　　　 33（4．9）　　　 199（26・2）

5（0．9）　　　　　　26（4．8）　　　　　88（16．3）

4（0．9）　　　　　　22（5．且）　　　　62（14．4）

18（1．3）　　　　ll9（8●7）　　　301（22・0）

1（0．3）　　　　　　19（4．9）　　　　監01（26．2）

356（25．7）　　　245（23．　　　　　195（1且．

149（27．6）　　　114（21．　　　　　69（12．8）

ll2（25．9）　　　94（21．8）　　　　65（15。

306（22．3）　　　224（17．8）　　　160（1！．7）

99（25．7）　　　　89（23．1）　　　　43（11．

180（5．2）　　　　　144（3．6）

40（7．4）　　　　　49（9．

41（9．5）　　　　　32（7．4）

87（6．4）　　　　135（9匿9）

20（5．2）　　　　14（3唖6）

0（0．0）　　　　　24（24．0）　　　　48（48．0）　　　　16（16．0）　　　　　4（4．0）　　　　　　4（4．0）　　　　　　2（2辱0）　　　　　　2（2．0）

3（2．9）　　　　　22（21．6）　　　　40（39．2）　　　　20（19．6）

置（1．9）　　　　10（19．2）　　　14（26．9）　　　14（26．9）

7（3．3）　　　　　59（27．6）　　　　63（29．4）　　　　　20（9．4）

0（0．0）　　　　16（39．0）　　　［9（46．3）　　　　3（7噂3）

6（5．9）　　　　　1（1の0）　　　　 4（3．9）　　　　　6（5．9）

2（3．9）　　　　　3（5．8）　　　　　2（3．9）　　　　 6（11．5）

14（6．5）　　　　　10（4．7）　　　　　t4（6．5）　　　　27（12．6）

3（7．3）　　　0（0．0）　　　0（0．0）　　　0（O．O）

　　　　　　　　・（　）内は％を示す

　従業員規模別で差が見られなかったのは、家庭時間関与、家庭→仕事葛藤、役割葛藤で

あった。組合に関する得点比較では、すべてにおいて従業員規模別で差が見られた。

　仕事と家庭のバランスに関してみていくと、「CND」グループは他の4者よりも仕事に

時間を費やしており、そのためか仕事が家庭生活を阻害する葛藤や仕事と家事とで時間が

ないという葛藤を最も強く感じているのは「CND」グループである。「地域」グループは

家庭関与がやや低くなっている。

　次に職場での意識や職場の状態に関して見ていくと、「CND」グループが仕事への衝動

性が高く、完全主義傾向や他の人と仕事を分け合うことができない傾向があり、仕事と家

庭の両立葛藤も高いことを合わせると、「CND」グループは非常にストレスフルな状態で

働いているといえよう。また、仕事過重や役割に関する葛藤も、ストレスの原因として考

えられているが、仕事量過重については、「A」グループが「中堅」グループよりもやや強

く感じていて、仕事質過重については、「A」グループや「主要」グループが「地域」グル

ープや「CND」グループよりもやや強く感じている。仕事での、自分の役割の曖昧さは、

地域グループが高い。一方「CND」グループでは役割曖昧性がやや低く、仕事上の役割は

比較的明確であるようだ。上司との関係については、「主要」グループでは上司との間で

質の高い役割期待の交換がされている。

　職場での満足度に関しては、ほぼ、従業員規模の大きいグループのほうが、満足度が高
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くなっている。やりがい感は「地域」グループが低く、ストレスや疲れは「CND」グルー

プが高い。「地域」グループにおけるやりがい感の低さには、仕事上の役割が曖昧で、職

場での満足度が低いことが関係している可能性がある。同様に、「CND」グループのスト

レスには仕事と家庭の両立葛藤や、完全主義的な仕事への取り組み方、仕事での疲れが影

響しているかもしれない。自分の失業への不安は、「主要」グループのように規模が大き

いグループは低いが、「地域」グループはやや不安を感じている。転職希望については、

規模が大きいグループでは転職希望が低い。失業不安が高い一方で転職希望もやや高い地

域グループは心理的に安定していないことが伺える。また、「CND」グループの転職希望

が高いことについてはストレスの影響を考慮する必要があろう。

　組合活動について見てみると、組合への関心、評価、期待、注目、信頼といった項目で

は、規模が大きいグループのほうが高い傾向がある。「地域」グループは、組合活動が労

働条件の改善・生活向上に役立っていると感じる度合いが低く、このことが原因で組合へ

の信頼や期待が低くなっているのかもしれない。組合への参加度では、「主要」グループ

と「地域」グループの間に差はなく、「地域」グループが、組合が生活向上に役立ってい

ると実感できないながらも、組合活動に参加していることがわかる。
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5．職種別での検討

　回答者を、職種別に「生産現場ないし技能職」「技術・研究開発」「事務・管理」「営業・

販売」「サービス」「その他」に分類し、得点を比較した。回答者のうち88．4％が男性であ

ったため、男性のみを分析対象とした。結果を図IV－5－1に示す。また、年齢段階別に

見た職種別人数の内訳は、表IV－5－1のとおりであった。

表IV－5－1 男女別に見た職種別の人数

20歳未満 20－24歳 25－29畿 30－34歳 35－39歳 40－44歳 45－49歳 50歳以上

〈男性〉

生産現場ないし技能職 22（1．0） 143（6．4） 335（14．9） 463（20．6） 376（16．7） 336（15．0） 285（12．7） 287（12．8）

技術・研究開発 1（0．1） 31（4．4） 177（25．0） 250（35．3） 145（20．5） 68（9．6） 20（2．8） 16（2．3）

事務・管理 1（0．2） 16（2．9） 且05q8．7） 162（28．9） 131（23．4） 68（12．D 38（6．8） 40（7．1）

営業・販売 2（0．6） 16（5．1） 81（25．9） 89（28．4） 70（22．4） 1（10．2） 15（4．8） 7（2．2）

サービス 1（0。7） 9（5．9） 40（26．3） 40（26．3） 40（26．3） 12（7．9） 5（3．3） 5（3．3）

その他 1（1層D 3（3．2） i3（13，7） 17（17．9） 21（22．D 16（16．8） 5（5．3） 19（20．0）

〈女性〉

生産現場ないし技能職 4（2．5） 25（16．5） 41（26．0） 24（15．2） 10（6．3） 10（6．3） 10（6．3） 33（20．9）

技術・研究開発 0（0．0） 5（31．3） 8（50．0） 2q2．5） 1（6．3） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

事務・管理 5q．6） 92（29．8） 且29（41．8） 43（13．9） ［7（5．5） 6（1．9） 10（3．2） 7（2．3）

営業・販売 0（0．0） 3（37，5） 4（50．0） 1（12．5） 0（O．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

サービス 1（14。3） 1（14．3） 且（14．3） 2（28．6） 0（0．0） 0（0．0） 1（14．3） 1（14．3）

その他 0（0．0） 4（44．4） 1（11．1） 1（11．i） 0（0．0） 2（22．2） 1（11『1） 0（0．0）

・ （）内は％を示す

　職種別で差が見られないのは、家庭時間関与、家庭関与、家庭→仕事葛藤、垂直的交換

関係、やりがい満足、上司満足、配偶者の失業への不安、組合への期待であった。

　仕事と家庭のバランスについてみていくと、最も仕事時間関与が高いのは営業・販売で、

さらに営業・販売は仕事が家庭生活を阻害する葛藤も高いことがわかる。

　職場での意識や環境については、サービスや営業・販売は、仕事への衝動性が高く、仕

事に追われていると感じながら働いていることがうかがえる。また、仕事を楽しみだと感

じることがサービスとその他に比較して、事務・管理、技術・研究開発ではやや低くなっ

ている。技術・研究開発は、仕事量、仕事の質ともに仕事過重感が強く、役割葛藤もやや

高くなっていて、このことはストレスや疲れにつながると考えられる。

　職場での満足度ややりがい感については、職種別の差はほとんど見られなかったが、ス

トレス、疲れ、不安に関しては差があり、特に営業・販売が高くなっている。これには、

先に指摘した仕事と家庭の両立葛藤や、仕事に追われると感じることが影響している可能

性がある。また、疲れにっいてはサービスや技術・研究開発でも高い値になっていた。サ

ー ビスでは仕事への衝動性と疲れの、技術・研究開発では仕事過重と疲れの関連性が考え

られよう。

　組合に関しては、組合活動への関心や信頼が比較的高いのはサービスであった。一方、

生産現場ないし技能職と技術・研究開発は組合活動が労働条件の改善や生活向上に役立っ
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ていると感じることや、組合活動に自分の意見が反映されていると感じることが少なく、

このことが、組合活動への注目や信頼の低さに関連している可能性が考えられる。

　以上、個人属性別の分析を見てきたが、グラフより、従業員規模別や職種別の差異より

も、男女別、年齢段階別の差異の方が大きいことが明らかとなり、興味深い。
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6．概念間の関係性の検討

　各尺度間の相関関係を男女別に見た結果を、男性は表N－6－1に、女性は表IV－6－

2に示した。また、組合活動に関する相関関係は、男性については表IV－6－3に、女性

については表IV－6－4に示した。

　相関関係とは、－1から1までの相関係数で表され、1に近いほど2者の関連は強く、

－ 1に近いほど逆の関連が強くなる。0は関連がないことを表す。

〈仕事と家庭〉

　まず、仕事と家庭のバランスという観点から見ていこう。男女ともに、仕事時間関与と

仕事→家庭葛藤（男性r；．59、女性r＝。58）、仕事時間関与と家庭→仕事葛藤（男性rニ．31、

女性r＝．32）の間に相関がみられた。つまり、仕事に時間を費やすことは、仕事が家庭生

活を阻害していると感じる葛藤と関連があるといえる。一方、家庭時間関与は家庭→仕事

葛藤との関連があった（男性r＝．55、女性r＝．63）が、家庭時間関与と仕事→家庭葛藤の関

連は女性にのみみられた（男性rニ．22、女性r＝．45）。ここでは、男性も女性も、家事に時

間を費やすことは家庭生活が仕事を阻害していると感じる葛藤と関連があり、女性におい

ては家事に時間を費やすことが仕事によって家庭生活が阻害されると感じる葛藤とも関連

があることがわかる。

　家庭時間関与と家庭関与の相関は女性には見られる（r＝．36）が、男性にはほとんど見ら

れない（rニ．15）。男女別の分析でも指摘されたように、男性では家庭に関心があることと

家庭に時間を費やすことの関連は女性ほどは強くないようである。

　また、仕事時間関与と時間葛藤の相関は男性ではrニ．50であったが、女性ではr＝29で

あった。一方、家庭時間関与と時間葛藤の相関は男性ではrニ．45であるのに対し、女性で

はr＝．77と高い正の相関となっている。つまり、男性の時間葛藤は仕事にどれだけ時間を

費やしているかということと関連があり、女性の時間葛藤は家庭にどれだけ時間を費やし

ているかということと関連があるといえる。

　仕事→家庭葛藤と家庭→仕事葛藤の相関は、男性でr＝．47、女性でr＝．69であった。男

性においても女性においても、仕事が家庭生活を阻害する葛藤と家事があるので仕事で十

分に力を発揮できない葛藤の問には関連があり、女性の方が両者の関連は強いようである。

〈仕事への取り組み方や職場環境〉

　男女ともに、仕事時間関与と仕事量過重の間（男性r＝．46、女性r＝．54）、仕事時間関与

と仕事質過重の間（男性F．37、女性rニ．40）、仕事時間関与と役割葛藤の間（男性rニ．30、

女性rニ．41）に相関がみられた。仕事量が多いことと仕事に時間を費やすことは、関連す

ることは容易に考えられるが、仕事において質的に過重感がある場合や相反する仕事の要

求などで役割葛藤を感じている場合も、仕事に時間を費やすということがわかった。

　また、仕事衝動性は仕事時間関与、仕事量過重、仕事質過重、役割葛藤とも相関がみら

れることから（男性r＝．54，rニ．38，rニ．32，rニ．30，女性．r＝54，r＝．44，r＝．35，r＝，32）、一つの仮説と
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して、仕事の過重感を感じたり、役割葛藤を感じる場合、さらに仕事をやらねばならない

と感じることによって、仕事に時間を費やすようになると説明できるだろう。つまり、仕

事量が多い人、仕事上の責任が重い人、相反する仕事の要求を受けることや人手もないの

に仕事を任されることがある人ほど、仕事から離れられないと感じているので、その結果、

仕事にかける時間が増加するということである。

　男女で相関の表われかたが異なるものに注目すると、男性では仕事量過重と時間葛藤の

相関（r＝．37）、仕事質過重と時間葛藤の相関（r＝．31）がみられるのに対し、女性ではほと

んど相関がなかった（r＝17，r＝24）。男性にとって仕事と家事とで時間的に余裕がないとい

う葛藤は仕事過重と関連があるがことがわかる。女性では、先に述べたように、女性の方

が男性よりも時間葛藤と家庭時間関与の関連が強い（男性r＝．45、女性rニ．77）ことから、

女性の時間葛藤は家事過重と関連がある可能性がある。

　また、女性では仕事享楽性と仕事時間関与の相関（r＝．30）、仕事享楽性と仕事衝動性の

間の相関（r＝．31）がみられたのに対し、男性ではほとんど相関がなかった（rニ．21，r＝．17）。

つまり、仕事を楽しみであると捉えている人ほど、仕事に時間を費やしたりいつも仕事の

ことを考えているという傾向は、女性にみられるということである。男性では、仕事に時

間を費やすことや常に仕事のことが頭から離れないということは、必ずしも仕事に対して

楽しいものであるととらえていることとは関連していないのである。

〈ストレスや悩み〉

　次に、ストレスに注目して見てみると、男性ではストレスと、仕事時間関与、仕事→家

庭葛藤、仕事質過重、仕事量過重の間にそれぞれ相関が見られる（r＝．31，r＝34，F．34，r＝．32）

が、女性ではいずれとも相関がみられない。したがって、男性は仕事過重や長時間労働が

ストレスにつながっていることや、仕事の忙しさから家庭での役割が果たせないという葛

藤がストレスの原因になっていることが示唆される。

　疲れについて見た場合、男女とも、疲れと、仕事時間関与、仕事→家庭葛藤、仕事量過

重の間に正の相関が見られた（男性r＝．36，r＝39，rニ37，女性F．35，rニ．36，r＝．40）。仕事過重、

仕事時間の長さは直接的に身体の疲れに関連していると思われるが、さらに仕事→家庭葛

藤が疲れに結びつくことがわかる。さらに、女性では疲れと仕事衝動性の間にr＝．30の相

関が見られた。つまり、女性では仕事のことが頭から離れない傾向が、疲れに結びついて

いると考えられる。

　職場や仕事での悩みについてみてみると、男女ともに職場や仕事での悩みとストレスの

間に相関（男性F．36、女性F．37）がみられ、悩みとストレスは関係があることが示唆さ

れた。また、女性では職場仲間満足との間に負の相関（r＝・．34）が見られた。女性は職場

仲間のサポートにより、悩みが減少することがあるようである。

　ストレスと疲れの相関は男性でr＝．44、女性でrニ．37、上述したようにストレスと職場や

仕事での悩みの相関は男性でr＝．36、女性でr＝．37であり、疲れ、悩み、ストレスは関連

していることがわかる。

一 92一



〈やりがい感〉

　仕事に対するやりがい感について見てみると、男女ともにやりがい感と仕事関与の間（男

性rニ．42、女性r＝．39）、やりがい感と仕事享楽性の問（男性r＝．38、女性r＝．36）に相関が

みられた。仕事に関心がある人が仕事でやりがい感を感じており、また仕事を楽しみだと

考える人はやりがい感を感じていると考えられる。

　仕事満足度との関連にっいては、男女ともやりがい感とやりがい満足度の間に相関がみ

られた（男性r＝．48、女性r＝．41）。男性ではやりがい感と上司満足、職場仲間満足、処遇

満足の間に正の相関（r＝．30，r＝．31，r＝．33）が見られたのに対し、女性では見られなかった。

このように、男女ともに、やりがい感を持つことと自分の仕事そのものに対する満足度は

関連していることがわかる。さらに、男性においては上司や職場仲間、処遇への満足度も

やりがい感と関連している。

　また、男性では垂直的交換関係とやりがい感の間に正の相関（r＝．32）が見られるのに対

し、女性では見られない。つまり、男性では上司との間で情報や期待などの交換ができて

いることとやりがい感との間には関連があるということである。また女性がやりがい感と

垂直的交換関係に相関関係が見出されなかったのは、女性において上長との関係が高くな

いということが影響していると考えられた。

〈組合活動について〉

　組合活動に関する相関関係は、男性については表IV－6－3に、女性については表IV－

6－4に示した。

　まず、組合活動への参加度という点に注目して見てみると、男性で組合活動への参加度

との間に正の相関が見られたのは組合活動への関心（r＝．55）、組合活動の役立ち度（r＝．34）、

組合活動への自分の意見の反映度（r＝．34）、組合への注目（r＝．34）であった。一方、女性

で組合活動への参加度との問に正の相関が見られたものは、組合活動への関心（r＝．48）の

みであった。

　また、男女とも、組合への注目と組合への信頼の間、会社への注目と会社への信頼の間

には正の相関（男性r＝．66，r・．47、女性r＝．56，r＝．44）が見られたが、会社への注目と会社

への信頼の間の相関よりも、組合への注目と組合への信頼の間の相関が強かった。特に男

性は組合への注目と組合への信頼の関連が強いようである。

　会社への注目と組合への注目の間、会社への信頼と組合への信頼の間にも正の相関が見

られた（男性r＝．50，r＝．51，女性r＝．51，F．52）。このことから、会社に注目することと組合

に注目することは関連しており、会社への信頼は組合への信頼と関連があることがわかる。

　組合に関する相関表を男女で比較してみると、男性の方が女性よりも組合活動に関連す

る事柄の間に相関関係が見られる。組合活動への参加度や組合活動への関心の得点を男女

で比較したところ（図IV－2－1）男性に比べて女性は得点が低かったことも合わせて考

えると、女性は組合活動への参加度や関心が低いため、組合に関する相関関係もあまり見

られないのかもしれない。
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7．転職の規定要因分析

　ワーク・ファミリーコンフリクトおよび仕事満足度、やりがい感、職務ストレス、転職

希望の規定要因を検討するため、ワーク・ファミリーコンフリクトおよび仕事満足度、や

りがい感、職務ストレス、転職希望を従属変数とし、個人背景要因、仕事や家庭への関与、

仕事への姿勢、職場での状況を説明変数とした階層的重回帰分析を行った。まず第1段階

として、個人背景要因である性別、年齢、勤続年数、転職経験、学歴、職種、企業規模、

既婚が投入された。次に第2段階として、仕事時間関与、仕事関与、家庭時間関与、家庭

関与、仕事衝動性、仕事享楽性、完全主義、権限非委譲、仕事量過重、仕事質過重、役割

曖昧性、役割葛藤、垂直的交換関係が投入された。第3段階では、ワーク・ファミリーコ

ンフリクト、仕事満足度、やりがい感、職務ストレスが投入された。結果を表IV－7－1

に示す。

ワーク・ファミリーコンフリクトに関して、R2は．55（修正済み決定係数54、　p＜．001）

であった。標準偏回帰係数をみると、仕事時間関与（β　＝．36，p＜．001）と家庭時間関与（β

＝．41，p〈．001）から、ワーク・ファミリーコンフリクトへの正の影響が見られる。このこ

とから、仕事や家庭に時間を費やしている人ほど仕事と家庭の両立に関する葛藤を感じて

いることがいえる。また、ワーク・ファミリーコンフリクトには年齢からの負の影響（β

＝・．13，p〈．001）と勤続年数からの正の影響（β＝．11，p〈．001）がみられた。つまり、ワ

ー ク・ファミリーコンフリクトは年齢が低い方が高くなるが、一方で、勤続年数が増える

とワーク・ファミリーコンフリクトが高まるという現象が見出された。これは一見非常に

矛盾していると思われるが、若年層でワーク・ファミリーのバランスをとることが難しい

ことは経験的に理解できる。一方勤続年数が増えて仕事の責任感が増加することにより、

家庭と仕事のバランスが難しくなることも納得できるところである。個人背景要因では婚

姻状況からワーク・ファミリーコンフリクトへの正の影響もみられた。結婚している人は

ワーク・ファミリーコンフリクトが高いことがいえる。他にも仕事衝動性の正の影響（β

＝ ．13，p＜．001）、仕事量過重の正の影響（β＝．11，p〈．001）が見られた。仕事のことが頭

から離れない人や仕事量が多い人ほどワーク・ファミリーコンフリクトが高いことがいえ

る。仕事関与からの負の影響（β＝・．12，p〈．001）があることから、仕事関与が高いほど

仕事中心の価値観を持っており、コンフリクトが生じないものと考えられる。
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表IV－7－1重回帰分析結果（3022名）

W－Fコンフリクト　仕事満足度 やりがい感 職務ストレス 転職希望

〈個人背景要因〉

性別

年齢

勤続年数

転職経験

学歴

職種
（生産）

（技術）

（事務）

（営業）

（サービス）

企業規模

既婚

一
．03零零

一
．13零零零

．11写郡

．01

．06構

一 ．06

－ ．02

－
．08零

一．03

－ ．00

－．00

．14辮

．01

－
．01

－。04

－ ．01

－ ．03

　
　
　
　
零

　
　
　
　
写

　
　
　
　
零

」
帰
0
0
」
鱒
3
1
【
0
0

0
∩
U
O
n
U
O
O
O

．01

－ ．02

－
．06；

．00

．02

一 ．04

。02

．00

－ ．02

．04’

．02

。03

．01

－
．06零事

．02

．05纏

．03

．06

．04

．01

．04

．0ボ寧

一 ．Ol

－ ．02

．03

－
．16零写写

．10靭

．00

－ ．00

　
審
　
　
　
　
　
　
写

　
零
　
零
　
　
　
　

宰
　
響
◎

写
　
●
や
　
●
○
　
　
　
　
●
●
　
写

」
碍
2
0
」
り
【
」
4
鱒
り
乙
ρ
U

1
1
1
n
U
O
1
0

　
　
　
　
一
　
一

Rl

ADJ　Rlz

．07

．07t＃

．03

．03襯

．03

．03辮

．05

．05辮

．07

．07零零写

仕事時間関与

仕事関与

家庭時間関与
家庭関与

仕事衝動性

仕事享楽性

完全主義

権限非委譲

仕事量過重
仕事質過重

役割曖昧性

役割葛藤

垂直的交換関係

．36

－
．12写写写

．41零写写

一 ．02

．13辮

．01

－．02

－ ．02

．11寧零

．06構

．05隅

．07辮

一 ．01

．01

．07写騨

一 ．01

－ ．03

－ ．02

．06写審写

一
．04寧

一．06蹴
．04零

．053零

一
．11宰写写

一．15辮
．46：；t

一 ．05

．27概

一 ．04

．00

－ ．02

．16写写写

．00

－ ．03

．02

．0ボ3

－
．12審闘

一 ．02

．02

．15

－ ．01

－
．06霧零

．04

．10事零蓼

一
．19寡鉢

．02

－．00

．11写零零

．13寧零零

．00

．03

．043

．03

－
．14写写零

．01

－．03

－ ．00

－ ．02

－．00

．00

－
．06写

．07闘

一 ．00

．08審郭

一．00

R2

ADJ　R2z

．55

．54審闘

．50

．50写写写

．32

93ド零署

．36

．35零零事

．17

917写写零

W－－Fコンフリクト

仕事満足度
やりがい感

職務ストレス

一 ．01

．16襯

一
．16零￥零

●
○

　
　
●
●

●
●

　
　

寧

零
　
　
零

01

22

一
12

　
　
一

．16

－ ．21榊

一．111zz

。06

－
．07零写

一
．14；zz

．11零零写

R3

AD」　R3z

．54

．54零写零

．36

．36郡零

．41

．41：u

．21

．20＃t

p＜．05　 p＜．01　p＜．OO1

　仕事満足度に関しては、垂直的交換関係の強い正の影響（β＝．46，p〈．001）がみられ、

上司と部下の関係の良好さが労働者の職場での満足度を強く規定していることがわかる。

他にも役割曖昧性から仕事満足度への負の影響（β＝・．11，p＜．001）、役割葛藤から仕事満

足度への負の影響（β＝・．15，p＜．001）もみられた。つまり、自分の仕事上の役割が曖昧

であることや、相反する要求で役割上の葛藤を感じることにより仕事上での満足度は低く

なることがわかる。また、仕事満足度にはやりがい感からの正の影響（β＝．16，p〈．001）

と職務ストレスからの負の影響（β＝・，16，p〈．001）がみられた。

　一方、やりがい感については、仕事関与からの正の影響（β＝．27，p＜．001）が大きく、

やりがい感の重要な規定要因は仕事を大切に思っている度合いであるといえる。また、仕
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事関与の影響の他に、仕事享楽性からの正の影響（β＝．16，p〈．001）、役割曖昧性からの

負の影響（β＝・．12，p〈．001）がみられた。つまり、仕事への取り組み方として、仕事を

楽しみであると考えて取り組む人はやりがい感を感じており、職場での状況として、自分

の役割が明確でない人ほどやりがい感を感じていないことがわかる。仕事満足度からの正

の影響（β＝．22，p＜．001）と職務ストレスからの負の影響（β＝一．12，p〈．001）もみられ

た。

　職務ストレスに関しては、仕事時間関与の正の影響（β　＝．15，p＜．001）、仕事衝動性の

正の影響（β＝．10，p〈．001）、仕事享楽性の負の影響（β＝・．19，p〈．001）、仕事量過重の

正の影響（β＝．11，p〈．001）、仕事質過重の正の影響（β＝．13，p＜．001）がみられた。つ

まり、職場での状況として、仕事量が多いことや仕事上の責任が重いことが職務ストレス

を規定している。また、仕事への取り組み方として、仕事のことが頭から離れず仕事を楽

しみだと考えていないいわゆるワーカホリックな人は職務ストレスが高くなっている。さ

らに、職務ストレスには、ワーク・ファミリーコンフリクトの正の影響（β＝．16，p〈．001）、

仕事満足度の負の影響（β＝・．21，p〈．001）、やりがい感の負の影響（β＝・．11，p〈．001）が

みられる。

　最後に転職希望の規定要因についてであるが、まず個人背景要因の職種からみていくと、

正の影響を持つものは、生産現場ないし技能職（β＝．14，p〈．05）、技術・研究開発（β＝．16，p

＜．001）、事務・管理（β＝．14，p＜．01）であった。つまり、これらの職に携わっている人

ほど転職希望が高いということである。また、年齢の負の影響（β＝・。16，p＜．001）、勤続

年数の正の影響（βr10，p〈．01）がみられる。これはワーク・ファミリーコンフリクト

の傾向と同様に一見矛盾しているように思われるが、年齢が低いときは転職希望が高いこ

とは納得できよう。また一方、勤続年数が増えることにより、変化を期待する、あるいは

職場での先が見えてくることによって、転職を考えるなどの仮説を考えることができよう。

他に企業規模の負の影響（β＝・．12，p＜．001）がみられた。このことから、企業規模が大

きいグループほど転職希望は低いことがいえる。一方、仕事への姿勢や職場での状況に関

する要因の影響は仕事関与の負の影響（β＝・．14，p＜．001）のみであった。つまり、仕事

を大切に思っている度合いが低いほど転職希望は高い。また、転職希望にはやりがい感の

負の影響（β＝・．14，p＜．001）、職務ストレスの正の影響（β＝．11，p＜．001）がみられる。

すなわち、仕事への考え方や職場での状況が直接転職希望に結びつくことはなく、やりが

い感やストレスといった心理的結果を媒介して転職希望が生じていることがわかる。これ

らの関係を図示したのが図IV－7－1である。ただしここでは煩雑さを避けるために、個

人背景要因をはずしてある。

一 101一



．
ゆ
慮
p
無
送
蝶
回
馨
糾
聴
楚
伸
無

、

⊃

終
魍
但
枳
e
鄭
聾
ゆ
▲
…
．
▲
1

　
図
闘
製
超
e
馴
爬
響
騨
〒
〒
≧
区

102

曝
潔
租
颪
に

畔
潔
租
騨
乙
、

1
争
ら
ム
ム
K

　
　
燃
響

較
坦

e
協
亀

姉
認



単純集計結果（2000．2、18）、（2．24一部修正・加筆）

自動車総連第9回組合員意識調査

（全トヨタ労連組合員意識調査） 一企画・調査：中部産政研一

【調査のお願い】

　この調査は、自動車総連組合員の皆さんに、働きがいや生きがい、職場生活、労働組合の活動、労働運動と政治などに関する考え方、
要望などをお聞きし、今後の自動車総連の活動や方針作成に活かすことを目的として行うものです。

上記自動車総連の調査に加え、全トヨタ労連として独自の設問を付加し独自のまとめを実施するものです。

調査結果は、上記の目的以外に使用することはありませんので、皆さんの率直なご意見をお書き下さい。

【記入上の注意】

　　1．回答は該当する番号を設問右側の□の中に記入して下さい。回答は特に指示がない限り、1つだけ記入して下さい。

　　2．設問によっては○をつけるものもありますので注意して下さい。

　　3．回答欄の下についている（）内の数宇は、集計用の番号ですので気にする必要はありません。

　　4．記入後は専用の封筒に入れ、封をしてご提出ください。

【基本項目】

A1労連コード

　　L全トヨタ労連
　　2．日産労連

　　3．全本田労連

　　4三菱自動車労連

5．全国マツダ労連

6．全いすゴ労連

7．富士労連

8．ダイハツ労連

9．スズキ労連

10．日野労連

ILヤマハ労連
12．部品労連

　　　　（5－6）

　　　　　　　　単純集計結果
（単純集計結果はアンケートを単純集計したものであり、

本文の各項目の有効サンプル数と一部異なる場合もあ
る。）

A2所属組合コード

　　　　　　　　　　（7－10）

F1性別

　　1．男性

　　2．女性

　→
口
… 無回ロ　　29

　1　　4．083

　2　　　509
％
％

0
》
－
暉8
1F2調査時の満年齢 ［ココ→

　　　　｛12－13）

20　未満

20－24
25－29
30－34
35－39
40－44
45－49
50一

　29
218
751

1．021

783

532

368

374

1％

5％

18％

25％

19％

13％

9％

9％

4，076

F3勤続年数

1．2年未満

2．2－5年

3．6－9年

4．10－19年

5．20年以上

口→
　（14）

　31
207

448

1，054

1，786

1．094

5％

10％

23％

39％

24％

F4転職経験
　　1．あり

　　2．なし 口→
　（15＞

無回答

　1

　2

　21
1．058

3．542
％
％3
7

ウ
」
7

F5学歴
　　1。中卒

　　2。高卒
　　3．高専・短大卒

　　4．大学・大学院卒

　　5．企業内訓練所卒

F6仕事の種類
　　1．生産現場ないし技能職

　　2．技術・研究開発

　　3．事務・管理

　　4．営業・販売

　　5．サービス

　　6．その他

口→
　（16）

　
→甲

　20
330

2．547

455

1．083

　186

無回答 24
1 2，414

2 725
3 871

4 323
5 159
6 105

7％

55％

10％

24％

4％

53％

16％

19％

7％

3％

2％
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F7業種
　　1．自動車製造部門
　　2．部品製造部門
　　3．販売部門（サービス含む）

　　4．輸送部門
　　5．その他部門

口→
　（18）

無回答 38
1 1，371

2 2」20
3 506
4 93
5 492

30％

46％

11％

2％

11％

F8企業規模（従業員数）

　　1．IOO人未満
　　2．100－299人

　　3．300－499人

　　4．500－999人

　　5．1000－4999人

　　6．5000人以上

口→
　（19）

無回答 71

1 194
2 623
3 541

4 671

5 1，032

6 1，489

4％

14％

12％

15％

23％

33％

F9家族構成
　　1．独身

　　2．既婚・夫婦のみ

　　3．既婚・夫婦と子ども

　　4．既婚・親などの同居あり

　　5．その他

口→
　〔20）

無回答　　18
　　　　1，403

　　　　512
　　　　11863

　　　　757
　　　　　68

30％

11％

40％

16％

1％

F10勤務形態
　　1．常昼勤務
　　2．交替勤務（連二）

　　3．交替勤務（昼夜二交替）

　　4．交替勤務（その他）

　　5．その他特殊勤務

口→
　（21）

無回答 18

1 3，446

2 472
3 519
4 142
5 24

75％

10％

11％

3％

1％

F11世帯の収入源
　　1．本人賃金収入のみ
　　2．共働き・フルタイマー

　　3．配偶者のパート・内職収入あり

　　4．財産収入・副業収入あり

　　5．その他

口→
　（22）

　37
2．710

711

878

　39
246

59％

16％

19％

1％

5％

Fl　2組合役員（職場役員含む）経験の有無

　　1．現在役員をやっている

　　2過去にやったが現在はしていない
　　3．組合役員をしたことはない

口→
　〔23）

無回答　　33
　1　　2，235

　2　　　669
3　　1，684

49％

15％

37％

【質問項目】

Ql仕事に対するやりがい感についてどのように感じていますか。
1．かなりやりがいがある

2，まあやりがいがある方だ

3．あまりやりがいがない

4．全くやりがいがない

口→
　（24）

無回答　　20

　1　　　539
2　　2，715

3　　1．227

4　　　120

12％

59％

27％

3％

Q2（Q1で1，2を選んだ方へ）やりがいを感じる主な理由を2つ以内で選んで下さい。

　　1．仕事が自分に合っている

　　2．能力や創意が発揮できる

　　3．仕事の意味や使命感が感じられる

　　4．収入のわりに仕事が楽だから

　　5．仕事に励めば昇進が期待できるから

　　6．仕事に励めば生活がよくなるから

　　7職揚の人間関係がよいから
　　8．仕事を通して達成感が味わえるから

　　9．仕事が面白いから

　
→

日
㈹

無回答3，128
1　　1．176

2　　　812
3　　　980

4　　　77
5　　　125
6　　　537

7　　　824
8　　1，254

9　　　329
■
1

Q3（Qlで3，4を選んだ方へ）やりがいを感じない主な理由を2つ以内で選んで下さい。

　　L仕事が自分にむいてないから
　　2．能力や創意が発揮できないから

　　3．仕事の意味や使命感が見出せないから
　　4．仕事がきついから

　　5．昇進の先行き見通しがないから

　　6．仕事に励んでも生活がよくならないから

　　7．職場の人間関係がよくないから

　　8壮事の達成感が味わえないから
　　9．仕事が面白くないから

　
→

日
照

無回答6，703
1　　　234

2　　　248
3　　　329
4　　　225
5　　　159

6　　　378

7　　　199

8　　　491

9　　　276
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4あなたの職場や仕事には以下にあげるようなことが当てはまりますカ㌔A～Wのそれぞれ、あな　たの考え方に近い番号にOをつけて下さい。

　1

そう思う

　2
ある程

度そう思

う

　3
あまりそ

う思わな

い

　4

そう思わ

ない
無回答 1 2 3 4

A．仕事量に比べ要員の絶対数が少ない 1 2 3 4
→ 113 t527 t554 1，035 392

B．仕事を遂行するのに必要な能力を持った人材が足りない 1 2 3 4 121 1，242 t728 1，208 322
C．よい指導者や上司に恵まれていない 1 2 3 4 122 761 1，447 1，701 590
D．いつも仕事に追われ納得のいく仕事ができない 1 2 3 4 130 953 1，753 1，430 355
E、自己啓発の時間がとれない 1 2 3 4 132 1，021 1，696 1β99 373
E人の育成がおろそかにされている 1 2 3 4 133 1，425 1，788 1，076 199
G．設備改善や研究開発に対する予算が不十分 1 2 3 4 139 1，471 1，538 1，194 279
H．同じような作業が多く、仕事にあきたり惰性になる 1 2 3 4 126 576 L461 1，819 639
L自分の能力を発揮する機会がない 1 2 3 4 129 320 1，209 2，412 551
J．仕事上の責任や権限が少ない 1 2 3 4 131 344 1，055 2，380 711
K．自分に合った仕事をさせてもらっていない 1 2 3 4 123 312 915 2，457 814
L技術革新や製品転換のテンポが早すぎ、ついていくのが大峯 1 2 3 4 125 382 1，160 2，101 853
M．昇進・昇格の見込みがない 1 2 3 4 127 739 1，358 t912 485
N．仕事の割り振りに不公平がある 1 2 3 4 130 899 1，508 1，657 427
0．賃金・一時金等の査定や昇進・昇格のやり方に不公平があそ 1 2 3 4 124 889 1，436 t795 377
P仕事の成果が管理者や指導者のものになってしまう 1 2 3 4 134 462 1，090 2，206 729
Q．残業、早出や休出など超過労働が多すぎる 1 2 3 4 126 769 1，085 1，665 976
R．代休や年休がなかなかとれない 1 2 3 4 125 941 947 1，424 1」84
S．派遣や長期出張が多い 1 2 3 4 138 147 242 t126 2，968
T．職場の人間関係がよくない 1 2 3 4 138 311 835 t977 1，360
U．作業環境がよくない 1 2 3 4 130 725 1，200 1，768 798
V．小集団活動を行うゆとりがない 1 2 3 4 131 695 1，350 1，863 582
W男女間の処遇に不公平がある 1 2 3 4 126 411 1，034 1，951 tO99

‘29　嘗n

Q5あなたは今の仕事をしていてどの程度疲れを感じますか。

　　L慢性的に疲れがたまっていく

　　2．翌日まで疲れが残ることがある

　　3，翌日までには疲れがとれる

　　4．ほとんど疲れは感じない

｛29－51）

鴨
加
忽
甫
26

25
01

06

56
71

η
84
76

48

36

37
71

63

63

54
98

59
52

83

A
2
2
2
2
2
2
2
乞
2
2
，
乞
Z
2
2
2
，
2
2
Z
3
2
2
，
2
2

口→
　〔52）

無回答

　1
2

3

4

19

1．275

1，787

1，234

306

28％

39％

27％

7％

Q6（ρ5で1．2を選んだ方へ）あなたが疲れる理由は主として何によるものと思われますか。

　　王なものを2つ以内で選んで下さい。

　6．拘束感があるから

　7．その他

284
1，285

834
441

492

Q7あなたは今の仕事にストレスを感じますか。

　　1．常にストレスを感じる

　　2．ときどきストレスを感じる

　　3．ほとんどストレスは感じない
口→
　〔55）

無回答　　23

　1　　1，174

　2　　2，943

　3　　　481

26％

64％

10％

Q8賃金やその他の評価の基準として、あなたは年功を重視すべきだと思いますか。

　　それとも能力を重視すべきだと思いますか。

　　1．年功重視がよい

　　2．どちらかというと年功重視がよい

　　3．年功・能力とも均等に重視すべき

　　4．どちらかというと能力重視がよい

　　5．能力重視がよい

口→
　〔56）

無回答 24
1 167
2 315
3 2，712

4 979
5 424

4％

7％

59％

21％

9％

Q9（Q8で4，5を選んだ方へ）能力や業績の査定の結果が年収に与える影響は、どの程度が適当だ
暮繋諮平均（並みの評価）を1°°点とした場合」°°を中心として鵬と最低の数字でお

　　　　A．最高点　　　　　　　　　B最低点

［エココ．
　　　　　（57－59）

口．
　　（60－61）

未集計

Q10能力や業績の査定の結果は、どのような形で賃金に反映させるのが望ましいと思いますか。

　　4．月例賃金や年2回の一時金ではなく、そのための報奨金制度をつくる

無回答

　1

　2
3

4

42
363

1，142

2，376

698

8％

25％

52％

15％
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Q11あなたは自分の能力と仕事についてどのように考えていますか。

　　L現在の仕事は難しすぎるので、もっとやさしい仕事につきたい

　　2現在の仕事は適当と思うので、これ以上難しい仕事にはつきたくない 口→
3．現在の仕事は適当と思うが、さらに能力・技術を向上させてより高度な仕事につきたい　㈹

4．現在の仕事は易しすぎるので、もっと自分の能力にあった仕事をしたい

無回答　　38
　1　　　356
　　　　1，702　2
　　　　2β77　3
　　　　　147　4

8％

37％

52％

3％

Q12自分の仕事の将来性についてどのように考えていますか。

　　1．強い不安感がある

　　2．多少不安感がある

　　3．あまり不安感はない

　　4．全く不安感はない

口→
　（64＞

無回答

　1
2

3

4

　56
1．158

2，402

　920

　85

25％

53％

20％

2％

Q13（Ql2で1，2を選んだ方へ）不安はどのような理由によるものですか。

　　主なものを3つ以内で選んで下さい。

　　1．経営危機で会社が倒産したりするのではないか
　　2．事業所の統廃合などで今の仕事や職場がなくなってしまうのではないか

　　3．分社化などで関連会社への出向や転籍になるのではないか
　　4．職種転換・配置転換等でいままでの馴れた仕事が続けられなくなるのではないか

　　5職場の急速なコンピューター化やその高度化についていけないのではないか

　　6．仕事が肉体的、精神的にきつくなり、っいていけなくなるのではないか

　　7．仕事の内容が高度化し自分の知識や技能ではっいていけなくなるのではないか

　　8．職場の人間関係が悪くなり、いづらくなるのではないか

　　9．勤務形態や労働時間の変更などで働きにくくなるのではないか

　　10．その他

→

無回答 4，939

1 1」07
2 1，119

3 721

4 1，171

5 564
6 1」53
7 893
8 583
9 928

10 682
（65－70）

Q14あなたは今後の職業生活についてどのような道を進みたいと考えていますか。

　　A．今の会社について．B仕事の内容についてそれぞれお答え下さい。

　　A．今の会社について（労働条件は大きく変わらないことを前提に）

　　1．可能な限り今の会社で仕事を続けたい
　　2．同じ企業グループや関連ある企業なら今の会社にこだわらない

　　3．職務経験が生かせるなら、関連のない企業でもこだわらない

　　4，どのような会社、職務であってもあまりこだわらない

　　5適当な時期に退社し、家庭にはいるなどしたい

B．仕事の内容について

L会社の管理者として会社の運営に携わりたい
2．管理者とはいかずとも、できれば会社の職制として仕事を切り回したい

3．専門性や特殊技能を生かして腕をふるいたい
4．管理者や職制とまでいかずとも定年まで勤め上げたい

5．特に希望はなく、成行きにまかせる

　
→

口
㎝

口→
　〔72）

無回答 56
1 2，907

2 318

3 711

4 441

5 188

無回答 70
1 352
2 992
3 1，307

4 1，003

5 897

64％

7％

16％

10％

4％

8％

22％

29％

22％

20％

Q15あなたは転職を考えたことがありますか。

　　1．全く転職については考えていない
　　2．転職したいと思うことはあるが、具体的には考えていない

　　3．転職先の情報を集めるなど、具体的に転職を考えている

　　4．転職先の候補の会社を訪問した
　　5．ほぼ具体的に話が進んでおり、半年ほどの間に転職する予定である

口→
　（73）

2，686

　194

　62
　17

35％

59％

4％

1％

0％

Q16あなたは転職についてどんな考え方をお持ちですか。

　　1．1つの会社に定年まで勤めるのが昔通だと思う

　　2．転職は不利になるので、転職しない方がよいと思う

　　3．自分の能力を伸ばすためなら転職は当然だと思う

　　4．良い労働条件の会社であれば、転職は当然だと思う

　　5．特に考えたことはない

口→
　（74）

　6

866 15％

14％

24％

36％

11％

Q17あなたの職場では、以下にあげた事柄が生じていますか。
　　また、それらの事柄についてあなた自身は不安を感じていますか。

A～Fのそれぞれについて○をつけてください。

　1

職場に
生じてお

り、不安

を感じる

　2

職場に
生じてい

るが、不

安を感じ

ない

　3
職場に
生じてい
ないが、

今後に
不安を感
じる

　4
職場に
生じてい
ないし、

今後にも
不安を感

じない

A．出向 1 2 3 4

B転籍
1 2 3 4

C．希望退職 1 2 3 4

D．職種転換 1 2 3 4

E．転居を伴う転勤 1 2 3 4

F．アウトソーシングによる業務の外部移管 1 2 3 4

（75－80）

491

002

688
757

294
580
561

282

1，031

5t5
886
584
588

4

1．405

Ave
2．78

2，67

3．12

2．82

3．04

3．22
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Q18あなたは現在、職場や仕事での悩みがありますか。
　　1．ある

　　2．ない 口→
　（81）

無回答　　88
1　　3，197

2　　1，335
％
％
1
0
》

7
り
」

Q19（あると答えた方へ）その悩みは何ですか。

　　1．仕事内容に関する悩み

　　2．現在の自分の地位や処遇に関する悩み
　　3．職場の人間関係に関する悩み
　　4．今後の自分のキャリアに関する悩み

　　5．退職後の生活に関する悩み

　　6．仕事と家庭との両立に関する悩み

　　7．その他（　　　　　　　　　　　）

口→
　｛82〕

無回答1400
1　　t260
2　　　554

3　　　459

4　　　419

5　　　173

6　　　246

7　　　110

39％

17％

14％

13％

5％

8％

3％

今後2～3年間くらいであなたや配偶者が仕事を失ったり、収入が減る等の不安をどの程度感じていますか。A－CのそれぞれにOをつけてください。

　1
大いに
感じてい
る

　2

少し感じ

ている

　3
感じてい

ない

　4
自分以外

は働いて

いない 無回答 1 2 3 4
A．自分の失業 1 2 3

＼ → 150 612 t663 2」96 0
B．配偶者の失業 1 2 3 4 356 361 793 1β50 1，761

C世帯全体の収入減 1 2 3

＼
255 1，415 2，088 863 0

fR2　臼一、〔83－85）

以下の項目について、あなたにもっともよくあてはまる番号にOをつけてください。

　1

まったく

ちがう

　2
どちらか

といえば
ちがう

　3
どちらと

もいえな

い

　4
どちらか

といえば

その通り

　5
まったく

その通り

無回答 1 2 3 4 5

1．仕事は今の私にとって非常に大切な一部分である 1 2 3 4 5
→

71 155 429 1，151 1，750 1，065
2。私はほとんど夜も週末も仕事をする 1 2 3 4 5 87 1，706 1，217 857 555 199
3．私は自分の仕事に大変熱中している 1 2 3 4 5 118 349 800 2，019 1」66 169
4．私は誰よりもずっと多く、仕事に時間を振り分けてい
る

1 2 3 4 5
88 702 t181 1，771 726 153

5．私は自分の仕事に深く傾倒している 1 2 3 4 5 96 496 983 2」96 749 101
6．私はくたびれすぎて、これ以上仕事ができないとい
うところまで働くことがよくある

1 2 3 4 5
82 1ρ21 1，493 1，275 579 171

7．私にとって、生活上の他の事柄に比べれば、仕事はそんなに重要ではない

1 2 3 4 5
81 570 1，595 t653 549 173

8．私は夕食の後、夜にも仕事をする 1 2 3 4 5 86 2，255 1，096 723 335 126
9．仕事は私の人生の目標を達成する上で、中心的な
位置を占めている

1 2 3 4 5
84 568 1，059 1，666 948 296

10．私はしばしば働きすぎだと思う 1 2 3 4 5 84 509 923 1，615 1」33 357
11．たとえ自分がたくさんのお金を持ち、生活の維持
を心配する必要がなくなったとしても、私は働く

1 2 3 4 5
83 473 587 1，197 1，557 724

1 2 3 4 5
83 875 1，218 1，526 733 186

13．夜と週末は余暇活動のために空けるようにしている 1 2 3 4 5 99 222 532 1，151 t556 1，061

14．私のやることはほとんど仕事に関係している 1 2 3 4 5 119 1，131 1，567 1，358 383 63
15．通常、私は職務に関連した仕事を携えて、休暇に
行く

1 2 3 4 5
97 t996 1」84 1，051 226 67

16．もっとたくさん仕事ができるように、一日がもっと長

ければいいのにと思う
1 2 3 4 5

91 1，940 1，068 tO43 339 140
‘角臼　1∩1、（86－101）

Ave
3．69

2．19

3．00

6

0
7

ハ

0
7

ハ
乙

n∠

2．42

0
》
0
り

P

O
8

り
ら
ー

塵
0
8

8
0
冒

り
6
り
6

3．32

2，59

3．60

2．26

1．94

2．04

Q22あなたはどんな時に「生きがい」を感じますか。主なものを2つ以内で選んで下さい。

　　6．仲聞とクラブ活動やサークル活動をしている時

　　7．教養を高めるために勉強している時

　　8．恋人とデートをしている時

　　9．その他（　　　　　　　）

　　10．よくわからない

無回答　639
1　　1．283

2　　　797
3　　2，808

4　　　216
5　　2，165

6　　　372

7　　　219

8　　　480

9　　　56
10　　　輩95

Q23次にあげるような余暇と仕事についての意見の中であなたの考え方にもっとも近いのはどれですか。

繍鍮1鎌講入れ．　　　［｛106）］→
　　4壮事こそ生きがいだから、仕事に全力をあげる

無回答

　1
2

3

4

94

1，694

2．276

　536
20

37％

50％

12％

0％
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以下の項目について、あなたにもっともよくあてはまる番号にOをつけてください。

　1

まったく

ちがう

　2
どちらか

といえば

ちがう

　3
どちらと

もいえな

い

　4
どちらか

といえば

その通り

　5

まったく

その通り 無回答 1 2 3 4 5

1．家族は今の私にとって非常に大切な一部分である 1 2 3 4 5 86 40 77 377 933 3」08

2家にいる時間はほとんどいつも家事をしている 1 2 3 4 5 111 1」97 1，512 t343 360 98

3．私の家族は何ものにも代えがたい 1 2 3 4 5 126 44 95 484 1，034 2，838

4．私は誰よりもずっと多く、家事に時間を振り分けていそ 1 2 3 4 5 134 1，306 1，384 1，443 258 96

5．私は自分の家族を深く愛している 1 2 3 4 5 126 41 76 558 1，273 2，547

6．私はくたびれすぎて、これ以上家事ができないとい
うところまで家事をすることがよくある

1 2 3 4 5

7．私にとって、生活上の他の事柄に比べれば、家族

はそんなに重要ではない
1 2 3 4 5

114

103

2，430

2，956

t219

tO19

722

444

104

73

32

26

8．私は仕事から帰って、ずっと家事をしている 1 2 3 4 5 112 2，324 t288 709 131 57

9．家族は私の人生の目標を達成する上で、中心的な

位置を占めている
1 2 3 4 5

110 161 431 1，401 1，366 1，152

10．私はしばしば家事をやりすぎだと思う 1 2 3 4 5 133 2，348 1，232 771 109 28

11．いつも家族のことを考えている 1 2 3 4 5 136 207 587 1，514 1，421 756

12．私はときどき、家事に飲み込まれてしまいそうな気

がする
1 2 3 4 5

118 2，506 1」48 760 70 19

13私は家事をほとんどしていない 1 2 3 4 5 119 585 1，026 1，035 947 909

14．私のやることはほとんど家族や家庭に関係している 1 2 3 4 5 130 549 1，254 2，023 511 154

15．家事にかなりの時間を使っている 1 2 3 4 5 119 1，582 1，526 1，110 237 47

16．もっとたくさん家事ができるように、一日がもっと長

ければいいのにと思う
1 2 3 4 5

112 1，778 1，112 1，231 270 118

（107－122）

Ave
4．54

2．26

4．45

2．21

4．38

1．69

0
》
4

4
T
7

1
　
1

3．65

1．72

3．43

1．66

3．13

2．66

2．03

2．08

以下の項目について、あなたにもっともよくあてはまる番号にOをつけてください。

　1

まったく

ちがう

　2
どちらか

といえば

ちがう

　3
どちらと

もいえな

い

　4
どちらか

といえば

その通り

　5
まったく

その通り
無回答 1 2 3 4 5

1．仕事が家庭生活に割り込んでくる 1 2 3 4 5
→

96 743 1，058 1，351 1，125 248

2．家事があるので、仕事で力を発揮できずにいる 1 2 3 4 5 116 2，065 1，568 774 80 18

3．仕事と家事とで休む時間がない 1 2 3 4 5 178 1，485 1，473 tO14 383 88

4．仕事で時間がふさがり、家庭での責任が十分に果

たせずにいる
1 2 3 4 5

110 897 1，141 1，400 870 203

5．家庭か仕事か選ぱなくてはならないことがよくある 1 2 3 4 5 119 1，249 1，173 1，376 571 133

6．家事が仕事生活に割り込んでくる 1 2 3 4 5 130 1，900 1，535 915 124 17

7．仕事と家事とで自分の時間がない 1 2 3 4 5 148 1，348 1β43 1，147 486 149

8．やらねばならない仕事のおかげで、家族のための

計画を変更することがある
1 2 3 4 5

116 786 915 t312 1，183 309

9．家事のために、仕事を切り上げなくてはならないこ

とがある
1 2 3 4 5

123 1，389 t431 t214 425 39

10．仕事と家事とで毎日があわただしい 1 2 3 4 5 129 1，067 1，192 1，333 670 230

11．家庭か仕事か決めるのに迷うことがよくある 1 2 3 4 5 147 1，339 1，277 1，310 451 97

12．仕事があるので、家族としての義務を果たせずに

いる
1 2 3 4 5

114 tO34 1，223 1，383 723 144

13．家事のために、仕事でやりたいと思うことをやれず

にいる
1 2 3 4 5

121 1，741 1，645 970 124 20

14．仕事と家事とで時間的に余裕がない 1 2 3 4 5 139 1」58 1，239 1，219 627 239

15．仕事のために、家でやりたいど思うことをやれずに

いる
1 2 3 4 5

123 878 1，165 1，188 944 323

16．家事のために、時間通りに仕事に出かけたり、
日々の仕事を完成させたり、残業をしたりといった仕事

での責任を果たせずにいる

1 2 3 4 5 125 t705 t640 954 162 35

17．家庭と仕事とのやりくりに苦しむことがよくある 1 2 3 4 5 117 1，408 1，268 1，212 490 126

18．仕事と家事とで忙しい 1 2 3 4 5 122 1，203 1，158 1，263 626 249

（123－140）

Ave
2．80

1．76

2．13

2．63

2．37

1．85

2．27

2，85

2．18

2．51

2．26

2．49

轟U
20

0
》
4

ー
ウ
轟

2．70

1．93

2U
20

n
∠
4
「

【
乙

丹
乙
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仕事に関する以下の項目について、自分に最も当てはまる番号を○で囲んでください。

　1

まったく

ちがう

　2
どちらか

といえば
ちがう

　3
どちらと

もいえな

い

　4
どちらか

といえば

その通り

　5
まったく

その通り
無回答 1 2 3 4 5

Lほとんどの場合、自分の仕事は楽しいものである 1 2 3 4 5
→

120 478 1，343 1，975 620 85
2．苦しいときでも、どうしてもこの仕事をやり遂げね

ば、という気持ちに追い立てられる
1 2 3 4 5

123 138 485 t349 2，123 403
3．仕事に取り組んでいるときには、時間のたつのも忘
れてしまう

1 2 3 4 5
127 113 432 1，317 2」18 514

4．たとえ自分のしている仕事が楽しくないときでも、自

分にとっては、不平を言わず一生懸命やることが重要
だ

1 2 3 4 5 121 86 384 1，213 2」58 659

5．私の職務は、仕事というよりも楽しみ事に近い 1 2 3 4 5 126 1，406 1，708 1，172 178 31
6．仕事を休むときには、罪悪感を感じる 1 2 3 4 5 141 788 947 L308 1ρ94 343
7．仕事が面白すぎて、ときどき切り上げるのがむずか
しいことがある

1 2 3 4 5
123 1，552 1，576 1」18 225 27

8．しばらく仕事から離れたいと思うときでも、ふと気づく

と仕事のことを考えている
1 2 3 4 5

126 555 962 11432 1，286 260
9．なぜ、自分はこんなに仕事にのめり込んでしまうの
か、としばしば思う

1 2 3 4 5
128 1，076 1，398 1，462 461 96

1α私は他の誰よりもずっと自分の仕事が好きだと思う 1 2 3 4 5 134 1」09 1，300 1，677 343 58
1L仕事を休みたいときにも、休んでは申し訳ないとい
う気がする

1 2 3 4 5
128 551 839 1，180 t514 409

12．仕事の上では、どんなことがあっても他人に迷惑

をかけられない
1 2 3 4 5

127 122 458 1，426 1β92 596
13．いつも仕事に追われている気がする 1 2 3 4 5 130 317 768 t483 1，333 590

‘141　1只R、〔141－153）

Ave
2．66

3．48

3．55

3．65

『0
3

0
Ω
り

う
」
ウ
ム

2．02

2．94

ハ

O
n
∠
3
3

∩
乙

2

3．09

3
5

P

O
2
3
3

仕事への取り組み方として、あなたのスタイルに最も近いと思われる番号をOで囲んでください。

　1

まったく

ちがう

　2
どちらか

といえば

ちがう

　3
どちらと

もいえな

い

　4
どちらか

といえば

その通り

　5

まったく

その通り

L最後の細部に至るまで完全でないと、私には仕事
が終わったとは思えない

1 2 3 4 5

2。チームで仕事をするときなど、ほとんどの部分を自

分でやってしまう
1 2 3 4 5

3．仕事の上で完全さを欠く場合、自分は満足できない 1 2 3 4 5

4．チームで仕事をするときは、メンバーを信頼して仕
事を任せる

1 2 3 4 5

5．企画が完全に正しいと確信できるまでは、それを進

めることはできない
1 2 3 4 5

6．自分一人でやるより、他の入に仕事の一部を任せ
た方が、よい結果が得られる

1 2 3 4 5

7．たとえ細かいことでも、間違いを犯さないことが私に

とっては重要である
1 2 3 4 5

8．仕事をするときは、他の人を頼りにするより、自分で

やった方がよい
1 2 3 4 5

9．仕事の上でベストを尽くした、と自分に確信が持て

ないと安心できない
1 2 3 4 5

10、他の人に仕事を任せるより、残業してでも自分一

人で終わらせたい
1 2 3 4 5

〔154－163）

→

Ave

3．22

00
77
2

ウ
」
3

3．47

2．98

3．28

3．47

3．20

3．25

2．80

最近、あなたは仕事の上で、次のような状況にどれくらいよく出会いますか。

　1
まった

くない

　2
あまり

ない

　3
時々あ
る

　4
かなり

よくある

　5
大変よ
くある 無回答 1 2 3 4 5

1．急ぎの仕事に追われること 1 2 3 4 5
→

130 118 646 2，103 1，032 592
2．わき目もふらず、仕事に没頭しなければならないこと 1 2 3 4 5 139 192 1，270 2，124 641 255
3．仕事を終わらせるために残業をすること 1 2 3 4 5 133 129 581 t764 t111 903
4．仕事の量が多すぎること 1 2 3 4 5 141 134 919 t768 973 686
5．自分の能力以上の仕事を頼まれること 1 2 3 4 5 144 204 1，431 1，869 676 297
6．やり遂げるために勉強が必要な仕事を頼まれること 1 2 3 4 5 139 337 1，638 1，827 511 169
7．仕事をする上で、自分の実力不足を感じること 1 2 3 4 5 140 133 657 2，131 1ρ05 555
8．難しい判断や責任の重い決定をまかされること 1 2 3 4 5 136 397 1，592 1，875 465 156

rlR4　　一　、C164－171）

Ave
3．30

2．89

3．46

3．26

2．87

2．67

3．27

2．64
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以下の事柄は、あなたの仕事や職場の状況にどの程度あてはまると思いますか。

　1

あてはま

らない

　2
ややあ
てはまら

ない

　3
どちらと

もいえな

い

　4

ややあ
てはまる

　5

あてはま
る

1．私には自分の仕事の目的と目標がはっきりわかっ

ている
1 2 3 4 5

2．私は自分の責任が何であるかよくわかっている 1 2 3 4 5

3．私は周りの人が自分に何を期待しているかよくわ

かっている
1 2 3 4 5

4．私は仕事の上で、自分がどの程度権限がふるえる

か、はっきりわかっている
1 2 3 4 5

5．人手もないのに仕事を任されるときがある 1 2 3 4 5

6．別々の人から相反する仕事の要求を受けることがあ
る

1 2 3 4 5

7．私の仕事は人によって認めてもらえたり、もらえな

かったりする
1 2 3 4 5

8．仕事に必要な材料や情報、予算などが十分ではな

い

1 2 3 4 5

（172－179）

→

Ave

り
6
薩
U

5
β
D

3
33．36

【

U
3

ハ
∠

り
0

り

0
り

0

2．99

3．28

3．31

あなたの直属の上司との関係について、一番近いものを選択してください。
1 2 3 4 5

まったく
どちらか

といえば

どちらと

もいえな

どちらか

といえば
まったく

ちがう
ちがう い その通り

その通り

無回答11 2 3 4 5

1．私の上司は、私の仕事上の問題や希望を十分理
解している

1 2 3 4 5 →
128　351 777 1，647 1，436 282

2．従来とは違うやり方で仕事をすすめるなど、自分の

職務に変化を持ち込もうとするとき、私の上司は実際 1 2 3 4 5 132　260 700 1，889 1，418 222

にそれを取り上げる裁量を十分示してくれる

3．私の上司は私の能力や持ち味を十分的確に把握
している

1 2 3 4 5

128　268 698 1，913 1，385 229

4．仕事上での私と上司とのコミュニケーションは十分

効果的である
1 2 3 4 5

131　348 762 t695 1，382 303

5．私が仕事でやっかいな事態を引き起こしてしまった

というような困難な状況にぶつかったときは、私の上司

はその持っている力（権限など）を十分に行使し対応し
1 2 3 4 5

133　290 534 1，385 1，727 552

てくれる

6．私の上司は日頃、職務上私に何を望んで（期待し
て）いるかを十分はっきり伝えてくれる

1 2 3 4 5

137　326 743 1β42 1，321 252

7．私の上司は私の仕事に満足しているかどうかを十

分明確に伝えてくれる
1 2 3 4 5

138　353 879 2，223 872 156

8．私が従来とは違ったやり方で仕事を進めるなど、自

分の職務に新しい変化を持ち込もうとした場合、私の 1 2 3 4 5 141　263 599 1，966 1，442 210

上司は十分柔軟に対応してくれる

9．仕事が終わった後など、私は上司と一緒に食事を
したり、話をしたりということがよくある

1 2 3 4 5

1331，343 1，253 t203 560 129

（180－188）

Ave

3．12

3．14

3．14

3．12

3．38

3．10

2．91

3．16

2．30

あなたは現在会社の中で、以下の点に関してどの程度満足していますか。

　1

非常に
不満

　2

やや不
満

　3
どちらと

も言えな

い

　4

やや満
足

　5

非常に

満足
無回答 1 2 3 4 5

1．自分の能力を活かして何事かをなす機会 1 2 3 4 5
→

139 207 821 2，538 840 76

2．上司のリーダーシップ 1 2 3 4 5 134 518 1，119 1，624 999 227

3．仕事の量から見た給与の程度 1 2 3 4 5 140 626 11407 1，776 598 74

4．決定を行う際の上司の有能さ 1 2 3 4 5 139 417 1，006 1，729 1，072 258

5．この会社での昇進の機会 1 2 3 4 5 141 487 1，036 2，432 460 65

6．仕事の上で自分の判断ができる程度 1 2 3 4 5 146 150 676 2，452 1，119 78

7．自分の上司の部下との接し方 1 2 3 4 5 148 362 889 t913 1，133 176

8．人事異動の機会 1 2 3 4 5 144 369 937 21874 254 43

9．自分の仕事そのもの 1 2 3 4 5 141 251 964 1，981 1」69 115

10．仕事仲間 1 2 3 4 5 138 98 535 1，671 1，774 405

11．教育・研修を受ける機会 1 2 3 4 5 147 292 984 2，244 846 108

12．職場での自分に対する評価 1 2 3 4 5 162 218 747 2，625 787 82

13．自分の職場で仕事をやっていく上での仲間との関

係
1 2 3 4 5

135 97 546 t900 1，652 291

14．仕事の上で何事かを達成する機会 1 2 3 4 5 142 124 556 21583 1」34 82

15．職場の雰囲気 1 2 3 4 5 136 224 770 1，648 1，551 292
（189－203）

Ave
2．95

2．84

2．57

2．94

2．68

3．07

2．97

2．70

2．99

3．41

289
2．95

3．33

3．11

3．20
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Q32次にあげる休日・休暇制度の中で、優先的に実現して欲しいものは何ですか。主なものを2つ以
　　内で選んで下さい。

　　L週休2日や3日制など週休日の増加
　　2．年休の付与日数の増加

3．ゴールデンウィークや夏休み、年末などの長期連続休暇制度の定着・普及

4．プロジェクト休暇などの定着・普及

5．育児・介護休業制度の充実

6．長期の研修・教育休暇（リカレント休暇）制度の確立

日→

｛204－205）

無回答 852
1 3，063

2 1，215

3 1，965

4 703
5 740
6 704

Q33今後、組合が労働時間の短縮に取り組む上で、重視すべき課題は何だと思いますか。

　　主なものを3つ以内で選んで下さい。

　　L時短に伴い、日常の仕事量やきつさが増えないようチェックすること

　　2．労働時間に対する権利意識を高める教育、宣伝活動を強めること

　　3．フレックス制や変形労働時間制など勤務形態柔軟化の推進とチェックをすること

　　4．交替勤務や変則勤務は、生産技術や事業運営上やむをえない場合を除き撤廃すること

　　5．超過労働や年次有給休暇の取得と査定を切り離させること

　　6．余暇活動充実のための施設や環境整備を進めること

　　7．労働時間や休日・休暇に関する労使協定事項が、運用面で尻抜けにならないようチェックすること

　　8超過労働収入に頼らなくてすむよう、所定内賃金を引き上げること　　　　　　　　　　　→

　　9．労働時間短縮がコストを高め、産業の空洞化を促進しかねないので、時短と雇用確保

　　についてのしっかりした政策を持つこと

　　10産別など上部団体とともに、企業間競争の緩和や秩序づくりを政府や経営者団体に
　　働きかけること

〔206－211）

Q34あなたは組合の活動に関心を持っていますか。

　　Lかなり関心を持っている

　　2．まあまあ関心を持っている

　　3．どちらともいえない

　　4．あまり関心をもっていない

　　5．ほとんど関心をもっていない

口→
　｛212）

無回答 122
1 956
2 2，026

3 666
4 602
5 249

21％

45％

15％

13％

6％

Q35あなたは組合活動へどの程度参加していますか。

1．いつも参加している

2．しばしば参加している

3．たまに参加している

4．めったに参加していない

5．まったく参加していない

口→
　（213）

無回答 125
1 1，593

2 1，251

3 tO55
4 463
5 134

35％

28％

23％

10％

3％

Q36（Q35で4，5を選んだ方へ）組合活動に参加しない主な理由は何ですか。

　　主なものを2つ以内で選んで下さい。

　　1組合の方針や姿勢に疑問があるから
　　2．家庭や趣味にカを入れたいから

　　3組合活動をしても無意味だと思うから

　　4．仕事に集中したいから

　　5意見が組合活動に反映されないから

　　6．魅力ある役員や知人がいないから

　　7．自分の将来に不利益になるから

　
→

口
喘

無回答 8，308

1 96

2 335

3 160

4 49
5 188
6 97

7 9

Q37労働組合は、労働条件改善・生活向上にどのくらい役立っていると思いますか。

　　1．大いに役立っていると思う

　　2．多少役立っていると思う

　　3．どちらともいえない

　　4．あまり役立っていないと思う

　　5．ほとんど役立っていないと思う

口→
　｛216）

　125
1，261

1，968

723

398

　146

28％

44％

16％

9％

3％

Q38組合の活動は、あなたの意見をどの程度反映していると思いますか。

　　Lよく反映している

　　2．ある程度反映している

　　3．あまり反映していない

　　4．まったく反映していない

　　5組合には期待していない

口→
　｛217）

無回答 135
1 313
2 2，294

3 1，441

4 225
5 213

7％

51％

32％

5％

5％
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Q39あなたが労働組合に対し、今後特に力をいれてほしいと思うものを、

　　A．自動車総連、　B．所属組合の2つに分けて、それぞれ3つ以内で選んでください。

　　L賃金・一時金

　　2．退職金や年金問題への取り組み

　　3．労働時間の短縮

　　4．60歳以降の就労問題への取り組み
　　5個人年金など高齢化に向けた独自の共済活動への取り組み　　　　　　　A．自動車総連

　　6．快適な職場環壌への取り組み

　　7．福利厚生施設の充実

　　8．労働負荷の軽減

　　9．文化・体育・レク活動の充実

　　10．昇進・昇格の問題

　　11．出向・転籍対策

　　12雇用の安定化に向けた取り組み
　　13．工場移転などに伴う諸問題への取り組み　　　　　　　　　　　　　　　B．所属組合

　　14．人事・処遇ならびにセクハラ問題への対応など男女均等に向けた取り組み

　　15産業政策への取り組み
　　16．政策制度要求（税金・年金・医療など）

　　17．ボランティア活動など社会的貢献

　　18．技衛革新への対応

　　19．会社の経営施策への積極的発言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（224－229）

」aw　　所属糧合

無回答 1，249 1，790

1 1，913 2，749

2 t745 1，316

3 1，445 1」40

4 1，405 747

車総連 5 1，041 292

． 6 363 1，142

7 456 629

8 435 696，

： 9 94 236

→

→

10 195 582

， 11 117 361

12 1ρ67 590（218－223）

組合 13 88 183

14 136 217
：
：

15 450 35

16 1，077 154
：
： 17 167 124

18 191 165
：
： 19 227 713

12，61212，071

Q40労働組合に対し、企業内福祉の点で、今後とくに力を入れてほしいと思っているものは何です

　　か。2つ以内で選んで下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（230－233）　　5．病院・診療所の確保

　　6．保養施設の設置拡充

　　7．安全靴・作業服の支給条件の改善

　　8，文化・体育施設の設置・拡充

　　9．保育施設の設置

　　10．各種行事の開催補助

　　11．育英資金制度の新設、充実

　　12．外部スポーツ施設や宿泊施設との契約促進

無回答 868
1 1，863

2 804
3 395

4 759
5 476
6 891

7 913
8 347

9 285

10 381

11 314
12 945

8，373

041企業内福祉の新しい仕組みとして、従業員が福利厚生サービスを各個人に平等に付与された
　　ポイント（予算）の範囲内で、自主的かつ重点的に選択できる「カフェテリアプラン」を導入する企

　　業が増えています。

聾欝留蜘灘鯉議繍懸雪講灘瓢ぞ瓜口→
　　2．従来のように、薄く広く全ての福利厚生制度が利用可能な方がよい　　　　　　　　（234）

無回口

　1
2

171

3，098

1，352
％
％0
0
7
3

Q42あなたは、あなたの所属する労働組合と会社の労使関係についてどのように感じていますか。

麟灘鷲藷謙譲。て1，、、。　　　　□
　　3，どちらかが他方に譲っているということはない　　　　　　　　　　　　　　　　　（235）

　　4．どちらかといえば、会社が組合に譲っている

　　5．大幅に会社が組合に譲っている

　　6．わからない

無回答 108
1 933
2 1，802

3 927

4 115

5 40
6 696

21％

40％

21％

3％

1％

15％

4，513

Q43賃金・一時金、労働条件の維持・改善にあたって、労働組合の力量を強めるにはどんなことが

　　必要だと思いますか。重要と思うものを3つ以内で選んで下さい。

　　1．組合の立場を法律的にもっと向上させる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
　　2．組合員の積極的な参加・参画を進める

　　3．労使協議・団体交渉をより充実させる

　　4．連合や金属労協、他産業組合などとの連携を強める

　　5．自動車総連メーカー労組の共闘強化と労連問の連携を強める

　　6．ストライキの実施も考えていく
　　7．経営・管理者への理解活動を進める　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（236－238）

　　8．組合役員のより一層の質の向上を図る

　　9．わからない

無回答 2，062

1 1，678

2 2」97
3 1β66
4 670
5 1，208

6 855
7 1，579

8 1，379

9 369
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Q44労働組合の政治活動についてどのようにお考えですか。

　　L生活をよくするためにどうしても必要

　　2澗題によってはやるべき

　　3．やらない方がよい

　　4．よくわからない

口→
　（239｝

無回答

　1
2

3

4

117

1，260

1，894

532
818

28％

42％

12％

18％

Q45（Q44で1，2を選んだ方へ）あなたは労働組合の政治活動といった場合、何が重要だと思います
　　か。八自動車総連と、B所属組合の2つに分けて主なものを2つ以内で選んで下さい。

1．支持政党に対する支援活動

2組織内選出議員に対する働きかけ
3．支持・推薦議員に対する働きかけ

4．物価・減税などでの労働組合独自の活動

5．政府や地方自治体に対する労働組合独自の陳情活動

6．市民運動、NPO（非営利組織活動）との連携活動

7．各種審議会などでの組合代表の発言力を高める活動

A．自動車総連

［ココ→
　　　（240－241｝

B．所属組合

［ココ→
　　　〔242－243）

」aw　　所属組含

無回答 3563 3，941

1 1，382 559

2 1，202 1264
3 601 826

4 t134 792

5 680 495
6 246 496
7 434 869

Q46あなたは下にあげた政党の中で支持する政党はありますか。

　　1．自民党

　　2．民主党

　　3．公明党

　　4．自由党

　　5．共産党

　　6．社民党

　　7．改革クラブ

　　8．その他の政党、諸派

　　9．支持する政党はない

口→
　（244）

無回答 183
1 261

2 t371
3 58
4 56
5 38
6 34
7 5

8 23

9 2，592

6％

31％

1％

1％

1％

1％

0％

1％

58％

4，438

Q47あなたが選挙で投票する時、何を基準にして投票しますか。主なものを2つ以内で選んで下さい。

5．知人・家族・親戚の紹介

6．テレビやポスターでみた感じ

7．その他（　　　　　　）

E
「
（245－246）

無回答1，414

　　　1．842

　　　1，814

　　　2，698

　　　　152
　　　　850
　　　　308
　　　　164

Q48国の政治について、あなたが関心を持っているのは何ですか。主なものを5つ以内で選んで下さ
　　い。

　　1．社会保険制度など医療・介護問題

　　2，年金制度など社会保障問題

　　3．教育問題

　　4．土地・住宅問題

　　5．内外価格差など物価問題

　　6．税金問題

　　7．国の財政問題

　　8．金融問題

　　9．温暖化など地球環境問題

　　10．資源・エネルギー問題

　　11雇用・時短などの労働行政や労働法制

　　12．外国人労働者問題

　　13政党再編など政治改革　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
　　14．行政改革

　　15．東京への一極集中や地域の活性化問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛247－256＞

　　16，食糧・農業・漁業問題

　　17．景気対策

　　18．貿易摩擦問題

　　19．憲法改正問題

　　20．安全保障・自衛隊問題

　　21．PKOなど国連の平和維持活動への協力問題

　　22．テロや大災害などに対する危機管理対策

　　23．核軍縮問題

　　24．その他（　　　　　　　　　）

無回答 2，439

1 2，442

2 2，757

3 903
4 933
5 480
6 3，131

7 1，016

8 682

9 953
10 565
11 846
12 130

13 259

14 830

15 193

16 300
17 2，462

18 194

19 193

20 278
21 195

22 521

23 336

24 59
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Q49あなたが日常生活で意識しているエコライフ（環境問題を意識した生活慣習）は、次のうちどれ
　　ですか。

　　1．シャンプーや台所洗剤などは、詰め替え用を使用する　　　　　　　　　　　　　　　→
　　2．電源をこまめに切る

　　3．2～3階くらいなら、エレベーターを使わずに階段を使う

　　4．買物には自分のバッグを持っていく

　　5．「急加速」や「からぶかし」をせず、エコドライブを心がけている

　　6．その他（　　　　　　　　　）

　　7．エコライフはとくに意識していない

無回答 一
1 2，413

2 2，833

3 1，468

4 335
5 2，046

6 274
7 527

（257－262）

Q50あなたは現在の労働組合の活動をどう評価していますか。

　1

非常に

不満

　2

やや不
満

　3
どちらと

も言えな

い

　4

やや満
足

　5

非常に

満足

1．賃金・一時金・退職金・諸制度等金銭面に関する労

働条件
1 2 3 4 5

2．労働時間・職場環境等に関する労働条件 1 2 3 4 5

3．文化・教養・スポーツ等の趣味や余暇に関する取り

組み
1 2 3 4 5

4．雇用問題、昇進・昇格、出向・転籍等の人事問題
に関する取り組み

1 2 3 4 5

5．仕事の達成感・やりがい・職場内コミュニケーション等に

関する取り組み
1 2 3 4 5

6．個人の悩みや職場の要望を聞いてくれる職場と労
働組合のコミュニケーションに関する取り組み

1 2 3 4 5

7．政治活動、社会貢献、ボランティア活動等社会に関す

る取り組み
1 2 3 4 5

8．労働組合の活動全体について 1 2 3 4 5

→

Ave

4
，
【
0
8
7

ウ
』
ウ
6

3．00

2．69

2．79

2．81

ハU
ワ
」

0
ハ
U

60
つ
リ

（263－270）

Q51あなたは労働組合に対し今後何を期待しますか。

　1
まったく

期待し

ない

　2
あまり期

待しな

い

　3
どちらと

も言えな

い

　4

やや期
待する

　5
大変に

期待す
る 無回答 1 2 3 4 5

1．賃金・一時金・退職金・諸制度等金銭面に関する労

働条件
1 2 3 4 5 →

119 94 381 673 1，894 1，460

2．労働時間・職場環境等に関する労働条件 1 2 3 4 5 133 88 361 942 1，988 1」09

3．文化・教養・スポーツ等の趣味や余暇に関する取り

組み
1 2 3 4 5

139 139 560 2」19 1，288 376

4．雇用問題、昇進・昇格、出向・転籍等の人事問題
に関する取り組み

1 2 3 4 5
130 124 450 1，676 1，507 734

5．仕事の達成感・やりがい・職場内コミュニケーション等に

関する取り組み
1 2 3 4 5

128 109 505 1，943 1，452 484

6．個人の悩みや職場の要望を聞いてくれる職場と労
働組合のコミュニケーションに関する取り組み

1 2 3 4 5
128 134 552 1，948 1，397 462

7．政治活動、社会貢献、ボランティア活動等社会に関す

る取り組み
1 2 3 4 5

130 163 648 2，422 1，000 258

8．労働組合の活動全体について 1 2 3 4 5 127 104 321 1，478 1，756 835

Ave

4
ハ
∠

0
げ
0
0

3
n
J
3．27

3．51

3．38

3．33

9
」
4
1

1
岱
U

【O
q
リ

（271－278）

Q52あなたは会社の方針や行動について注目していますか。

　1

まったく

注目して

いない

　2
あまり注

目して

いない

　3
どちらと

もいえな

い

　4
かなり注

目して

いる

　5
いつも

注目し

ている 無回答 1 2 3 4 5

1．会社の方針や行動 1 2 3 4 5
→

120 135 530 1，343 1，923 570

2．職場の方針や行動 1 2 3 4 5 125 110 426 1，501 1，907 552

3．直属上司の方針や行動 1 2 3 4 5 123 184 466 1，461 t773 614

Ave
3．50

3，53

3．48

（279－281）
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Q53あなたは労働組合の方針や行動について注目していますか。

　1

まったく

注目して

いない

　2
あまり注

目して

いない

　3
どちらと

もいえな

い

　4
かなり注

目して

いる

　5
いつも

注目し
ている 無回答 1 2 3 4 5

1，連合の方針や行動 1 2 3 4 5
→

119 262 960 2，255 857 168

2．自動車総連の方針や行動 1 2 3 4 5 123 230 894 2，183 1，006 185

3．全トヨタ労連の方針や行動 1 2 3 4 5 126 187 675 1β85 t418 330

4．（所属組合）執行部の方針や行動 1 2 3 4 5 121 130 459 1，653 1，707 551

5．（所属組合）職場役員の方針や行動 1 2 3 4 5 121 148 471 t908 1，481 492

Ave
2．94

3．00

323
3．46

3．38

（282－286）

Q54あなたは会社の方針や行動について信頼していますか。

　1
まったく

信頼して

いない

　2
あまり信

頼して

いない

　3
どちらと

もいえな

い

　4
かなり信

頼して

いる

　5
大変に
信頼し

ている 無回答 1 2 3 4 5

1．会社の方針や行動 1 2 3 4 5
→

123 260 914 2，168 1，010 146

2．職場の方針や行動 1 2 3 4 5 123 170 763 2，344 1，103 118

3．直属上司の方針や行動 1 2 3 4 5 124 247 684 2，212 t165 189

Ave
2．97

3．05

3．08

（287－289）

Q55あなたは労働組合の方針や行動ついて信頼していますか。

　1
まったく

信頼して

いない

　2
あまり信

頼して

いない

　3
どちらと

もいえな

い

　4
かなり信

頼して

いる

　5
大変に
信頼し

ている

1．連合の方針や行動 1 2 3 4 5

2．自動車総連の方針や行動 1 2 3 4 5

3．全トヨタ労連の方針や行動 1 2 3 4 5

4．（所属組合）執行部の方針や行動 1 2 3 4 5

5．（所属組合）職場役員の方針や行動 1 2 3 4 5

→

Ave
3．05

3．10

3．23

3．31

3．27

〔290－294）

ご協力ありがとうございました。
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